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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　西せい暦れき二〇一五年、極東の島国で一人の異能者が生まれた。

　それは、世界を震しん撼かんさせた凄すさまじい異能。いや、異能という言葉では足りなかった。

　超ちよう常じようなどという言葉では到とう底てい足りない絶対の奇き跡せき。

　それは王たる力。万の民たみを幸福にする力。

　永遠に届かず、真の理想には至らずとも、それは夢む幻げんの理想郷であり、神の祝福と等価値だった。

　この物語は神が現世に生まれてしまったからこそ始まる、人類の闘とう争そうの物語である。
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　十五年後、西暦二〇三〇年。日本、秋あき葉は原ばら。

『妄もう想そう都市』と呼ばれる町の、その外周部。

　普ふ段だんならば人でごった返しているはずの真昼の道路は現在、ゴーストタウンであるかのように静まり返っていた。

　人っ子一人どころか猫ねこ一いつ匹ぴきいない静せい寂じやくに包まれた世界。しかし──。

「──っと、なんとか間に合ったか」

「ギリギリでしたね、隊長。さっさと避ひ難なんしろってのに、あのアホども……」

　そこに、いつのまにか出現している二人。

　一人は黒い長ちよう髪はつの青年、もう一人は金きん髪ぱつの少年である。

「それは仕方がない。能力者ニートの私たちにすら危機感などほとんどないのだからな」

　その声は重じゆう厚こうだ。

　青年の発する言葉には、他者を威い圧あつする響ひびきがあった。

「アハハ、ですよね。『戦争？　なにそれおいしいの？』って感じですもんね」

　対して、金髪の少年は実に自然体である。

　青年に対する敬意は感じられるものの、見た目通りの年相応な無礼さが隠かくせていない。

　よく言えば快活、悪く言えば馬ば鹿かっぽい少年だった。

　そんな妙みように憎にくめない少年へ呆あきれの視線を飛ばしつつ、黒くろ髪かみロン毛の青年は言葉を返す。

「まあ──!?」

　そのとき、ターンと甲かん高だかい音が無人のビル群に響きわたった。

「……え？」

　青年が苦く笑しようし、少年が朗ほがらかに笑った瞬しゆん間かん、戦場の音がコンクリートジャングルに木こ霊だまする。

「ぐ、ぐあっああああああああ!?」

　その音は青年の左腿ももを貫つらぬき、虹彩異オツド色症アイである少年の目を見開かせた。

「た、隊長!?」

　鏑かぶら矢やは、放たれた。

「隊長おおおおおお！」

　直前までの二人の会話はまさに正しく、彼らが持つ特とく殊しゆな能力など平和ボケの前では何の意味もない。

「チ、チクショオォッ！」

　が、しかし、日々の訓練は無む駄だではなかった。

　攻こう撃げきされたと認にん識しきした瞬間、逃にげなければという本能に従い、少年の能力は即そく時じ発動。足を押さえて倒たおれた青年を瞬またたきする間にビルの陰かげへと引きずりこみ、二射目三射目を回かい避ひする。

「うぐうぅぅぅッ！」

「クソッ、噓うそだろ!?　あいつらアキバ条約完全無視してやがる！　聖地に侵しん攻こうするなんて正気かよぉ!?」

　まだ十代前半と思われる体たい軀く、そして金と赤の両眼を持つ少年は、自らの負傷した上官を泣きながら手当てした。

　しかし、混乱した頭で必死に命を繫つなごうとするも、二時間講習によるド素人しろうとの止血法などなんの役にも立ちはしない。

「クソックソックソッ！　止まれ！　なんで止まらねえんだよ！」

　おそらくは動脈を傷つけたのだろう。まだ三十歳に届いていないであろう青年の足からは、命の雫しずくがとめどなく零こぼれ出していた。

「わ、私のことはもういい……ッ、捨てていけ！」

「影イン龍ロン隊長!?」

『インロン』と呼ばれたロン毛青年。

　本名、山やま田だ三さぶ郎ろう（二十七歳）。

　二十五歳まで延々自宅警備員をした実績とその強力な能力を買われ、アキバ警備隊隊長に抜ばつ擢てきされた人物である。

「王に報告しろ！」

「そ、そんな……ッ、隊長を捨てていくなんて……ッ」

　十年前に締てい結けつされた秋葉原条約により『影龍』と改名した彼は、今こそその本分を全まつとうしようとしていた。

「『ネＣｈチヤン』にアクセスできんのだ！　いいからいけ！」

　顔面が涙なみだでクシャクシャの部下へ、三郎は檄げきを飛ばす。

　アメリカの宣戦布告発令にはまだわずかばかり時間がある。にも拘かかわらず、都市の外周部で狙そ撃げきされた。

　つまり、既すでに最外周の防衛ラインをグルリと包囲しているのは間ま違ちがいない。

　しかも周囲一帯がジャミングされているのだろう。高位ハイ念話テレ能力者パスが中ちゆう継けいしているはずの情報ネットワークへ接続できないことがなによりの証しよう拠こだ。

　もはや常任理事国の全すべてが、このアキバとその王を蹂じゆう躙りんしようとしているのは明白だった。

「できない！　俺にはできないっすよ！　影龍隊長を置いていくなんて俺にはできません！」

「蒼ソウ蛇ジヤ……」

「あんたは俺にニートのイロハを教えてくれた！　師し匠しようを見捨てるくらいなら一いつ緒しよに死ぬ！」

『ソウジャ』と呼ばれた少年。

　年は十四歳。本名、田た中なか田でん作さく。金眼と赤眼のオッドアイはただのコンタクトレンズである。

「このっ……たわけが！」

　三郎は田作を殴なぐり飛ばした。

　負傷した足を庇かばいながらである為ために力はまったく入っていなかったが、その想おもいは弟子でしの心へ響き渡わたる。

「町なら壊こわれてもいい！　私たちが皆みな殺ごろしにされても許容範はん囲いだ！」

　その目には、もはや己おのれの信念と王への忠義しかない。

「だが王を失うのは駄だ目めだ！　私たちの命十億個でも足らん！　貴様にも分かっているはずだ！」

「でもっ……、でもぉぉぉ！」

「黙だまれ！　弟子が師匠に逆らうな！」

　聞き分けのない部下へ、またも飛ぶ三郎の拳こぶし。

「ここは私の命が続く限り抑おさえる！　お前はとっとと報告にいけ！　それがお前の仕事だ、蒼蛇！」

　もんどりうって倒れた田作に、三郎は己の背中を見せつけるように能力を行使し始める。

　三郎と田作は共に『能力者ニート』。

　ニートとは、いくつかの審しん査さをクリアした一種の称しよう号ごうである。

　そして、その称号を持つものは例外なく、まるで魔ま法ほうのような特殊能力を身に付けているのだ。

「いくぞ──」

　胸むな元もとで印を組む。

　田作は震ふるえて見ていることしかできない。

　これが初うい陣じんである少年の勇気など、本物の戦場の前にはクソの役にも立たなかった。

「──これが私の最後の八影カゲ結界オロチ」

　今まで万を超こえる程ほどに組んできた馴な染じみ深い剣けん印いんへ目を落とし、黒くろ髪かみ長ちよう髪はつの青年は自じ嘲ちようするように口を歪ゆがめる。




　──影かげよ、光を吞のみ尽つくせ──




　詠うたった瞬間、彼の心臓から八匹ぴきの巨きよ大だいな影かげ龍りゆうが溢あふれだした。




　──虚きよ界かいの扉とびら、越こえること能あたわず──




　三郎は強く、とても強くイメージする。




　──光に生きる者、影にて迷いの道に堕おつ──




　どれほど呼びかけられようとも開けなかった、過去の扉を。




『三郎ちゃん！　ここを開けて！』

『…………』

『三郎！　いい年してヒキコモリなんぞ……この恥はじさらしが！　いいかげんに出てこんか！』

『…………』

『お兄ちゃん！　働かないで食べるゴハンはおいしくないよぅ！』

『…………』




　肉親すら拒こばむ絶対の断絶を心に描えがき、三郎が生み出す影は過去最高の強度でアキバの外周部を包みこんだ。

　十のヘリ、百の戦車、千の兵をことごとく影が吞みこんでいく。三郎自身さえも。

「影龍隊長──ッ！」

　田作は涙を流して叫さけぶ。

　己の師が命を対価として張る結界に、その眼前で呆ぼう然ぜんとすることしかできない。

「行け、蒼蛇。お前には私の全てを教えた。アキバ近この衛え師団『神魔十クロス字騎兵ナイツ』にも引けはとらんさ」

「うあああああああああああ！」

　ニヤリと口こう端たんを吊つり上げながら消えていく師の姿は、少年の両足を勝手に動かした。

「ああああああああああああ！」

　押し潰つぶされそうになる悲しみを振ふりまき、走る。走る走る走る。

　師から託たくされたのは王へ報告すること。

　そして守ること。

　あまりにも巨大な無力感を抱いだき、田作はひた走った。至高の王のもとへ。

「チクショウ！　許さねえぞ！　絶対に許さねえ！　旧人類どもっ、駆く逐ちくしてやる！」

　呪じゆ詛そを吐はいて疾しつ走そうする『蒼蛇』。

　目指すは『トラの穴』。行政、軍事の中ちゆう枢すうにして妄もう想そう都市秋葉原の心臓部。

　そこに王はいる。奇き跡せきを具現した、神にも等しき存在が。

「なにが取り締しまるだ！　なにが現実を犯おかすなだ！」

　悲ひ哀あい、傷しよう嘆たん、慟どう哭こく、憤ふん怒ぬ。

　だが、その顔に絶望だけはなかった。

「俺たちは働かねえ！　お前らの思う通りになんて生きてやらねえ！　そうさ、俺たちには王がいる！」

　もう涙は不要。

　師が信じた、王が信じた、そして己が信じた国を創つくる。

「やってやる！　やってやるぞっ！」

　少年は己の信じる未来へ向かって突つき進んだ。

　王の力、『二次元のキャラクターを現実に引きずり出す能力』を信じて。

　西せい暦れき二〇三〇年。七月七日。十二時ジャスト。第一次現げん幻げん戦争勃ぼつ発ぱつ。

〝ニート[image: vs]世界〟の、互たがいに生き残りをかける戦いが幕を開けた。

「俺たちを殲せん滅めつなんてさせてたまるか！」

　そして、一人の英えい雄ゆうが誕生する。

　その名を『蒼蛇』。蒼そらを翔かける龍を夢見た蛇へび。

　十時間以上ものブリーチによるションベン色の金きん髪ぱつ。そしてカラーコンタクトレンズを使用した、金と赤のオッドアイを持つ最強のニート。

「王もアキバも、俺が必ず守ってみせる！」

　アキバの守護神と呼ばれる『蒼蛇』の、今日が初陣だった。

　ちなみに、『田中田作』の名は歴史に埋うもれることとなる。
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「と、このようにして、現幻戦争と呼ばれる戦せん闘とうは秋葉原自治区側が勝利しました」

　現実でも二次元でも、舞ぶ台たいが日本であるならばひどくありふれた光景が広がっている。

　六月も中ちゆう旬じゆんとなり、衣ころも替がえがほぼ完かん了りようしている学び舎やには、男女たくさんの涼すずしげな生徒たちが勉学に励はげんでいた。

「そして同年七月十日。戦せん端たんが開いてからわずか三日で戦争は終結し、秋葉原休戦協定が締てい結けつされます。ですが、平和条約へ向けての講和審しん議ぎはいまだ続いている状じよう況きようですね」

　その一教室。

　秋あき葉は原ばら第だい三さん高等学校一年一組の最後列で、見た目まったく普ふ通つうな黒くろ髪かみの少年が、板書された文を一いつ生しよう懸けん命めいノートに書き写している。

　いや、まったく普通の見た目と言うには語ご弊へいがあったかもしれない。

　黒くろ縁ぶちメガネと目が隠かくれてしまうほどの長い前髪は、少々、というか「それイジメられんじゃね？」というくらい清潔感がなかった。

　具体的に言うと、恐おそろしく野や暮ぼったい。

　オシャレに命を懸かけるリア充じゆうたちへ真っ向からケンカを売っている彼の名前は、田た中なか田でん作さく。

　二年前の戦争で敵戦力の三割を潰し、秋葉原に勝利をもたらした英雄その人だった。

「時事問題として人名が出る場合、ここではまず間ま違ちがいなく『蒼ソウ蛇ジヤ』でしょう」

「……………………」

　しかし、女性教師（三十歳）の言葉にビクリと動きを止める英雄の姿はどこからどう見ても一いつ般ぱん的日本人であり、金髪でも金赤のオッドアイでもない。

「少し難しい漢字ですが、皆みなさんしっかり覚えるように」

　うつむきながら何かに耐たえている仕草が、やはり英雄『蒼蛇』との接点を限りなくゼロにしていた。

「先生～、質問いいですか～？」

　とそこで、一人の女生徒から疑問の声が上がる。

「ええ、どうぞ。藤ふじ原わらさん」

「蒼蛇って日本人じゃないんですか～？　名前がすごいんですけど～」

　とりあえず、田作は呼吸するのをやめた。

「いい質問ですね。実は、蒼蛇という人物について知られているのは名前だけで、それ以外は公おおやけに発表されていません」

「そうなんですか～？　なんでです～？」

　女生徒のえらく間延びした言葉にイラッとくるも、心を無にし、極限まで存在を消すことの方がはるかに優先度が高い。

「おそらく政治的な問題だとは思いますが……、蒼蛇本人が英雄として祭り上げられることを拒んだという噂うわさもあります」

「ふえ～。立派な人なんですね～」

　そして嵐あらしが過ぎ去るのを待つのだ。

「それにしてもほんとにスゲー名前だよな。蒼あおい蛇ってマジかよ？」

「ヘビって字、ずっとカタカナだと思ってた。漢字あるんだね」

「そういや蒼蛇って金髪らしいぜ？」

「俺も聞いたことある。確か目の色が金とかなんとか……」

「それ私も知ってる。金色と赤色のオッドアイなんだって」

「赤はまだしも金ってなんだよ。そんな虹こう彩さいありえんの？」

　ほらこうなった。

　うつむいたままピクリともせず、金でも赤でもないその目に浮うかぶのは諦てい観かんのみだ。

「授業中ですよ。皆さん私語は慎つつしみなさい」

　丁てい寧ねいな口調で先生が注意するも、今どきの高校生を従わせるにはあまりにも迫はく力りよく不足だろう。嵐になるのは時間の問題だなと、田作は巨きよ大だいな天災から身を守るために精神を飛ひ翔しようさせた。

（あー、ブルーレイの返へん却きやく期限今日までだっけ？）

「金髪で金と赤のオッドアイか……、明らかに日本人じゃないよな？」

（十本も借りてたし、忘れずに返しにいかねーと延えん滞たい金きんとかシャレじゃすまねー）

「だから金ってなんだよ。黄色はあっても金はねーよ」

（今度はユリアニメ借りようかなぁ……）

「赤だけならアルビノって可能性もあるけどねー」

（麻マー雀ジヤン知らないけど『裂ざき‐Zaki‐』ってユリ系の評価スゲー高いし）

　必死に現実逃とう避ひし続けるが、やはり嵐は来てしまうのだ。

「でも能力者ニートって今のとこ日本人しかいないんでしょ？」

「だから金髪で赤金オッドアイの『蒼蛇』って名前を持つ日本人なんだろ」

「ちょっ（笑）」

「日本人の定義から激しく逸いつ脱だつしてるんですがそれは（笑）」

「完全に厨ちゆう二に病じゃねーか（笑）」

　アハハハハハと、爆ばく笑しように包まれる教室。

　が──。

「うるさい！」

　ズガンという轟ごう音おんとともに、教きよう卓たくが粉々になった。

『……………………』

　当然、田作を含ふくめた生徒全員が驚おどろきで呆然だ。

「授業中に騒さわぐんじゃあない！　このアホガキども！」

　生徒たちの馬ば鹿か騒さわぎに一いつ瞬しゆんでキレた女性教師は、昨日ついに未み婚こんのまま三十路みそじを迎むかえてしまった怒いかりを乗せ、教卓へ拳こぶしを叩たたきつけたのだ。

「ちょっとばかりおかしな力が使えるからって調子に乗るな！　ニートだから偉えらいわけじゃないの！」

　少々キレ過ぎだが、まあ、大人が子どもをきちんと躾しつけるのはいいことだろう。

　ぶっちゃけそれが教育というものだし、傍ぼう観かんして学級崩ほう壊かいなんてことにでもなったら教師として失格だ。

　第一、ここ秋葉原第三高等学校は今年開校の新設校であり、更さらにこの一年一組はニートだけを集めた能力科でもあった。

　能力者ニートというものが発生して十七年。

　徐じよ々じよにおかしな力の持ち主が増えていく現状へ対応する為ため、アキバ上層部による教育への介かい入にゆうは必要不可欠だった。

　普通の人間にはない能力を持つ子どもたちである以上、より厳しく指導し、高いモラルを身に付けさせるのは当然といえば当然のことである。

「偉いのは私！　毎日毎日ギャーギャー騒ぐアホガキどもの世話を焼いているのに、ことあるごとに教頭先生から小言をもらってもがんばってる私！」

　熱血女先生の目からは滂ぼう沱だの如ごとく涙なみだが溢あふれていた。

「昨日三十歳になりました！　でもおめでとうを言ってくれたのはお母さんだけです！　田舎いなかのお母さんのメールはうれしかったけど、早くいい人見つけてね、は辛つらかったです！」

『……………………』

　きっと先生の心が通じたに違いない。生徒たちは皆反省し、申し訳なく頭を下げているのだから。

「それでもがんばっています！　だから私は偉いんです！　何か間違っていますか!?」

『……間違ってません』

　ヒックヒックと泣きながら諭さとしてくるその姿へ、声を揃そろえて答えた生徒たちは、もう十分に反省しただろう。

　だからこれでもうお説教はおしまい。

　あとは己おのれの教え子を信じる一教師として、自発的に言ってくれるはずの謝罪を待つだけだ。

「じゃあ謝って！　私に謝ってよおぉぉぉ！」

『本当に……すみませんでした……』

　水みず木き愛あい羅ら（三十歳）。

　韓かん国こくドラマにドハマリした中学時代を経て、現在も変わらず生きつ粋すいの韓ハン流りゆうオタクである現代社会担当教師。この一年一組の担任でもある。

　十八歳の頃ころ、同じ大学へ通う韓流スターばりのイケメンから告白され速そつ攻こうでＯＫを出すも、直後目覚めた能力により交際開始五秒で破局するという凄せい惨さんな過去を持つ美女だ。

　発現した能力は『身体強化』と割とポピュラーなものだったが、異性と初めて手をつないだ彼女は、頰ほおを染めつつ相手の指を軽く二本へし折ってしまう。

　結果、スレンダーで日本人形のような美び貌ぼうを持つのに、『剛ゴ力リ羅ラ』と呼ばれ続けた大学時代は悲しい記き憶おくと言うしかない。

「……教師って、辛い仕事なんだな」

　沈ちん痛つうな面おも持もちでポツリ呟つぶやく田作もまた、みんなと一いつ緒しよに頭を下げ続ける以外できることなど何もなかった。

　だからこそせめて、「教職を目指す道はないな」と進路を絞しぼらせてくれた担任へ、感謝の気持ちも込めて心から頭を下げるのだった。




　　　　※




　本日全すべての授業が終わり放課後。

「おーい、田中。悪いんだけど掃そう除じ当番代わってくれないか？」

「すまん田中。こいつ今日、ちょっと用あってさ」

　帰り支度じたくを始めた田作は、近くにいた男子二人から声をかけられる。

　入学してまだ二カ月程度の為、クラスメイトの人となりなどまるで把は握あくできていなかったが、どうやら掃除を押し付けられるらしい。

「そっちの次の当番は俺がするよ。頼たのめないかな？」

　まあイジメとかではなく、本当に都合が悪いようだ。申し訳なさそうに拝んでくるのだから悪いやつらではないのだろう。

　普ふ段だんならば頼みを聞くのも吝やぶさかではないのだが、しかし間の悪いことに、実は田作の方にも用事があった。

「……フヘヘ、サーセン」

「ッ!?」

「ッ!?」

　だから、こちらとしても心苦しいが、愛あい想そ笑いを浮かべつつお断りするしかない。

「影イン先生に呼び出されてるっぽいんで。そういうことっぽいんで。……フヒヒ、サーセン。サーセン」

「キショ!?」

「怖こわッ!?」

　相手と目を合わさず、前まえ髪がみで目元の隠かくれた半笑いな黒くろ縁ぶちメガネは、ビジュアル的にかなり不気味である。

　どうやら田作はコミュ力という言葉にもケンカを売っているらしい。

「フヘヘ……、それじゃ」

「お、おう……」

「そ、そんじゃな……」

　とまあ、クラスメイトたちとの日常会話を円えん滑かつに終しゆう了りようさせつつ目的地へ向かう。

　しかしその足取りは重い。

　理由は簡単。呼び出してきた相手が問題だったからだ。

　田作は歩きながらもう一度メールを確かく認にんする。




〝例の場所で待つ　影イン龍ロン〟




　そしてため息をつくしかない。

「いつまで厨二病患わずらってんすか、隊長……」

　向かう先は職員室ではなく、人気のない校舎裏だった。




　　　　※




　田作がたどり着くと、そこには壁かべに背中を預けて腕うでを組む長ちよう髪はつの青年がいた。

「なんですか、影先生？　こんな怪あやしいとこじゃなくて職員室に呼んでくださいよ」

　なのでごく普ふ通つうに声をかける。

「私の名を呼ぶときは『影龍』と続けて発音しろ、蒼蛇」

「オイィィィィ!?　俺の名前は田中ですよ!?　田中田作であってそんなおかしな名前じゃねーっすよ!?」

　しかし向こうからもごく普通に返ってくるはずの言葉は、全然普通じゃなかった。

『蒼蛇』なんていう、キラキラなんだかＤＱＮドキユンなんだかよく分からない厨二ネームを普通に出され、田作は激しくうろたえる。

　周りをキョロキョロと見回し誰だれもいないことを確かめるしかない。

「俺のことは田中って呼んでください！　変な名前出したら絶対に許しませんからね！」

　どこで誰が聞いているか分かったもんじゃないので叫さけぶことはしなかったが、目の前の教師へ強く言う。

「ほんとにお願いしますよ、影龍先生！」

　そう、死んだはずの影龍にだ。

「フッ、己おのが本ほん性しようを隠す道を選ぶか……。いいだろう、それもまたお前の道だ」
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「いや何言ってんすかアンタ……」

　説明しよう。

　冒ぼう頭とうで明らかに特大の死亡フラグを立て、どう考えても生存が絶望的だったはずの影龍。

　しかしご都合主義よろしく実は生きていた。

　彼の命を救ったのは彼自身の能力に他ほかならない。

　能力名は、『結界師』。

　二年前の多国軍によるアキバ侵しん攻こう時、彼は重傷を負うもその強大な能力を用いて敵の進軍を阻そ止しし続けた。

　その防衛時間、なんと四十分強。

　正直、動脈を撃うち抜ぬかれた人間が叩き出すタイムではないのだが、そこはアキバ警備隊隊長の肩かた書がきを持つ人物。出血を抑おさえつつ、秋葉原自治区を丸ごと守ることも不可能ではなかったのだ。

　ちなみにここでの詳くわしい説明は省かせていただきますが、諸事情により東京都の面積は半分になっています。十七年前にアキバ王が半分（二十三区を含めて国こく分ぶん寺じあたりまで縦真っ二つに）ぶんどって自治区にしてしまいましたので、影龍が能力で覆おおった面積はなんと約一〇〇〇平方キロメートルというおかしな数字です。

「だが覚えておけ。いかに羊の皮をかぶろうが、戦士の匂においを消すことはできんぞ」

「ほんとに何言ってるのこの人!?」

　まあ一命をとりとめたとはいえ、一年間のリハビリをもってしても完治せず。左足にしびれが残った為に警備隊隊長は引退した。

　しかしアキバの上層部からしてみれば、敵の進軍を四十分以上もの間防ぎ続け、絶体絶命のアキバを救った力を遊ばせておくわけにはいかない。

　よって、田作たちの入学年度より秋葉原第三高等学校能力科目担当講師へ就任する運びとなったのだ。

「言っときますけどね！　戦士だかニートだか知りませんけど戦せん闘とうなんて二度とするつもりありませんから！」

　性格的にはだいぶ痛々しく口調も仕草も完全な厨ちゆう二に病患者。そんな昔とまったく変わらない師し匠しようへ、田作は声を荒あららげる。

「ふむ？　どういうことだ？」

　が、かつて誰よりも信しん頼らいし、尊敬し、越こえるべき目標とした師であることもまた事実。

「……俺、公務員目指してるんすよ。将来は安定した職に就つきます」

　荒ぶる感情をなんとか抑え、ため息とともに吐はき出す。

「公務員だと？　だがお前は昔、絶対に働かんと言っていたと思うが？」

「普通に馬ば鹿かだったんですよ！　働かないでどうやって飯食うんすか！」

　しかし抑えられない。

　目の前の厨二病患者と話していると、どうしても自身の厨二病時代を思い出してしまう。

　生きつ粋すいのアホだったときの黒歴史など思い出させないでくれ。

「金の問題か？　ならもう一度警備隊へ復隊するなり、神魔十クロス字騎兵ナイツへいくなりすればいい。即そくエースとして通用するはずだ」

　その通りではある。

　働かないと言ってはいたが、十三歳で入隊したアキバ警備隊ではきちんと賃金をもらっていた。ならそれは立派な労働だろう。

　ただ、師とともにパトロールするのが楽しくて、能力の訓練が楽しくて、仕事を遊びと勘かん違ちがいするほど子どもだったからそれに気づけなかっただけだ。

「学費が全額免めん除じよなのも、生活補助も、お前が高レベルのニートだからだ。二年前の報ほう酬しゆうというだけの話にすぎん」

「……………………」

　それを言われるときつい。

　学費も寮りよう費ひも無料、などというべらぼうな超ちよう待たい遇ぐうをしてくれたのはこの第三高校だけであり、つまり今の生活を支えているのは過去の、厨二病全開だった昔の自分なのだから。

　田作は苦い顔でうつむくも、続く影龍の言葉に屈くつ辱じよくの過去を思い出す。

「『アキバの守護神』が公務員になる？　馬鹿馬鹿しいことだ」

　それは秋葉原の情報を支える巨きよ大だい総合掲けい示じ板ばん、『ネットＣｈａｎチヤンｎｅｌネル』での二年前の記憶だった。




『オレら最強すぎるｗｗ』

『まさかアキバが勝つとはなあ……しかも三日かからず』

『だから言ったじゃん負けようがないって』

『噓うそつけｗｗ　ここの９割が降こう伏ふく派だったことを忘れたのかｗｗ』

『オレ残リノ１割ダシ』

『オレモ』

『もれも』

『ミーだって』

『この熱い手のひら返しである』

『しっかしアキバほぼ無傷ってどーゆーことよ？　敵軍に隕いん石せきでも落ちたのか？』

『高レベルニート全員出しゆつ撃げきしたらしいぞ』

『クロスナイツでも３０いないだろ？　全員つっても５０いないんじゃね？』

『意外に敵の戦力も少なかったのかもな』

『敵兵力３０万人・戦車１５００・装そう甲こう車２０００・自走砲ほう９００・野戦砲１５００・戦闘機２００・輸送機４０・護ご衛えい艦かん５８・潜せん水すい艦かん３・輸送艦かん艇てい１２』

『ちょマジかよｗｗ　自治区潰つぶす戦力じゃねえｗｗ』

『攻こう撃げきヘリも２００ばかり追加しとけ』

『完全にミナゴロシにする気だったんじゃねえか』

『つーかこれどうやって５０人で勝ったんだ？』

『勇気』

『努力』

『根こん性じよう』

『愛などいらぬ』

『おまえらｗｗ』

『マジレスするとソウジャってやつが一人で敵の３割削けずったらしい。それで敵軍撤てつ退たい』

『マジで？　なんだその人間兵器は。というかどこソース？』

『しかも得物は剣けん』

『剣ｗｗ　噓つけよｗｗ　いくらなんでも剣じゃ無理だろｗｗ』

『剣一本で近代兵器群を圧あつ倒とうするソウジャさんマジパネエｗｗ』

『漢字で書くと蒼蛇』

『ｗｗｗｗｗｗ』

『これは見事な名前でつねｗｗ』

『なんで笑うんだ？　カッコイイじゃん』

『いやいやねーよ。大陸でもこんな名前のやついねーだろ』

『たぶん蒼そらを翔かける龍を夢見た蛇へびで蒼蛇だろ？　俺はカッコイイと思うけどな』

『あっ』

『あっ』

『あっ（察し）』

『あっ（理解）』

『あっ（犯人はこの中にいた）』

『蒼をｗｗ　翔けるｗｗ　龍をｗｗ　夢見たｗｗ　蛇ｗｗ　……あっ』

『蒼蛇さんチュース』

『てゅーす蒼蛇さん』

『まさか蒼蛇さんご本人の登場とはｗｗ』

『俺は蒼蛇じゃないよ』

『いやいや大だい丈じよう夫ぶですよｗｗ　俺らみんな蒼蛇さんのおかげで生きてるんですからｗｗ』

『そうだぜ！　蒼蛇さんはオレたちの守護神なんだ！』

『おれたちどころかアキバの守護神だ！』

『アキバの守護神を笑ったやつみんな謝れよな！』

『すみません蒼蛇さん』

『ごめんなさいアキバの守護神さん』

『もれたちを守ってくれてありがとう蒼蛇さん』

『特定したお。金きん髪ぱつ・右目が金色・左目が赤色の　日　本　人　＝蒼蛇さん』

『ちょっｗｗｗｗ』

『日本人ｗｗｗｗ』

『オッドアイだったんすかｗｗｗｗ』

『バカだなおまいらｗｗ　蒼蛇さんハーフかもしれないだろｗｗ』

『さすがアキバの守護神だ！ｗｗｗｗ』

『守護神なんだからセンスだって神に決まってるだろｗｗｗｗ』

『そうだなアキバの守護神だもんなｗｗｗｗ』

『守護神じゃ仕方ないよなｗｗｗｗ』

『アキバの守護神ｗｗｗｗ』

『アキバの守護神ｗｗｗｗ』




　あまりにも酷ひどいかつて味わった屈辱を思い出し、田作は叫さけぶ。

「ほんっとうに馬鹿馬鹿しいっすよ！　守ったやつらに笑われるなんて！」

　ああ、なんということだろう。

「しかも救えないのは！　笑ったやつらの気持ちが今の俺には分かるってことです！　なんて恥はずかしい真ま似ねをしたんだ俺は！」

　田作はすでに折れていた。

　二年前の時点で、秋葉原を救った英えい雄ゆうは、救ったその次の日に、心無いものたちの言葉によってへし折られていたのだ。

　国を救った英雄を殺すのはいつだって民衆であり、これを悲劇と言わずになんと言えばいいのか。

　自身の厨二病、そして掲示板での自演等の、ほとんど全部一いつ切さい合切なにもかもが自じ業ごう自得なのだとしても、当時わずか十四歳の少年には耐たえられない現実だった。

「……そうか」

　影龍の口から出た言葉はそれだけだ。

　師として言いたいことはいろいろとあったが、結局何も言わずじまい。

　弟子でしはただ単に他人を信じられなくなっただけであり、肯こう定ていも否定も求めてはいないと理解した以上、正解は時がくるのを待つだけだと判断する。

「……ええ、そうっす」

　そしてそれは間違いなく正解だった。たいして反応を示さない師に毒気を抜ぬかれ、田作の心情はある程度回復したのだから。

「正直もう、誰だれかの為ためになんて戦いたくありません。というか、おっかないんで戦闘とか嫌いやですよ」

　これは本音だ。

　どれだけ力があろうとも、銃じゆう弾だんが飛び交かう戦場なんぞ経験するもんじゃない。危ない場所へ近づいてはいけないなど、至し極ごく当たり前のことだろう。

「だから守りたいやつも作りません。友達とか恋こい人びとなんかいなくても、安全で安定した職に就ついてマンガやアニメ見ながらゲームする生活はきっと幸せですから」

　十六歳にして相当歪ゆがんだ価値観を持ってしまっているが、まあ間違ってはいまい。そんな生活を送っているものなどごまんといるだろうし、きっと本人たちは幸せいっぱいなのだろうから。

　つまり、普ふ段だんのおかしな口調は人ひと避よけの為だった。

　思春期らしくないオタクの夢はとりあえず置いといて、田作は脱だつ線せんしまくった話を元に戻もどす。

「そんなことよりいいかげん用件はなんですか？　俺ブルーレイ返しに行かなきゃいけないんであんま時間ないんすけど」

　とっとと話を終わらせたい。そんな感情をまったく隠かくさない言葉である。

　いや、相手が師し匠しようだからこそここまで付き合ったんであって、ほかの人間ならばとっくにフェードアウトしてたに違いない。

　それも分かっている影龍はさっさと切り出した。

「実はお前に頼たのみたい仕事があってな」

「……は？　いや、さっきの話聞いてました？　危ないの嫌っすよ」

　田作の目が据すわる。

　厨ちゆう二に病はなんで人の話聞かねえんだよと、逃とう亡ぼうも視野に入れ始めた。

　が──。

「週末だけでいい、アキバの姫ひめの護衛を頼みたい」

「姫？　姫って誰のことです？」

「姫と言うからには王の娘むすめに決まっているだろう」

「へ？　お、王に娘なんていたんですか……？」

　まったく知らなかった情報にポカンとしてしまう。

「ああ。公おおやけへの露ろ出しゆつは厳重に管理されている。存在を知っているのは上層でも一部の人間だけだ」

「なんでそんな……、黒くろ姫ひめエトワールとの子なんすよね？　アキバ全体がお祝いしてくれるでしょうに」

　混乱しすぎて次々に疑問が押し寄せてくる。

「というか一部の人間しか知らないのになんで隊長……先生が知ってるんですか」

　もう上司ではないはずの影龍を隊長と呼んでしまう始末だ。

「これでも元アキバ警備隊隊長だ。神魔十クロス字騎兵ナイツの団長並みに情報は降りてくる」

　そんな、先生をお母さんと呼び間ま違ちがえてしまう子どものような姿に、影龍は薄うすく笑えみを浮うかべつつ答えた。

　いい年をした大人の口から出る『神魔十クロス字騎兵ナイツ』には苦笑いするしかないが。

「黒姫との間の子、というのが存在を隠した理由だな。ある程度自衛できるようになるまでは、危険すぎるだろう？」

　教師として理解を促うながすような言い方は、田作を「ああ、なるほど」と納なつ得とくさせた。

「攫さらわれちゃうかもしれないっすもんね。宗教家とか発はつ狂きようするだろうし……」

　現幻戦争と呼ばれる二年前に起こった戦せん闘とう。蒼蛇の名前が英雄として独り歩きしているが、それは田作が敵正面地空戦力へ何も考えずに突つっ込んだからだ。

　蒼蛇という強力なニートが派手に暴れまわる裏では、当然索さく敵てき・防衛・迎げい撃げき等に奔ほん走そうしていたものたちが溢あふれかえっている。

　もちろん、その現実ではありえない幻げん想そう的な力を操あやつるものの中には二次元キャラたちもいた。

　黒姫エトワールを筆頭に、魔ま法ほう少女や超ちよう能のう力りよく少女、更さらにボーカロイドたちの奮ふん闘とうもまたアキバが無傷で乗り越こえることのできた要因なのだ。

　だからこそ、アキバ王はその能力の為に宗教関係から蛇だ蝎かつの如ごとく嫌きらわれる存在だった。

　架か空くうの存在へ命を吹ふき込むなど人の身でしていいことではなく、それは唯ゆい一いつ己おのが神だけが行っていい御み業わざであり、それを模も倣ほうすることは不敬極きわまる。

　ファビョりまくった多方面の宗教家から神敵認にん定ていを受けまくっている王様は、いつも心労が絶えないのである。

「でも、黒姫の娘ならものすごい美人なんだろうなぁ」

　と、憧どう憬けいを浮かべながら想像してしまう田作。

　黒姫エトワールとはアキバ王の嫁よめであり、百年戦争を基もとにしたギャルゲー『姫ひめ騎き士し乱らん舞ぶ』の登場キャラクターだ。

　ゲームの設定ではイングランドの王女にして騎士。黒い鎧よろいに身を包む姿から『黒姫』の二つ名で愛されている。

　彼女とアキバ王の出会いをここで多くは語らない。様々なラブコメと多くの苦難を経て結ばれたとだけ言っておこう。

　そしてその結けつ晶しようがアキバの姫、件くだんの護衛対象というわけだ。

「いまだ十五歳の少女だが、学年的にはお前と同年齢。その姫が明日より五日間ここへ通う」

「はあ!?　なんで!?」

　田作は仰ぎよう天てんする。

　そりゃそうだ。さっき厳重に秘ひ匿とくされていると言ったではないか。

「飽あきたそうだ」

「飽きた？」

「十五年以上一歩も『トラの穴』から出られない生活に嫌いや気けがさしたらしい」

「あー……」

　しかしすぐに納得した。

　確かにそれはきついだろう。お姫様はお姫様で苦労してるんだなと同情心がわいてきてしまう。

「表向きはフランスからの短期留学生として、明日から土曜まで一年一組へ転入する。その間、彼女の身に危機が迫せまった場合フォローしてくれ。校内限定の護衛だ」

「……………………」

　依い頼らい内容は、お姫様の体験入学をそれとなく見守ること。

　期間もたった五日でそれほど難しい内容ではない。

　護衛対象本人が正体を隠している上に、新設校であるここのセキュリティーは万ばん全ぜんだ。

　しかしだからこそ、田作は渋しぶった。

「それ俺に頼む必要あります？　最強の『結界師』が護衛すれば俺の出る幕なんてまったくないでしょうに」

　これは嫌味ではなく素す直なおな気持ちだ。

　厨二病のかなり痛い人だと思ってはいても、己おのれの師匠がアキバ最強のニートであると今でも信じている。

　重傷を負った身でアキバ全土を守り切るなど、いったい他ほかの誰にできるというのか。

「最強？　私がか？」

　だから、怪け訝げんな顔を向けてくる先生へ迷いなく返した。

「二年前、脱だつ落らくした『結界師』の穴を埋うめるために神魔十クロス字騎兵ナイツの全ニートが必要だったって聞きましたけど？」

「それは優ゆう劣れつではない。単なる質の問題であり、私が防ぼう御ぎよに特化していたというだけにすぎん」

「でも『結界師』が健在なら三日もかからなかったのは事実ですよ。『結界師』が一手に防御を受け持って、残り全部で攻こう撃げき。きっと半日程度だったはずっす」

　そうであれば、アキバの守護神の異名は間違いなく影龍のものだっただろう。

「その通りだ。くだらん緩ゆるみから初手で脱落し、いらん危機をアキバにもたらしたのが『結界師』。私はいつも最初の一歩目でミスをする」

　そんな私が最強などありえんよ。そう締しめくくる影龍に『え、なにこの人？　厨二病のくせにすごくカッコイイ』と、捨て去ったはずの厨二心がくすぐられてしまった。

　これはヤバイと感じた田作は、病気が再び発はつ症しようせぬよう急いで話を戻す。

「ま、まあとにかく、影龍先生は先生なんだから毎日学校いるじゃないですか。なら俺なんていらんでしょ」

　ほかにもニートの先生何人かいるし。と言いつつも、護衛ではなく気にかけるくらいはしようとすでに思っていた。

　ニートとしての道を捨てたとしても、アキバで生きるものとしてアキバ王とは特別な存在だ。

　黒姫エトワールにしても王の嫁であり、『姫騎士乱舞』をプレイしたことのある身としては特別な存在と言える。

　その二人の娘なのだから気にかけるくらいは構うまい。

「実は金曜の夜に出張しなければならん」

「は？　出張？」

　しかしその言葉には口を開けてアホ面づらを晒さらすしかなかった。

「来年新設される姉妹しまい校視察と政府会談のためにフランスだ」

「フランス!?」

「ついでにフランス公演をするボーカロイドたちの護衛も任されている。来週まで帰ってこれん」

「なにそれ!?」

　いきなりなことに悲鳴を上げるが、お姫様のわがままを叶かなえるためにいろんなところで人手不足が発生したらしい。

「つまり重要なのは土曜だ。姫の在校最終日はどうしても不安が残る。だからこそお前に依頼している」

　あまりと言えばあまりの理由にため息をつくしかない。

「……正気ですか。護まもりに特化した『結界師』がお姫様守らないでどうするんです？　ほかの人に出張代わってもらってくださいよ」

　当然の提案だろう。

「あちらの方が護衛対象が多い、にもかかわらず防御が薄い、アキバの外では不測の事態が起きやすい、以上の三点から却きやつ下かだ」

　が、実はアキバ王が引きずり出したボーカロイドの数は八人。王が持つ能力の性質上、年に一度の全国総選挙という形で具現させるキャラを決めている。

　ここで詳くわしく説明するが、アキバ王の『二次元のキャラクターを現実に引きずり出す能力』とは、個人単体では使えない能力だ。また、一年に一度、夏のコミケ最終日でなければ発動しない。

　能力名は『二次元愛』。

　全国のオタクたちのアレな想念がアレして寄り集まってアキバ王がワーってすると引きずり出すことができる。

　現在は嫁と八人のボーカロイドたち、そして魔法系少女二人、超能力系少女二人、日常系少女二人が現実に引きずり出されていた。

「優先度としては、海外へ出発するボーカロイドたちの方がはるかに危険だろう。それくらいお前にも分かっているはずだが？」

　命を与あたえられて現実へ具現した以上、その命の価値は等しいはずだ。アキバの姫だからといって偶像アイドルたちを危険に晒してまでの依え怙こ贔ひい屓きはできないし、してはいけない。

　ファンやオタクたちの暴動とは恐おそろしいのだ。

　キレた彼らが十七年前に何をしたか。

　その結果が『妄もう想そう都市秋葉原』を生み出したのだから。

「……分かりました。まあマンガじゃあるまいし何も起こるわけないからいいっすよ」

　田作は渋しぶ々しぶ、本当に渋々了りよう承しようする。

「でも影龍先生がいる間は気にする程度です。土曜日は常に用心しますけど、その日以外は知りません」

「ああ、それで構わん。報ほう酬しゆうはきちんと五日分出してやる」

　随ずい分ぶんと太っ腹なことを言う影龍だが、もともとアキバ王のポケットマネーなので痛くもかゆくもなかった。

「あともし万が一なにかあっても、俺は田中田作として行動します。なぜなら俺の名前は田中田作ですから。頭の悪い厨ちゆう二に病は昔確かにいましたけど、でももうこの世のどこにもいません」

　追加の条件にはクククと笑ってしまう。

　随分と的外れなことを言うものだ。

「過去も未来も、お前は『蒼蛇』を捨てれんよ」

「そういうのいいですから。というかその名前二度と出さないのも報酬に入れてください」

　ニヒルに笑う姿がとても様になっていて、田作はとてもイラッとした。

　この姿に騙だまされたのだ。

〝影龍隊長チョーカッケー！〟

　出会ったときから隊長で、そして重度の厨二病患かん者じや。

「安心しろ、お前は保険だ」

「保険？」

　十二歳の子どものとき突とつ然ぜん目の前に現れた、正しよう真しん正しよう銘めいの本物のヒーローが『影龍』だった。

「本命の護衛には私の妹がつく。お前はそれとなく気にかけていてくれ」

　アンタ妹いたのか!?　と、そこそこ長い付き合いなのに家族構成すら知らなかったことへ驚きよう愕がくしつつ、そいつも厨二病だったらどうしよう、と戦せん々せん恐きよう々きような田作だった。
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「フランスはモンペリエから来たリシェーラ・Ｗ・佐さ倉くらよ。短い間だけどみんなよろしくお願いするわ」

　火曜日、朝のホームルーム。

　敬語ではなかったが、ニッコリと笑え顔がおを見せるお姫ひめ様さまが留学してきた。

「スゲー美少女……」

　というつぶやきは誰だれが発したものなのか。

　教きよう壇だんに立つ留学生の美び貌ぼうは、男女関係なく全すべての生徒たちを啞あ然ぜんとさせる。

　日本人には持ちえない白い肌はだと青い瞳ひとみ。顔の作り自体は美しい以外の形容ができないはずなのに、小こ柄がらな体たい軀くと満面の笑みによって『愛らしい』のだ。

　頭の両サイドを白いリボンで留めているツインテール姿は、正しく美少女という言葉を表現していた。

「……え、マジ？」

「ふわ～、お人形さんみたいだね～」

　どこからか上がる女子たちの感かん嘆たん。

「いや、人形っつーか……妖よう精せい？」

「こんなの三次元にいていいのか……？」

　そして男子たちの疑問。

『超ちようかわいい』

　感想は人それぞれでも、心の声は全員一いつ致ちだ。

　ちなみに、お姫様が異常に可愛かわいらしいのは着ている制服にも理由があった。

　秋葉原高等学校は冬季にブレザーを採用しているのだが、女子の制服には偏へん執しつ的なまでのこだわりが込められている。

　それは四年前、秋葉原を内部崩ほう壊かい寸前にまで追い込んだ、上層部による『秋葉原高等学校制服デザイン大討論』である。

　セーラー派とブレザー派に端たんを発したこの戦いは激論につぐ激論を経て、最終的にブレザー派が勝利したものの、次いで台頭したリボン派とネクタイ派による争いは激化の一いつ途とをたどる。

　あわや血で血を洗う内部抗こう争そう勃ぼつ発ぱつかと思われたとき、アキバ王の「じゃあ冬はリボンで夏はネクタイ。これでいいお？」という一言が破は滅めつを回かい避ひした。

　この見事な名差配により生まれた赤いチェックのスカート、そして同色の赤いネクタイが映はえる薄うすいブルーのシャツ。

　これらを身に纏まとう金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美少女など、そりゃ超かわいくて当然なのだ。

「私語は控ひかえるように」

　そんな超かわいい留学生の姿にポカンとしている生徒たちを、担任の水みず木きがパンパンと手を叩たたいて再起動させた。

「佐倉さんも皆みなさんと同じく高レベルニートの素養を持っています」

　周り同様、あまりの愛らしさに思考が停止していた田でん作さくは、『す、すげえな……、さすがは黒くろ姫ひめエトワールの娘むすめってか』と内心で感嘆するしかない。

「諸事情により留学期間は五日間ととても短いですが、だからこそ全員積極的に交流を持ち、ケンカなどしないよう仲良くしてください」

　水木がそう締しめくくり、リシェーラはペコリと頭を下げる。

　瞬しゆん間かん、

『おおおぉぉぉぉぉ！』
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　と大きな拍はく手しゆに包まれた。

　もちろん、男女のテンションに越こえられない壁かべがあったのは言うまでもないだろう。

「それでは佐倉さん。空いている席へどうぞ」

「はい！」

　思春期のアホな男子たちの興奮を無視しつつ、水木は今朝用意したと思われる席を指さす。

　リシェーラが元気よく返事をし、ニコニコとドア側最後列へと歩を進めた。

（そういや外に出るのも初めてって話だっけ？　そりゃ学校生活も楽しみだよな）

　そんな、ずっと籠かごの鳥だった少女の心情が予想できた田作は、三席ほど隣となりへ着席した護衛対象の姿に軽く顔をほころばせる。

（まあ週末までだし、お姫様の邪じや魔まをしないようそれとなく護衛してやるさ──あれ？）

　しかし、ここでふと気づいた。

（本命の護衛は？　隊長の妹も来るんじゃなかったの？）

　影イン龍ロンの言葉を思い返して少し混乱する。が、その疑問には担任が答えてくれた。

「隣の席の山やま田ださんは、佐倉さんと友人だと聞いています」

（……は？　山田？　確か影龍隊長の旧きゆう姓せいも山田……）

　山田と呼ばれた女子へ慌あわてて視線を移す田作。

「ええそうなんです、水木先生！　静しずかは私の友達です！」

　やたらと元気のいいお姫様にほっこりしたいところだが、今はそんな場合ではない。

「そうですか。では山田さん、不慣れな佐倉さんをフォローしてあげてくださいね？」

「分かりました」

　氷のような視線で硬かたい声を出す少女を凝ぎよう視しするのに大おお忙いそがしなのだ。

（え？　は？　あいつが隊長の妹なの？　なんでそれを俺が知らないの？　入学したときからクラスメイトなんですけど？）

　あとからあとから湧わいてくる疑問に絶望が広がっていくばかり。

（どういうこと？　もしかして向こうは俺のこと知ってたわけ？　最初から？　俺が蒼ソウ蛇ジヤだった痛い過去も知ってるってこと？　噓うそでしょ？）

　あまりの絶望にぐにゃりと世界が歪ゆがむ。

　しかし、ちょうどそのタイミングでポケットの中のケータイが振しん動どうした。

　頭が真っ白になっている田作の体は、送られてきたメールを機械的に開く。




〝言い忘れていたが、妹はお前の正体を知らん。過度な接せつ触しよくは控えてくれ　影龍〟




（それは言い忘れちゃ駄だ目めええええええ！　心臓止まっちゃうでしょおおおおおお！）

　自身も確かく認にんし忘れていたので自じ業ごう自得ではあるのだが、安心しきった田作は心臓を押おさえて机に突つっ伏ぷすしかない。寿じゆ命みようは確実に縮まったことだろう。

「五日間よろしくね、静」

「こちらこそよろしくお願いします、佐倉さん」

「……………………」

「……………………」

　友人同士というバックストーリーの為ため、お互たがい事前に写真で確認していたリシェーラと静。

　お姫様は気安くニッコリと、その護衛は無表情で馬ば鹿か丁てい寧ねいに返す。

　そんな女子二人のキャッキャッウフフなトークに、田作は耳を傾かたむける余よ裕ゆうすらない。

「……ちょ、ちょっと静ってば！　普ふ段だん通りリシェーラでいいわよ！　友達なんだからもっとフランクに！　ね？」

「ああそうでしたね、すみません。あなた以外に友達などいませんので、友人への接し方等を忘れていました」

「……………………」

「……………………」

　しかしすでに報ほう酬しゆうをもらった身であることもまた事実。

　田作はのろのろと体を起こし、笑顔を引きつらせる妖精のような美少女と、これまた違ちがう路線の黒くろ髪かみ美少女二人の会話へ耳を傾けようと努めた。

「……そ、そっか！　じゃあこれから私と一いつ緒しよにたくさん友達作ればいいわ！」

「大だい丈じよう夫ぶです……よ？　安心してくだ……安心して。友達はあなた一人で十分です……だもの。どんな問題が起ころうとも完かん璧ぺきに対処します……するわ」

「……………………」

「……………………」

　女子の会話、しかもきわめて仲がいいであろう友人同士の会話を盗ぬすみ聞くなど悪あく趣しゆ味みではあるだろう。

　だが、陰かげの護衛役としては二人の友好度なども知っておきたい。というか、担任の水木を含ふくめたクラス全体が固かた唾ずをのんで見守っている。

　不安が大きいであろう留学初日を、皆が気き遣づかっていたのだ。

「……無理しないで、静。いつも通りのしゃべり方でいいわ……」

「そうですか？　ありがとうございます、リシェーラさん」

「ええ、その方があなたらしいもの……」

　ああ、なんと素す晴ばらしいことだろう。

　周囲の気遣いなどまったくのおせっかいだったようだ。

　多少ぎこちなくはあったが、留学生は友人へ自然体でいることを望み、その友人は感謝の言葉で応こたえる。とても美しい友情である。

（あんなんで大丈夫なのか？　そういや山田って、今まで誰かと一緒にいた記き憶おくないんだけど……）

　自身のことを棚たなに上げる田作。しかし、裏方としては不安にならざるを得ない。

（にしても、あれが隊長の妹かぁ……）

　護衛兼けん友人役の少女について思いを馳はせる。

　田作自身の身長は平均的高校一年生の枠わくを出ないのだが、彼女もほぼ変わらぬ背せ丈たけの持ち主である。モデル体型と言った方が分かりやすいだろうか。

　風ふう貌ぼうはナチュラルショートボブの美少女、と言いたいところだが、他者を拒こばむかのような鋭えい利り過ぎる視線と動かぬ表情筋が全てを台無しにしていた。

　これに加え誰だれに対しても丁寧語を崩くずさないとくれば、そりゃボッチ確定である。

　田作と同様、山田静もまた、コミュ力という言葉へ反逆する孤こ高こうの戦士だった。

（ありふれた名字すぎて、逆に隊長との接点なんて気づけねえよ）

　まあそんなことはどうでもいい。気高きボッチとは他人のことなど一ミリたりとも興味を持たぬ生き物だ。

（隊長も妹の名前くらい最初に教えとけっつーの。というか、『言葉が足りない俺カッコイイ』とか思ってるぞ絶対……）

　妹と直接的に関かかわることなどないはずなので、田作の興味がその兄へ移るのも道理だろう。

（……隊長はなんで改名までしたんだろ？）

　師が改名する前の名前は、上記の通り山田三さぶ郎ろう。

　キラキラネームにはほど遠い、どこにでもある普ふ通つうの名前だ。まあ確かに少々垢あかぬけていないとは思うが。

（俺なんて田た中なか田作だぞ？　田んぼの中の田んぼ作るってどういう事だよ？）

　百ひやく姓しようのサラブレッドになれ、とでも親は願いを込めたのだろうか？

　そんな益やく体たいもないことを思いつつ、ホームルームが終しゆう了りようする。

「それでは皆さん、一時限目はすぐですのであまりはしゃぎ過ぎないように。佐倉さんとの交流は昼休みや放課後にお願いします」

　チャイムとともに、担任水木はそそくさと名めい簿ぼを脇わきに挟はさんで教室を出て行った。

「いいですか？　くれぐれもはしゃぎ過ぎてはいけませんよ？　学年主任や教頭先生から叱しかられるのは私なんですからね？　そのときはグーであなたたちを叩きますからね？」

　もちろん釘くぎを刺さすことも忘れない。アホガキ相手ならば体たい罰ばつも辞さないと、しっかり脅おどしもかけておく。

『はい分かりました、水木先生』

　青い顔でうなずく生徒たちとともに、田作もコクコク首を振ふり見送った。

　そんな田作だが、現時点で彼の心に緊きん張ちよう感かんというものはまったく存在しない。

　アキバの姫ひめなどという特大のイレギュラーが交じりはしても、現在の生活にそれほど変化をもたらすとは微み塵じんも考えていないのだ。

　どっちみち気をつけねばならないのは土曜の一日だけであり、その日にだって他国のエージェントだのテロリストなんぞが攻せめてくるわけもない。

（今週いっぱいお姫様の眼福な顔を眺ながめて、それで何事もなく終了さ）

　故ゆえに田作は、これからも続く少し退たい屈くつで平へい穏おんな日常を疑うことなく、一時限目の教科書をカバンから取り出した。

　が、少年は気づかない。それがフラグだったという事に。

　本日このとき、アキバの姫との出会いをもって、『蒼蛇』の休きゆう暇かは終わりを告げた。

　少年少女のドタバタ学園生活開幕はもう間もなく。




　　　　※




　事の起こりは二日目、水曜日の昼である。

　いきなり初日の描びよう写しやを飛ばしてしまい困こん惑わくされている方も多いだろうが、特に記述することはないので割かつ愛あいする。昼の学食、そして放課後と、リシェーラの周りに女子が群がり世間話で盛り上がった程度だ。

　そのままお姫様は迎むかえに来た車に乗って帰宅したという次し第だい。

　まあ、あえて重要そうな一部を抜ばつ粋すいするならば、

「リシェーラちゃんって、名字的に日本人の血が入ってるんだよね？」

「こんな外見だけどパパが日本人なの。お母様はイギリス人……でいいと思うわ」

「いいと思う……？」

「アハハ、まあ家庭の事情ってことで聞き流してちょうだい」

「お父さんが『パパ』で、お母さんを『お母様』って呼ぶのも家庭の事情？」

「あー、お母様っていいとこのお嬢じよう様さまだったらしくて、性格が厳しいというか苛か烈れつというか……とにかく生き真面目まじめな人なのよ。けどパパは一いつ般ぱん家庭の出なこともあってか、『お父様よりパパって呼んでほしいお！』って」

「ほしい『お』？」

「あ、そこも聞き流してね」

「でもすごいね～。お嬢様と一般人が恋こいしてリシェーラちゃんが生まれたんだ～、ロマンチックだね～」

「いや、そんなきれいな話じゃないっていうか……。お母様にべた惚ぼれのパパが毎日叩たたきのめされても諦あきらめなかった結果というか……」

「え、なに？　夫ふう婦ふ間がうまくいってないってこと？」

「それはないわね、普通にラブラブよ。ただ、お母様は口より先に手が出ちゃうツンデレってやつで……」

『あ～～～……』

「リシェーラちゃんのお父さんはがんばったんだね～」

「今もがんばってるけどね……。とにかく、私は日本人とイギリス人のハーフってわけ」

「ハーフのニートか～。私初めて見たよ～」

「あー、うん……、生きつ粋すいの日本人じゃないニートって世界初みたい」

「すごいじゃん！　希少種だよ！」

「ア、アハハ。ま、まあ、珍めずらしいハーフではあるかもね……」

　と、ガールズトークバリアーで男子たちを遮しや断だんしつつ、お姫様が自身の出自を誤ご魔ま化かしたくらい。

　噓うそをつくのはいけないことだが、さすがに二次元の母と三次元の父から生まれた前代未み聞もんのハーフなどとは言えないだろう。致いたし方なしだ。

　ちなみに、護衛の静は絶えずそばに張り付いてはいたが会話に参加していない。

　なぜならば、

「や、山田さん、なんで睨にらむの？　も、もしかして怒おこってる？」

「これがデフォルトの顔ですがなにか？　どうぞ私に構わずおしゃべりしてください」

『なんか怖こわい!?』

　と、徹てつ頭とう徹てつ尾び護衛役を全まつとうしていたからだ。

　任された仕事へ全力で取り組む。とても素晴らしいことである。

　故に田作は、初日はリシェーラとの距きよ離り感かんを把は握あくするだけにとどめたのだ。

　静がそばに張り付いている以上、保険の護衛など周囲をさりげなく警けい戒かいするくらいでちょうどいいだろう。

「周りの男子に交じって遠くから眺めてりゃ十分だよな？」

　と、自分自身に確かく認にんを取りつつ初日は終了したという次第。

　だが、二日目の昼食時、遠くから眺めてなどいられない事態が発生してしまったのだ。

　それは学食での出来事。

　二日続けてもみくちゃにされるのは勘かん弁べんと、女子たちの誘さそいを一いつ生しよう懸けん命めいお断りしたリシェーラは、護衛の静と二人きりで食事をとっていた。

　田作もまた食堂でラーメンをすすっていたのだが、なんの因果が働いたのか隣となりのテーブルになってしまったのである。

　さほど混雑しているわけではなかったので別のテーブルへ行こうかとも考える田作だったが、さすがに意識し過ぎの不自然な行動だろうと思いなおす。

　結局、たくさんの生徒たちでガヤガヤと騒さわがしい空気の中、二人の女子と一人の男子は二メートル以内で食事する結果となったのだ。

（近ちけえ……。つーか、俺の方が先に座ってたんだから不ふ可か抗こう力りよくだよなこれ？）

　影龍から、過度な接せつ触しよくは控ひかえろ、と指示されている身としてはよろしくない。が、言い訳くらいはさせてもらいたい。




　①お姫様よりも後に食堂へ入った。

　②普通にラーメンを注文した。

　③そしたら二人が注文した料理よりも先に調理が完かん了りようした。

　④だから受け取って空いているテーブルへ座った。

　⑤結果、なぜかお姫様たちが隣のテーブルで食べはじめた。




　間ま違ちがいなく、田作に落ち度は欠片かけらもなかったと言えよう。

　だが、不可抗力とはいえ失敗は失敗。当然、ペナルティーが発生する。

「ねえ、静。あなたに協力してほしいことがあるんだけど」

「なんですか？」

（まあとっとと食って席立てばいいだろ）

　リシェーラはトンカツ、静は唐から揚あげをモシャモシャしつつ会話し、田作もまたラーメンをズルズルしながら何とはなしに耳を傾かたむけていた。

「これ内ない緒しよなんだけどね、実は……」

　声のトーンを低くしたお姫様が言う。

「この学校に『蒼蛇』がいるらしいの」

「ブフォオアッ！」

　田作は盛大にラーメンをふき出した。

「ゴハァッ！　ゲハァッ！」

「ちょ、ちょっとなに!?　どうしたの!?」

　ビックリしたリシェーラが目を丸くする。

　そりゃ驚おどろくだろう。

「痛っ!?　鼻がっ!?　鼻痛いってぇぇぇぇぇ！」

　隣でいきなり鼻からラーメンを出されたら驚くなという方が無理だ。

「あなた大だい丈じよう夫ぶ!?」

　粘ねん膜まくを刺し激げきされた痛みで泣きながらのたうち回る姿に慌あわてざるを得ない。

　が、

「見苦しいですね。早く顔を拭ふいてください」

　お姫様が何かするよりも早く、護衛の少女が備え付けのペーパーナプキンを大量に田作へと渡わたした。

　口調はだいぶ容よう赦しやないにしても、その冷静沈ちん着ちやくな行動は花丸二重丸だろう。

「うぅぅ……」

　田作は痛みに呻うめきつつビービーと必死で鼻をかむしかない。

「うわぁ……」

「なんて汚きたならしいんですか……」

　涙なみだで顔をぐちゃぐちゃにしながらズビビビビーと鼻をかみまくるその姿は、少女二人の食欲を大いに激減させるが、その甲か斐いあって痛みが治まりようやく人ひと心地ごこちつくことに成功した。

「……フ、フヒヒ。助かりました」

　ならば人として、助けられたことに感謝を示さねばなるまい。

「どーもサーセン、咽むせたでござる。フヘヘ」

　顔を拭くために外していた黒くろ縁ぶちメガネを素す早ばやくかけ直し、極力目を合わせないように頭を下げる。

「うわぁ……、濃こいわねあなた……」

「口調も気持ち悪いですが、感謝や謝罪は相手の目を見て行うべきでしょう。不快です」

　だがその感謝は届かなかった。

　というか逆に不快感を与あたえてしまったようである。

　リシェーラはドン引き、静に至っては駄だ目め出だしまでしてくる始末だ。

　いろいろと混乱した田作は一時撤てつ退たいを選んだ。

「フヒヒ……、ほんとサーセンした。ゴミ捨ててくるんで、横通りますんで、サーセン」

　なるべく顔を見られないよう猫ねこ背ぜになりつつ、大量の紙くずと化したナプキンを抱かかえて席を立つ。

　そんな気色の悪い姿をしかめっ面つらで見送る女子二人は、ため息をつきながら自身のテーブルへと再び座った。

　まあ、食事中に咽て醜しゆう態たいを晒さらすなどよくある日常の一コマではあるだろう。

　しかし。

（どういうことおおおおおおおおおお!?）

　ゴミ箱へ向かう田作の心はこれ一色である。

（え……？　は……？　どういうことおおおおおおおおおお!?）

　だからこそ、何度でも叫さけんでしまう。

（いやいやいやいや！　なに言っちゃってんのあのお姫ひめ様さま!?　馬ば鹿かなの!?　死ぬの!?　俺の息の根を止めにきたとでも言いたいの!?）

　ゴミ箱の前でガクガクと身を震ふるわせることしかできない。

（なにを知ってんだよ!?　どこまでバレてるわけ!?　うわあああああああああああッ!?）

　が、じっとしてても始まらないのでとりあえず走った。

　混乱を落ち着かせるための一時撤退だったはずなのだが、余計パニクった田作は急いでテーブルへと戻もどる。

「ハァッ！　ハァッ！　ハァッ！」

　しかしそれは悪手であろう。

　ぶつかる勢いで着席し、混乱から荒あらい息を吐はく様は、いくらなんでも挙動がおかし過ぎだ。

　当然、リシェーラと静から怪け訝げんな顔を向けられてしまった。

「……………………」

「……………………」

「ハァ……ッ。ハァ……ッ。ハァ……ッ」

　眉まゆをひそめる少女たちと、呼吸を整えるのに必死な少年の視線が交差する。

「……………………」

「……………………」

「……………………あ」

　たっぷり十秒ほど見つめ合ってようやく状じよう況きようを認にん識しきした田作。

（ヤバイ!?　なにしてんだ俺は!?）

　挙動不ふ審しんどころではない己おのれの行動を思い出し、顔を青くさせる。

（落ち着け！　さりげなくだ！　さりげなく情報を入手するんだ！）

　ここからのリカバリーなど到とう底てい不可能な気もするが、田作にはあがく以外の選せん択たく肢しなどない。

「フ、フヒヒ！　ラーメンうめぇ」

　自然な動作で顔を隠かくしながらドンブリをつかみ、先ほどふき出したラーメンをズルズルとすすった。

「うわぁ……」

「何なんですかこの男子は……死んでしまえばいいのに……」

「……………………」

　お姫様から三度目の『うわぁ……』と、その護衛からまじりっけなしの本音を呟つぶやかれても視線を向けたりはしない。

　今はとにかく情報収集。頑がんとして情報収集に徹てつするときなのだ。

　田作は心無い誹ひ謗ぼう中傷に負けたりしないよう心を強く持ちつつ、全神経を耳へと集中させる。

「言い過ぎよ、静。それよりもさっきの話なんだけど」

「はい。この学校に蒼蛇がいる、でしたか？」

　それが功を奏したのか、彼女たちは話題を移す。おそらく、あまりの不快感に田作から目を逸そらしたかったのだろう。

「あまり大きい声で言わないでね？　内緒の話なんだから」

「分かりました」

　しかし絶体絶命の危機が終わったわけではない。むしろこれからだ。

（やめて！　こんなところでそんな話しないで！　誰だれかが聞いてたらどうすんの!?）

　田作は必死に眼球を動かし、周囲を確認する。

　幸い彼女たちの声は小さく、更さらに周りにいるのは己だけという状況であり、不幸中の幸いとはまさにこのことだった。

　遠巻きに美少女留学生をうかがうものたちもいたが、そばまで近づいてくるそぶりはない。実に日本人らしい光景と言える。

　まあ、まるで安心などできないのだが。

「ですが本当なんですか？　疑うわけではありませんが、正しい情報でしょうか？」

「間違いないわ。ちょっと前にパパが話してるの偶ぐう然ぜん聞いちゃったのよ。『第三高校にいる蒼蛇はどうかお？』って」

（王様ああああああああああ！　アンタ娘むすめに盗ぬすみ聞きされてますよおおおおおおおおお！）

　機会があれば、一度子どもの教育について話し合ってみるのもいいかもしれない。

「それはそのときだけ、ここを訪おとずれたという可能性が高いのでは？　『アキバの守護神』が教員をしているなど、少し考えにくいです」

　どうやら情報源はアキバ王らしいがにわかには信じがたく、静は首をかしげて反論する。

「……ん？　教員？」

　しかし、リシェーラには言っている意味が分からなかった。

「……なにか？」

　しばしお互たがい見つめ合ったあと、「あ、そっか」とお姫様が口を開く。

「蒼蛇って私たちと同い年らしいわよ？」

「ええ!?　そうなんですか!?」

　ニッコリ笑うリシェーラに、護衛役の少女は目を丸くするしかない。

（なんで知ってんだよおおおおおおおおお！）

　もちろん田作だってビックリだ。

「信じられません……。ということは、蒼蛇は当時十三、四歳で戦場へ立ったことになります」

　まさか同年代だとは思ってもみなかった静は、滅めつ多たに動かない表情を驚きよう愕がくへ変えつつ感かん嘆たんした。

　蒼蛇という名はニートにとってアキバ王と並ぶビッグネームだ。特に、直接的な戦せん闘とう能力を持つニートたちからは憧あこがれの対象と言えるだろう。

　当然、彼女もまたその例外ではない。

「信じていいわ。神魔十クロス字騎兵ナイツの団長が昔こっそり教えてくれたの」

（なんじゃそりゃあああああああ！　個人情報ガバガバ過ぎぃぃぃぃぃぃぃぃ！）

　田作は内心で悲鳴を上げ続けるしかなかった。

　こっそりならば教えてもいい、というものではないだろう。個人情報をたやすく漏ろう洩えいさせた神魔十クロス字騎兵ナイツ団長へ殺意が募つのってしまう。

「能力だけでなくその精神も英えい雄ゆうにふさわしいなんて……。きっととても素す晴ばらしい方なんでしょうね」

　少女の目に浮うかぶのは憧どう憬けいだ。

　自身が同じ立場だったとして、今よりももっと年少の頃ころに大量の敵へ立ち向かうなどできただろうか。

　おそらく蒼蛇は、その幼い体にありったけの勇気と決意を満たして戦ったのだろう。

　普ふ段だんよりもわずかばかり和やわらいだ目元はきっと、夢見る乙女おとめが夢想する理想の王子様を思い浮かべたからに違ちがいない。

「あと絶対にイケメンだと思うわ」

（ねーよ）

　腕うでを組んでウムウムとうなずくリシェーラ。

　そして即そく座ざに突つっ込む田作。

「英雄は美形。お約束ってやつね」

（そんな都合のいいお約束なんてあるわけないじゃん。馬鹿なの？）

　幸か不幸か、あまりにも夢見がちな乙女の姿に、少年は落ち着きを取り戻すことができた。

（お姫様といえど所しよ詮せんはスイーツ脳だったか。どーもすみませんね、イケメンじゃなくって。いえ別にモテたいとも思いませんけどね？　あーあ、なんか幻げん滅めつしちゃったなー）

　やたらと自じ虐ぎやくやひがみで塗ぬりつぶされているが、そこまで悲観するほどでもないだろう。

　もちろん確実にイケメンではない。しかし顔のパーツ自体は整っていた。

　ウザったく伸のび放題の前まえ髪がみをなんとかし、きちんと身だしなみを整えれば、そこそこ見れる顔である。

「先ほどからの言い方ですと、リシェーラさんは蒼蛇に会ったことがないんですか？」

「そうなのよ。結局蒼蛇って、二年前の戦争後すぐに姿消しちゃったじゃない？　『ネＣｈチヤン』じゃ連日祭り状態だったのに、なぜかパパたちも全然教えてくれなかったわ」

（あー、あのときは身バレが怖こわくてずっと引きこもってたからなぁ……）

　心を折られた当時の田作は、蒼蛇の話題が下火になるまで延々部屋に籠こもっていた。

　その期間なんと丸二カ月。

　アニメやマンガ、そしてゲーム三ざん昧まいの生活を送り、ネット内の祭りが完全に鎮ちん火かしたときには、すでに『蒼蛇』は死んでいたのだ。厨ちゆう二に病を卒業したとも言える。

「おそらく上層部が隠したのでしょう。公式に英雄として祭り上げるには、デメリットの方が大きかったのではないでしょうか？」

「うーん、確かにそうね。当時ローティーンだった蒼蛇を世界へ露ろ出しゆつさせるより、公然の隠し札とした方が抑よく止し力りよくになるってことかも」

　蒼蛇自身の安全にもつながるし、と締しめくくったリシェーラに、田作は顔を引きつらせるしかなかった。

（なに言ってんだこいつら？　蒼蛇を世界へ露出？　そんなもん断固阻そ止しに決まってるでしょ？　王からの呼び出しですらブッチしてやりましたよ）

　実際には上層部とのコミュニケーションを完全無視した結果であり、アキバ王からの説得にも「蒼蛇は死んだ！　もういない！」と、かたくなに引きこもりを貫つらぬいただけなのだ。

　リシェーラと静の予測は一見筋が通っているように聞こえるが、結局は真実を知らないが故ゆえのこじつけでしかない。軍事力で圧あつ倒とうできたところで国際的に孤こ立りつした状態では後が続かないのだから。

　国力という点でお話にならない以上、本来秋葉原には隠し札を作る余力などあるはずもなく、『結界師』に続き『守護神』にまで脱だつ落らくされ、当時の上層部はてんてこ舞まいだったのである。

　が、実はこれ、上層部の自じ業ごう自得な面が強い。

　蒼蛇の心を折った『ネＣｈチヤン』の会話、その大本の要因である書き込み。




『特定したお。金きん髪ぱつ・右目が金色・左目が赤色の　日　本　人　＝蒼蛇さん』




　これを書き込んだのは、なんとアキバ王その人だったのだ。

　もちろん、『蒼蛇引きこもり事件』の原因究明がなされた時点で上層部メンバーからはフルボッコである。

　まあアキバ王にもいろいろと事情があり、「ムシャクシャしてやった。今は反省している」と泣いて謝罪するまで嫁よめや仲間たちにボコボコにされまくったのだから勘かん弁べんしてやってもらいたい。

　このことは秋葉原上層部でもトップシークレット中のトップシークレットであることはもちろん、当然田作にも知らされてはいなかった。

　というかさすがに『王』と『守護神』が対立しかねない情報なので、超ちよう政治的判断により闇やみへと葬ほうむられた事実なのである。

「話を戻もどしましょう。蒼蛇が一生徒として、この学校に通っているかもしれないというのは分かりました」

　時間は無限ではない。

　昼休みもだいぶ残り少なくなり、口元をナプキンで拭ぬぐった静は疑問を投げかける。

「それで、協力してほしいこととはなんですか？」

「もちろん蒼蛇探しよ？」

（絶対やめてください！）

　リシェーラは満面の笑えみで、田作は内心泣きながら答えた。

「別に構いませんが、本当に蒼蛇がいたとして見つけられるでしょうか？」

　校内で人探しをしたところで危険が増すなんてこともないだろう。特に反対する理由もないので了りよう承しようする。

　というか、静自身も会えるものなら会ってみたいのだ。猫ねこを殺しまくる好こう奇き心しんこそが十代の特権で間違いあるまい。

「普ふ通つうに見つけられると思うわ」

（なんですと!?）

　自信満々に返すお姫ひめ様さまには戦せん慄りつするしかないだろう。

　田作の体は小刻みに揺ゆれ始めていた。

「新設校だから一期生しかいないのが幸いね。能力科も一つだけなんだし、私たちのクラスの男子にいるんじゃないかしら？」

（いやあああああああああ！　バレてるうううううううう！）

　実際に悲鳴を上げなかったのは奇き跡せきだ。ガクガクと震ふるえる体が大変な尿によう意いを促うながしているのだから。

「それは早計です」

　しかし、ここで救いの女め神がみが。

「能力科に在ざい籍せきしているとは限りません」

「え？　どういうこと？」

「入学してから何度か能力実技がありましたが、男女ともに英雄レベルの力を示したものなどいませんでした」

（ナイスだ山田さん！　いやこの場合、手を抜ぬきまくった俺が一番ナイスだ！　ナイス過去の俺！　山田さんはちょっとだけナイス！）

　想定していなかった相手からの思わぬ援えん護ごに、田作は深く息を吐はく。

　自画自賛はいただけないが、もちろん静への感謝も忘れない。

　ここで勘かん違ちがいしないでほしいのは、別に静はリシェーラの望みを否定しているわけではないということ。

　リアリストな彼女は、問題点があれば突っ込まずにはいられないという、とても面めん倒どうくさい一面を持っているのだ。

「ん～、目立たないように手を抜いてたとかない？」

（ひいいいいいいいいい!?）

　お姫様の素す晴ばらしい慧けい眼がんに恐おそれ戦おののくも、

「ならば、なおさら能力科に在籍する意味はないでしょう」

（そうそれ、その通り！　がんばれ山田さん！）

　無表情で反論する少女が希望となってくれる。

「あ、そっか。能力で目立ちたくないなら最初から普ふ通つう科かへいけばいいのよね……」

　お姫様の肩かたがガックリと落ちてしまう。

　能力科への進学が学費免めん除じよの条件であることを知らない以上、二人が田作を特定するのは困難だ。

「なら普通科の五クラスと、一応能力科も合わせた計六クラス分が対象候補。結構増えちゃったけど、それでもやっぱりいけそうな気がするわ」

　それでもリシェーラは諦あきらめない。

（なんでだよ！　お願いだからいけそうな気にならないでください！）

　覇は王おうが如ごとき覇気を持つ黒姫エトワールの娘むすめとして、困難に直面したからやっぱ無理ですなどと、むざむざ敗走するわけにはいかないのだ。

「随ずい分ぶんと楽観的ですね。今日を含ふくめてもたった四日しかありません。約二〇〇人の中から特定するには時間が足りないと思います」

（その通りだ！　もっと言ってやれ、山田さん！）

「男子の数だけならその半分よ。能力科に関しては、直接的な戦せん闘とう能力を持たない男子は除外できるからもう少し絞しぼり込める」

（ちょっ!?　推理するのやめてもらえませんかね!?）

「蒼蛇が本当にここの生徒という保証はありませんし、男子だという確証もありませんが？」

（よく言ってくれた！　確かにそんな保証はありませんね！　もしかしたら蒼蛇って女なんじゃないの？）

　心の中で必死に静を応おう援えんするも、無む駄だだった。

「たぶん保証あるわよ？」

「え？」

（え？）

　次の爆ばく弾だん発言で田作は発はつ狂きようする。

「昨日ダメもとで影龍先生に『蒼蛇ってここの生徒ですか？』って聞いたら、『それを答える権限が私にはない。が、望めば必ず出会う運命ではあるだろう』って言ってたもの」

　それは、「ハイそうですよ」と言ったに等しいだろう。

（あんの厨二病があああああああああああああああああああああああ！）

　田作は声を出さずに絶ぜつ叫きようした。

「……そうですか」

「…………？」

（なにが出会う運命だボケ！　そりゃ出会うよ！　アンタが護衛を頼たのんだんだからもう出会ったよ！　クソがああああああああああああ！）

　レイプ目で発狂した少年は置いといて、急に肩を落としてますます無表情になった少女へ首をかしげるリシェーラ。

　だが、どうかしたのかと尋たずねる前に静が口を開く。

「あのロクデナシ……いえ、影龍先生が言ったのなら本当に生徒として通っていると思います」

「ロ、ロクデナシ……？」

「私とはなんの関係もありませんが、人格がおかしいだけで噓うそをつくような先生ではないでしょう」

「え、いや、あなたのお兄さんじゃ……」

「私とはまったくなんの関係もありませんが、なにか？」

「そ、そうね。静とはなんの関係もなかったわね」

　リシェーラの言い分には根こん拠きよがあると、今までになく鋭するどい視線を飛ばす静はそう判断したようだ。

　お姫様もまた、友人役の少女が理解を示してくれたことに冷や汗あせ交じりの愛あい想そ笑いを浮うかべる。

　護衛と護衛対象とはいえ、確実に二人の距きよ離りは縮まっているらしい。

（山田さんは俺よりもずっと苦労したんだろうな……。だって妹だもんなあ……）

　同どう病びよう相あい憐あわれむよろしく、もう一人の護衛が発狂から復帰できたのはご愛あい敬きようだろう。

「蒼蛇が男子というのも間違いないんですか？」

　静は最後のピースを確かく認にんした。

「う、う～ん。これはちょっと確証とまではいかないんだけど……」

　しかし、リシェーラの歯切れは悪い。

「蒼蛇って『アキバの守護神』でしょう？」

「そうですね。そう呼ばれています」

　田作はドキドキだ。

　二年前、馬ば鹿かにされて付けられた異名。

「十歳の誕生日にお母様から言われたのよ」

　そんなものに何の意味がある。

「『いつか守護神と呼ばれるものが現れます。そなたの伴はん侶りよだと覚えておきなさい』って」

「な、ん……」

（だと……ッ）

　驚きよう愕がくする二人を置き去りに、リシェーラはアハハと照れながら頰ほおをかいた。

「伴侶ってことは、当然男ってことでいいのよね？」

　ラブコメの足音がする。




　　　　※




　秋葉原第三高等学校屋上。

　昼休みが終わり、生徒の姿がなくなった空間で影龍は一人タバコをふかしている。

　校舎内に喫きつ煙えんスペースなどあるはずもなく、携けい帯たい灰皿は必ひつ需じゆ品だ。

　左手に持った缶かんコーヒーへ口をつけると、不意にポケットのケータイが鳴った。

「私だ」

　もちろん、きちんと発信者を確認してから通話を開始したのだが、己おのれの名前を名乗らずに出るのは厨ちゆう二に病の嗜たしなみだろう。

「問題ない。至って順調だ」

　主語が少ないのも嗜みの内に違いない。

「消し飛んだ未来を人じん為い的に再構築しなければならない。ならば手間も金もかかって当然だと思うが？」

　本当に通話相手などいるのだろうか？　これが一人ひとり芝しば居いでないのなら、相手も相当な病を患わずらっているとしか思えなかった。

　せめていい年をした大人ではないことを祈いのるばかりだ。

「ああ、分かっている。何の心配もないと伝えてくれ」

　そう言って通話を終えた影龍。

　ケータイをしまい、そのままタバコを吸う作業へと戻もどる。

　しばらくして吸すい殻がらを携帯灰皿へ突つっ込み、空へ視線を移すと呟つぶやいた。

「途と切ぎれた運命ならばまた結べばいい。だが、結び直した形が元と同じであるとは限るまいよ」

　いっそ美しいとすら言える極ごく上じようの厨二病だった。
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「将来の結けつ婚こん相手かもしれないわけだし、ならこの目でちゃんと確認しておきたいわ」

「なるほど、分かりました。確かに同じ女として共感できます」

「ありがとう。じゃあ今日の放課後から行動開始でお願いね」

「はい。最大限の協力を約束します」

　といった感じで昼休みは終しゆう了りようし、午後最初の授業である五時限目、田でん作さくの胸中はそりゃもう混乱しまくりだった。

（……は？　……え？　いやいやいや意味が分からない。分からないからちょっと落ち着いて整理しよう）

　午後一の授業は延々と状じよう況きよう整理に忙いそがしく、公務員を目指す身としては遺い憾かんなことに、彼のノートは真っ白である。

（……は？　……え？　いやいやいやいやいや、やっぱり意味が分からないよ!?　お姫ひめ様さまは俺の嫁よめでしたってこと!?　世界はいつ二次元に追いついたのさ!?）

　しかし、思春期故ゆえに多感な少年の脳では正しい判断など到とう底てい下せるわけもなく、

「ソレナンテ・エ・ロゲ……」

　と、虚うつろな瞳ひとみで呟くことしかできない。

「…………？」

「…………？」

　児こ玉だま君（左ひだり隣どなり）と藤ふじ原わらさん（右隣）の怪け訝げんな視線にまるで気づけない田作は、オーバーヒートした頭を冷やすべく、まずは世界を否定した。

（マジか？　いや待て、そんなご都合主義が現実に起こるわけないだろ。落ち着けよ俺、とにかく落ち着け）

　自覚するということはとても大事なことである。

「田た中なか田作はうろたえない……」

　セルフコントロールとは、まず己の状態を自覚することから始まるのだ。

「……………………」

「……………………」

　児玉君と藤原さんの眉まゆをますますひそめさせる姿はなるほど、確かに戦場を生き抜ぬいただけの精神制せい御ぎよと言えるかもしれない。

　しかし日常では不ふ審しん人物以外の何ものでもないので、声に出してはいけなかった。

（黒くろ姫ひめの言う『守護神』が『アキバの守護神』だなんてまだ決まってない。第一、黒姫エトワールは『姫ひめ騎き士し』だぞ？　予知や予言の類たぐいなんてできなかったはずだ）

　ギャルゲー出身者であるエトワールの能力など万ばん人にんが知っている。

　田作は『姫騎士乱舞』の設定を思い出しつつ、

（もし万が一ほかに予知能力者なんてやつがいたとしても、肝かん心じんの蒼ソウ蛇ジヤは……）

　さらなる矛む盾じゆん点に気づく。

「そう、ヤツはもう死んだ……。俺自身が殺した……」

「ッ!?」

「ッ!?」

　ならその予言はすでに外れていることになる。

　児玉君と藤原さんの目を見開かせ、過去に蒼蛇であった少年は少し寂さびしげに自じ嘲ちようした。

　だがそれも一いつ瞬しゆんのことだ。

（まあ、あくまでも蒼蛇の嫁だったかもしれないってだけで、田中田作おれのじゃない。つーか、名乗り出たところで好きになってもらえる保証なんてないじゃん）

　愚おろかで幼すぎた少年時代になど、いつまでも囚とらわれているわけにもいくまい。

（アホらしい。お姫様から振ふられた上に、世間へ身バレしちゃう可能性の方がよっぽど高いっつーの。そんな一か八かに賭かけるとかねーよ）

　もう現実が見えないほど馬鹿な子どもではないのだから。

（だいたい、もし奇き跡せき的にお姫様と結婚できても平へい穏おんとは無む縁えんの人生になるってことでしょ？　そんなの御ご免めんだ。美人の嫁とかも別に必要ねーし）

　なぜなら、美少女などすでに間に合っているのだ。

　いや、美少女どころか──。

「美幼女すら俺はもう手に入れている……」

「ッ!?」

「ッ!?」

　自宅のパソコンに記き憶おくされたたくさんの二次元美女、美少女、美幼女キャラフォルダ。

　己の帰りを待つ無数の嫁たちを思い、田作は口の端はしを吊つり上げた。

「フフ……」

「ヒッ!?」

「なん……だと……ッ!?」

　結構なお胸様を隠かくすように怯おびえる藤原さんと、そして戦せん慄りつの声を漏もらす児玉君。

　もちろん、二人の目が性犯罪者へ向けるものとまったく変わらなかったのは言うまでもないだろう。

（とりあえずあのお姫様が地じ雷らいだってのは理解した。さすがにこれ以上拡散はしないだろうけど、監かん視しし続ける必要はあるな）

　おっと、どうやら田作は見守るのではなく、見張る方向へと路線変へん更こうしたらしい。護衛とはなんだったのか。

（よくよく考えてみれば週末までバレなきゃいいだけだし、たった二人でなにができんだよ。しかも、もう俺には思おも惑わく筒つつ抜ぬけなんだぜ？　張り付いて盗ぬすみ聞きしてりゃ俺の勝ちだ）

　安心したに違ちがいない。その顔はとても悪い顔だった。

「俺に近づいたのが運の尽つきってね……」

「うぅぅ……、怖こわいよ～……」

「この外げ道どうが……ッ」

　勝利を確信した田作がクククと嗤わらい、藤原さんを涙なみだ目めにし、児玉君の正義に火をつけたところで授業終了。

　午後の授業はもう一時限あるのだが、特にこれといった事件もなかったので詳くわしい描びよう写しやは割かつ愛あいする。ただ、少しへこんだ田作が真面目まじめに授業を受けたというだけだ。

　へこんでいた理由は、休み時間に行われた児玉君とのこんな会話が原因である。

「おい田中ッ！」

「フヒ……ッ!?　ど、どうかしたでござるか、フヘヘ……」

「なんださっきの独り言は！　事と次し第だいによっちゃ許さんぞ！」

「ひ、独り言？　フ、フヒヒ……、なんか言ってました……？」

「殺したとか、幼女を監かん禁きんとか言ってたやつだ！」

『──!?』

　絶句するクラスメイトたち。と田作自身。

「ご、誤解なり！　児玉氏は多大な誤解をしておられる！　ゲ、ゲームでござる！　あとアニメキャラのことでござりまして候そうろう！」

　凶きよう悪あく犯罪者と勘かん違ちがいされたのだ。パニクった言い訳が異次元言語になるのも致いたし方なしだと、そう思ってあげたい。

「なに？　そうなのか？」

「か、帰ったら、フォルダ内の嫁たちを整理しようと思いまして……フヘ、フヘヘヘヘ」

「そ、そっか……、スマン、早とちりだった……」

「いえ、こちらこそ勘違いさせたようで、サーセン。ほんとサーセンした」

「ああ。だけど幼女好きとか、周りへ聞こえるように言うとマズイぜ？」

「そ、そうでござるな。フヒヒ、サーセン」

「男ならヤレヤレで済むけど……、ほら、周り見てみろ」

「へ？」

『……………………』

　無言で集中する女子たちの白い視線。もちろんリシェーラも。

「……早めに死んでください」

　女子を代表するように一人だけ毒を吐はいたのは、カテゴリー的に仲間であるはずの山やま田だ静しずかである。

　そんな地じ獄ごくのような空気に晒さらされ目を見開く田作。

「……………………」

　心を大いに抉えぐられつつ、

「……大変、申し訳ありませんでした。皆みな様さまに不快な思いをさせてしまい、ここに、遺憾の意を表させていただきます……」

　と、誠心誠意謝るしかなかった。

　まあそんなよくある日常会話は置いといて、放課後。

　昨日と同じく、女子たちがリシェーラの席へ群がっている。

　群がられたリシェーラは微び妙みような愛あい想そ笑いを浮うかべつつ、キャイキャイと話しかけてくる女子たちへ一いつ生しよう懸けん命めい応対していた。

　きっとすぐにでも蒼蛇探しを開始したいのだろう。が、昼に断った手前もありなかなか言い出せないに違いない。

　そんな様子を横目でチラリチラリとうかがう田作は、時間稼かせぎの為ためにのろのろと机の中を整理する。

（ハハ、女子たちに囲まれてやがる。こりゃ蒼蛇探しなんてできそうにありませんね、お姫様）

　そしてホッと安あん堵どの息を漏らした。

　今までの境きよう遇ぐうを考えると少々かわいそうだが、ちっちゃくて愛らしい留学生など人気者となるに決まっているのだ。そうそう自由に動くことなどできまい。

（一時はどうなるかと思ったけど、どうやら大だい丈じよう夫ぶそうだな。悪いね、お姫様。このまま最終日まで女子たちとユリユリしといてよ。きっといい思い出になるからさ）

　アワアワと慌あわてるリシェーラを微ほほ笑えましく思えるほどに、今の田作はだいぶ余よ裕ゆうを取り戻もどしていた。

　が、しかし。

　そう、『が、しかし』である。

「リシェーラさん。あまり時間がありません」

　そうは問屋が卸おろさない。

「そ、そうね静！　時間がなかったわ！」

　お姫様は独りではないのだ。

（チッ、余計なことを。山田さん、アナタお姫様とクラスメイトたちの交流を邪じや魔まするなんて、護衛失格なんじゃないですかね？）

　護衛対象が望む最善。それを躊躇ためらいなく実行できる優ゆう秀しゆうな護衛がついている。

「ごめんね、みんな。私と静、ちょっと用があって」

『え～～～』

（え～～～）

　にこやかに謝罪するリシェーラの笑え顔がおは、全女子（と盗み聞きしていた一人の男子）の落らく胆たんを呼んだ。

　が、しかし。

　そう、二度目で大変申し訳ないが、またもや『が、しかし』なのだ。

「いえ違います、リシェーラさん。根本的に時間がありませんので、ここは人海戦術をとるべきでしょう」

　優秀な護衛は、やはりその頭脳もまた優秀だった。

「へ？」

『へ？』

（へ？）

　順にリシェーラ、女子たち、田作の疑問である。

「残り四日しかないのであれば、彼女たちにも協力してもらうのが最善だと判断します」

（なんの話してんの山田さんは!?）

　まあ、一人はすぐさま驚きよう愕がくへと変わったが。

「え、でも……」

　あまりにも大胆な提案に、リシェーラは口ごもってしまう。

　当然、内ない緒しよ話ばなしが嫌きらいな女子高校生などこの世に存在するわけもなく、皆みなが口々に『なになに？』と興きよう味み津しん々しんだ。

「『彼』のことを絶対に話すなと、誰だれかから言われましたか？」

（当ったり前だろ！　上層部が隠してるんでしょ!?　じゃあ当然当たり前だよ！）

　静の問いへ即そく座ざに肯こう定ていを返すものの、

「ううん。そもそも偶ぐう然ぜん知っちゃっただけだもの。パパやお母様は詳しいことを教えてくれなかったってだけで、別に話題にもするななんて言われてないわ」

（な、何を言ってるのよアナタ……、機密という言葉をご存じです？）

　問いかけられたのはリシェーラであり田作ではない。

「つまり、話してもいいのか悪いのかすらこちらは聞いていません。なら話しても問題はないと思います」

（それを詭き弁べんというのだよ！　なに屁へ理り屈くつ捏こねてんだ、この山田は！）

　三つ隣となりの席で耳を澄すませながら震ふるえている田作の言う通り、間違いなくただの屁理屈だろう。

　それは言った当の本人も、そして言われた側とて理解している。

「そうね。問題なかったわ」

　けどお姫ひめ様さまはあっさり乗った。

（問題ありまくりだバカアアアアアアアアアアアアアアアア！）

　少年の絶ぜつ叫きようは裏切られたものの悲鳴だった。

　愕がく然ぜんとする田作を置き去りに話は進む。

「けどどこまで話していいのかしら？　さすがに全部は無理なんだけど……」

　自身がアキバの姫であることは当然言えないし、となると情報源も説明できない。

　アヒルになった口を指先で押さえつつ、ん～と唸うなる。

　女子たちは皆、目をキラキラさせて待ちの状態だ。

　こういった際の女性の団結力には目を見張るものがある。

（やめてやめてやめて！　なにも言わないで！）

　どこかで誰かが必死に捧ささげている祈いのりになどなんの意味もなく、優秀な護衛はまたも問題を解決してしまう。

「皆さん。リシェーラさんの頼たのみはそれ自体がかなり価値のある情報ですので、対価として理由や疑問は遠えん慮りよしていただくということでも構いませんか？」

『それでいーよー』

　昨今の高校生のノリの良さは天てん井じよう知しらずなのだ。

（山田あああああああああ！　おま、ちょっ、山田あああああああああ！）

　田作のテンションも天井知らずである。

「ということだそうです、リシェーラさん」

「そ、そう。なんか静ってすごいわね……」

　頭がいいのか口がうまいのか判断に苦しみつつ、リシェーラは女子たちへ真しん剣けんな目を向けた。

「じゃあみんな、もっと近くに寄って。男子に聞かれるとちょっと都合が悪いの」

　途と端たんにリシェーラを囲む半円の密度が高まる。

（おい、おい、これはマジなのか？　本当に現実で起こっている出来事なのか？）

　ガクガクと震える田作の目にはもう、お姫様を覆おおい隠かくす女子たちの壁かべしか見えなかった。

（夢だろこれ。絶対夢だって。だって世界がこんなに残ざん酷こくなわけねーもん……）

　なぜかクラスの半数、総勢十七人の女生徒たちが教室の片かた隅すみで固まり、死んだはずの蒼蛇を話題にしている。

　これはなんの報むくいだ？　いったい己おのれはどんな大罪を犯おかしたというのだ。

「内緒よ？　本当に内緒だからね？」

　姿は見えなくなったというのに、不思議と見えていた時よりもハッキリと聞こえてくる。

（ちょっと待て、いいから待てバカ姫。内緒内緒と言いながら、お前は一日で何人に拡散するつもりなんだ？　それは内緒って言わないでしょう？）

　確かにそうだ。

　女子高校生十七人の内緒話など、それは世界へ拡散することと何が違ちがうというのか。

　あるいはこのとき、田作が冷静であれば未来は変わっていたのかもしれない。

　この時点では、蒼蛇が十六歳の少年であることも、この学校に通う生徒であることも、知っている生徒はたったの二人だけだったのだから。

　今すぐリシェーラと静をかっ攫さらい、人気のないところで正体を明かし、過去の出来事を話した後で、なんとか秘密にしてくれるよう懇こん願がんする。

　二人の目的はただ単に蒼蛇と会うことだけであるのだから、そう難しいことではなかったはずなのだ。

（おーい、山田さーん。そこのバカ姫止めてくださいよー。マジでシャレになってませんからー）

　しかしもう遅おそい。

　その仮定はもはや過ぎ去った過去であり、取り返しはつかない。

　もちろん、誰が悪いというわけでもないのだ。

　リシェーラは蒼蛇が消えた理由など知らず、田作の心情など想像できるはずもなく、悪気など欠片かけらも存在せず、乙女おとめとして全力で婚こん約やく者の姿を確かく認にんしたかっただけ。

　ならばきっと運命とやらが悪かったのだろう。

　ボショボショと、リシェーラのかすかな声が漏もれる。

（噓うそだ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ！）

　田作の震えは頂点に達していた。

『ええええええええええええええ!?』

（キャアアアアアアアアアアアアア！）

　驚愕した女子たちの叫さけび。そして絹を裂さくような男子の悲鳴。

　その二つが見事な二重奏を織りなした瞬しゆん間かん、ガターン！　と盛大な音が室内に響ひびき渡わたる。

『ッ!?』

　男子女子の区別なく、教室に残っていた全すべてのものが向ける視線の先には、机ごとひっくり返る男子の姿が。

「フ、フヒ、ヒ……ッ」

　もちろん田作だった。

　あまりにも歪ゆがむ現実に耐たえきれずすっ転んだのだが、なんとか意識は保っている。

　ここらへんはさすが戦争経験者と言うべきか。大した精神力である。

「サ、サ、サーセン……。きゅ、急な大声で、ビビ、ビックリしたでござる……。フ、フヘヘ、フヘ……」

　だが、立ち上がる姿は痛々しいにも程ほどがあった。

　震える体にむち打ちなんとか机を立たせるも、足に力が入らないのだろう。

　正確に顎あごを打ち抜ぬかれたおじいちゃんのように膝ひざと腰こしが笑っている。

　明らかに生まれたての子こ鹿じかよりも弱々しい姿だ。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ!?」

　そして見かねた少女が飛んでくる。

「驚おどろかせてごめんなさい。少しはしゃぎ過ぎたわ」

　と頭を下げ、申し訳なさそうに謝罪したのはリシェーラだ。

　昼に『うわぁ……』と三度も言った相手、しかもロリ疑ぎ惑わくを持つ少年にすらこれだけの優やさしさを見せるなど、どうやら外見同様性格も相当美しいらしい。

　彼女はそのまま散乱したノートや教科書を拾い始めた。

「ど、どーも、サーセン……」

　その美しい行動に、クラスの全員がホッコリなってしまう。

（元はと言えばどっかのバカ姫のせいなんすよ……）

　おっと、一人を除いてだ。

　どうやら悪態をつける程度には回復してきたらしい。

「えーと、田中君……でいいのよね？　はいこれ」

　児玉君が呼んでいた名前を思い出しながら、リシェーラは拾った三冊を笑え顔がおで差し出す。

「う……、ど、ども」

　その笑顔がやたらと可愛かわいく、田作は素すで緊きん張ちようしてしまった。

　昨日留学のあいさつでもたやすく目を奪うばわれたのだから、眼前で微ほほ笑えまれたのなら照れてしまうのも仕方あるまい。

　それだけ美少女だということだ。

（くっ……、さすがは黒姫の娘むすめ。そこらのアイドルなんかとは桁けたが違う……）

　などと思いつつ受け取ろうと両手を伸のばした。

　が、足が出てこない。

「うおッ!?」

「え？」

　そりゃそうだ。

　顎を打ち抜かれたおじいちゃんがすぐさま歩き出したらそっちの方が怖こわいだろう。

「おわあ！」

「キャァ！」

　上体が流れてまともにバランスを崩くずした田作は、リシェーラを巻き込んでまたも転てん倒とうしてしまう。

　その瞬間を、全員が見た。

　目測がずれた両手は空を切り、足が動かないために上半身が余計に前方へと流れていく男子。

　二〇センチほどの身長差によってリシェーラの脇わきが絶ぜつ妙みような角度で開いていたのは、やはり運命のいたずらだったのかもしれない。

　前のめりに突つっ込んでいく頭部は差し出された冊子を奇き跡せき的確率で回かい避ひ。と同時に、なんとか立て直そうと力を込めていた右足へようやく意志が届く。

　結果、田作は『ガードすり抜け顔面オッパイアタック大好きホールド』という神かみ業わざを披ひ露ろうしてしまったのだ。

「むぐぐぐ……ッ!?」

「ひゃああ!?　ちょっ!?　えええ!?」

　海外の……いやギャルゲー界の血を引いているリシェーラはなかなかのお胸様の持ち主である。

　そして小こ柄がらだ。

　そんなちっこくて可愛らしい少女を抱だきしめながら押し倒たおし、いや圧おし掛かかり、思う存分胸に顔を埋うずめる男子高校生。

　絵え面づらは完全にアウトだろう。

「この不ふ埒らちもの！」

「ガハァッ！」

　当然、護衛が黙だまっているわけもない。

　床ゆかスレスレに這はいつくばり繰くり出した静の足刀は、変質者の左頭を正確に捉とらえた。

「～～～～～～～～ッ!?　ッ!?　ッ!?」

　首が引っこ抜けたのではないかと思うほどの衝しよう撃げきと、あまりの痛みに声が出ない田作。

　蹴けられた箇か所しよを押さえ、ゴロゴロと転がりながら悶もん絶ぜつする。

「大丈夫ですか、リシェーラさん？」

「え、ええ。ありがとう、静」

　倒れたお姫ひめ様さまを心配し、すぐさま手を差し伸べる姿はなるほど、護衛としてとても理想的だと言えるだろう。

「痛いっでええええええええええ！　頭が割れるうううううううううう！」

　少しは痛みが治まってきたのか、声を出して叫ぶことができるようになった田作は一心不乱に左頭をさすっている。
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　この子も同じく護衛のはずなのだが、とてもじゃないけど理想的などとは言えそうもなかった。

「変態が……ッ。このまま死んでくださいッ」

　リシェーラを助け起こした後、静はそんな護衛失格を見て吐はき捨てる。

　いつも鋭するどい視線が、今は親の仇かたきを見るかのように鋭くなり過ぎていた。

　しかし、いくらなんでもやり過ぎではなかろうか。

　女子の脚きやく力りよくとはいえフルパワーで頭を蹴っとばしちゃ駄だ目めだろう。危険すぎる。

　現に、

「故意かラッキースケベか分からんが、後で田中殺そうぜ？　羨うらやましすぎるだろ」

「いやいや、やめてやれよ。もう殺されかけたじゃないか」

「やっぱあれ下手すりゃ死んでるよな？」

「田中を蹴り飛ばすまでの動作がスムーズ過ぎてよく見えんかったぞ」

「お前も？　俺も気づいたらいつのまにか田中の頭が吹ふっ飛んでた」

「なんつー威い力りよくで蹴とばしてるのさ、山田さん」

「あんな蹴りを躊ちゆう躇ちよなく叩たたき込める精神がパネエ」

「上うわ履ばきってただの靴くつだからね？　靴はいた足で頭蹴っちゃ駄目だよ」

「やっぱり怖い人だったか。外見と内面が完全に一いつ致ち」

「纏まとう雰ふん囲い気きヤベエもんな」

「絶対逆らっちゃ駄目な人だわ、山田さんは」

　と、遠巻きに見ていた男子たちも戦せん慄りつしている。

「た、助けてくれたのはありがたいけど、ちょっとやり過ぎじゃない？　えーと、たぶん事故だったと思うわよ？」

　あまりにも容よう赦しやのない対応に、被ひ害がい者しや本人も擁よう護ごしてしまう始末だ。

「リシェーラさんは、故意でなければ痴ち漢かんされても構わないと？」

「う、うーん、さすがにそんなことは言わないけど……」

　ちょっと極きよく端たんだが、女性の立場では仕方ないのかもしれない。

　確かに痴漢など滅ほろびなければいけない犯罪だ。

「それに、一応二秒ほど様子を見ました」

「そうなの？」

「はい。単なる事故であればすぐに離はなれるはずですから。もし離れられない何らかの理由があったとしても、女性を辱はずかしめ続けていいわけがありません」

「は、辱めって……え？　私って辱められたわけ？　そこまで大げさなことされたの？　噓でしょう？」

　静の言い方がひどい。

　リシェーラの認にん識しきでは倒れた男子の下した敷じきになり、ちょっとしたアクシデントに見み舞まわれたという程度だったのだが、そんな風に言われたら性的暴行を受けたように感じてしまうではないか。

　白い肌はだを紅潮させ、胸を隠かくすように自身の体を抱きしめるしかない。

「私なら普ふ通つうに訴そ訟しようを起こします」

『ッ!?』

　容赦というものを知らんのか。

　リシェーラを含ふくめた全員がドン引きする。

　田作に至っては、蹴られた痛みが吹き飛ぶほどの衝撃だ。恐おそろしい断罪者の顔を見上げて呆ぼう然ぜんとすることしかできない。

「ですが、事を大きくするのはリシェーラさんも望まないと思いました」

「そ、そうね。裁判とかはちょっと……」

　これまで周囲に存在を隠し続けてきたアキバの姫が、性犯罪に巻き込まれて裁判沙ざ汰たなど、いくらなんでもセンセーショナルすぎるデビューとなろう。

　田作の人生なんぞ確実に終わってしまうこと請うけ合いだ。

「そこで、勝手ながら私的制裁を加えました。完全な泣き寝ね入いりではありませんので、リシェーラさんの心の慰なぐさめになれば幸いです」

「そ、そっかあ。私の心のケアまで考えてくれたのね。あ、ありがとう、静」

　顔面を引きつらせつつも、リシェーラは笑え顔がおでお礼を言った。

　優ゆう秀しゆうの方向が少し間ま違ちがっている気がしないでもないが、とっさの判断で多くのことに目を向けてくれたのだから、根は他者を気き遣づかえる優しい娘なのかもしれない。

　というか、そう思わなければ恐ろしさに負けてしまいそうだった。

「あ、田中君ももう気にしなくていいから」

「フヘッ!?」

　いきなり発生した、人生が破は滅めつしかねない事態に、ずっと頭が真っ白だった田作。

　リシェーラから急に話しかけられてビビる。

「お釣つりがくるほど罰ばつは受けたみたいだしね。蹴られた頭は大丈夫？」

「だ、大丈夫っす……」

　完全に素をさらけ出しているのだが、今はなんの余よ裕ゆうもないので仕方ない。

「静が少しやり過ぎたわ。ごめんなさい」

　困った笑みで頭を下げる姿は、やはりとても良い子であることがうかがえた。

「いえ……、こっちこそすみませんでした。下敷きになった両手が抜ぬけなくてずっと胸に顔を埋めてしまい、遺い憾かんの……」

「そんなの言わなくていいわよ！」

　下手をすれば訴訟な以上、ここは誠心誠意謝罪するのが最善手。だが、行こう為いを思い出させる言い訳は最悪手だろう。

　真っ赤になったリシェーラが、またも胸を隠して後ずさってしまう。

「と、とにかく、早く帰って休んだ方がいいと思うわ。吐き気や眩暈めまいがあるようならちゃんと病院へ行くのよ？」

「あ、はい、どうも……」

　その言葉を最後に会話は終しゆう了りようし、リシェーラと女子たちは再び教室の隅すみへと戻もどっていった。

　結局散乱しっぱなしの教科書とノートをのろのろと拾いながら、力を失った少年の視線が女子の塊かたまりへ向く。

「……………………」

　先ほどと同じくわずかにしか聞こえないボショボショとしたリシェーラの声を感じ、これもまたデジャブの一種なのではないかと達観した。

「…………今日は疲つかれたから明日あしたがんばる」

　きっと心の底から疲れ果てたに違いない。光こう沢たくをなくした瞳ひとみ、力なく背負うバッグ、引きずる歩み、田作の全身からは生きる気力というものがまったく感じられないのだから。

　しかし、運命は英えい雄ゆうの死を望まなかった。

　ゾンビもかくやとズルズル教室を出ようとする際、ちょうど女子集団のそばにあるドアを選んだのは某なにがしかの運命的な力が働いたのだろう。

　少しだけ聞こえてくる女子たちの内ない緒しよ話ばなし。

「だからね、能力でちょっと驚おどろかして一人ひとり反応を見るとかどう？」

「うわっ、バレたら先生に怒おこられるよー？」

「迂う遠えんな手段は好きではありません。ＥＳＰ系の方はいませんか？　リーディング、テレパシー、サイコメトリー、クレアボヤンスであれば状じよう況きようを一気に打開できます」

「私の能力はリーディングだよ～」

「ほんと藤原さん!?　ナイスだわ！」

「でもパーフェクトリーディングじゃないんだ～。喜き怒ど哀あい楽らくくらいしか分からないよ～？」

「十分です。手札は多ければ多いほどいい」

「あたしテレパスだけど送信しかできないんだよね。読心術じゃなくて思念伝達だけ。だからちょっと力になれそうもないかな」

「そんなことないわ、横よこ山やまさん。リアルタイムで情報を共有できるなんてありがたいもの」

「その通りですね。横山さんが中ちゆう継けい点になれば、それだけで大おお幅はばな時間短縮となります」

「私のクレアボヤンスって遠くがよく見えるくらいしか使い道ないよ？」

　重い足取りでゆっくりと歩いたために、彼女たちの今後の方針とわずかな情報を入手することに成功した。

（そっか……、追い詰つめて狩かる気なんだな……）

　鬼おにごっこ、かくれんぼ、どちらであっても逃にげる子はたった一人であり、鬼は不思議パワーを持つ女子全員だ。

「……うえっ」

　そんな不利な状況に追い込まれた田作の口から、なぜかしゃっくりが出てしまう。

「……うえっ……ぅぐっ……」

　腐くさっても過去に秋葉原を救った英雄だ。もしかしたら心の奥底で燻くすぶっていた闘とう志しに火がついたのかもしれない。

「みんなひどいよぉ……」

　口元を手のひらで覆おおい、うつむきながら廊ろう下かを進む姿は、確かにひどくちっぽけに見えるだろう。

　しかし勘かん違ちがいしてはいけない。仕方のないことなのだ。

　なぜならどれほどの偉い業ぎようを成し遂とげていようとも、田作はいまだ十六歳の少年にすぎないのだから。

「……バカ姫ひめ……うえっ……バカ山田……ぅぐっ……ぜっでー許ざねえがらなぁ……」

　それでもやる気は十分。勝算とて無論ある。

　明日より三日間を逃げ切るために、今日は力を蓄たくわえよう。

　お姫様と守護神の長い長い鬼ごっこ。これよりスタート。




　　　　※




「リシェーラたんが心配だお……」

　妄もう想そう都市秋葉原の最さい中ちゆう枢すう『トラの穴』。その一室。

　革かわ張ばりの椅い子すに座る男が頭を抱かかえて苦く悩のうしていた。

「こうなったら僕も学校に入学して……ッ！」

　ジーパンＴシャツにスニーカーという、えらくラフな格好のオッサンなのだが、本名を『佐さ倉くら健けん太た郎ろう』といい、アキバ王その人である。

「ケンタロー、そなたは過保護過ぎだ」

　そんな、高校入学を本気で考える三十四歳を諫いさめる声。

「一人前の『姫ひめ騎き士し』となった娘むすめの心配よりも、もっとわたくしを構え」

　名前を『エトワール』という。

　別のデスクでパソコンを使用していた彼女は、いつまでたっても子こ離ばなれできない健太郎に不満タラタラだった。

「エトワールを構わなかった日なんて出会ってから一度もねえお」

「うっ……、た、確かに」

　しかし、キリリと向けられた真顔に頰ほおを染めて撃げき沈ちんする。

　健太郎はだいぶおかしな語ご尾びを使う痛いオッサンではあるのだが、実は欠点がそれぐらいしかない。

　結構な男前であり、語尾を真ま似ねるほど超ちようリスペクトしているネットキャラのように、不ふ屈くつの心と熱い魂たましいを持つオッサンなのだ（まあ、リスペクトしているキャラは多くの作者により性格自体は千差万ばん別べつなので、もともとの性格ではあるのだが）。

[image: ]

「リシェーラたんを心配するのは当たり前だお。こんな敵だらけの状態で学校通わせるとか、正気の沙さ汰たじゃねえお」

　吐はき捨てるように言う。

　どうやら娘の行動を是ぜとしているわけではないらしい。

「そなた自身が原因ではないか」

「うぐっ……」

　しかし嫁よめにバッサリ切り捨てられ、胸を押さえてデスクに突つっ伏ぷした。

「か、軽い気持ちだったんだお……。あの書き込みでこんなことになるとは……」

「軽い気持ちで未来を吹ふき飛ばすとは、大物だなそなたは」

「……………………」

　今度はエトワールが撃沈させつつ、なおも続ける。

「信じてやるがよい。あれはわたくしたちの娘なのだから」

　きれいに締しめた。

「いやいやいや、僕らの子だから信用できないんですが」

　が、健太郎は真顔で手を横に振ふった。

　どうやらいい話で終わらせてくれる気はないらしい。

「国こつ会かい議ぎ事じ堂どう占せん拠きよするわ、自衛隊ぶっ飛ばすわ、アメリカ軍とケンカするわ、東京半分ぶんどるわ、全部若かりし頃ころの僕らの仕し業わざですおね？」

「……………………」

　無茶苦茶やってやがる。

　これには嫁も苦笑い。

　さて、ここで簡単に経けい緯いを説明しよう。

『妄想都市秋葉原』が生まれたのは、たった一つの法案からだった。

　日本史上最悪の愚ぐ法ほうと言われる、『青少年育成保護法』。

　二は十た歳ち未満の少年少女に対しての、マンガやアニメ等、架か空くう二次元作品を対象とした法律である。

　当初、この法案における国民の関心はまったくと言っていいほどなかった。

　一部猛もう烈れつな反発を生みだしたが、その大多数がオタクと呼ばれるサブカルチャーに傾けい倒とうした者たちであり、一いつ般ぱん人にはどうでもいい案件だったのだ。

　しかしこのどうでもいい案件は、最終的には国民投票にまで発展することとなる。オタクたちが全力でネットへ拡散した『少年マンガはバトル要素が消え、少女マンガは恋れん愛あい要素が消える』という一文によって。

　そう、オタクたちは子どもを味方につけたのだ。

　だが、この行為は悪手だった。

　選挙権すらない未成年者の声が大き過ぎた為ために、逆に世論を敵にしてしまったのである。

　反発が過激となっていく小中高大学生への表向きの回答、『性犯罪の歯止め、暴力行為の抑よく止し』という言葉。

　この謳うたい文句が親世代の支持を集め、国民の七割に及およぶ有権者の賛成（消極的賛成を含ふくむ）をもち、西せい暦れき二〇一四年四月、『青少年育成保護法』が可決された。

　なんとも皮肉な話だ。

　が、しかし、この法案がたった一年で世界に戦乱を呼ぶなど誰だれが予想できただろう。

『青少年育成保護法』の拡大強化版である、『青少年育成保護新法』への法改正がそれだ。

　条文の一つにあった、『二次元媒ばい体たいにおける商業商品への国の認可検けん閲えつの義務化』が最悪の悪法たらしめた。

　検閲費や認可料を発生させ、僅わずかにでも逼ひつ迫ぱくする財政の助けになればと添そえられた一文が、想像を遥はるかに超こえる莫ばく大だいな財源になってしまったのだ。

　もはやサブカルチャーの枠わくをはみ出していた萌もえ文化は、とうに日本を代表する産業へと上り詰めていた。

　翌西暦二〇一五年八月、三〇〇万人超の反対署名を黙もく殺さつして法改正した結果、音楽、映像、小説、詩、はては二次創作というジャンルにまで『青少年育成保護新法』が飛び火するのはあっという間だった。

　暗黒期の到とう来らいである。

「……あの時はまだこの世界に不慣れだったのだぞ？　そなたを守るだけで精いっぱいだったのだ……」

「総理大臣の首を刎はね飛ばそうとしたときはマジでビビったお……」

　そして、当時の佐倉健太郎（のちのアキバ王）。

　高校時代の彼は、表現の自由へ糞くそを垂れた政府に爆ばく発はつ的な闘志を燃やす炎ほのおの反政府オタクであった。

　改正前ですら身を焦こがす怒いかりに苛さいなまれたというのに、人類の進化を阻そ害がいするが如ごとき愚ぐ鈍どんな改正法の登場は、もはや彼の感情を爆発させるだけにとどまらず、精神の分解、再構築、瞬まばたきする間に行われた那な由ゆ多たの永えい劫ごう回帰により、宇宙開かい闢びやくにも似た急激な命の膨ぼう張ちようをもたらす。

　怒り狂くるった健太郎は文化への愛ゆえに咆ほう哮こうし、悲ひ哀あいの涙なみだを流しながら、二度と生まれぬ安楽を悼いたみ、『姫騎士乱舞』をプレイした。

　そしたら『黒姫エトワール』が出てきた。

　そう、ブチギレてゲームをしたらいきなり画面から女の子が生えてくるという、完全エロマンガな超ちよう常じよう現象に遭そう遇ぐうしてしまったのだ。

『なんじゃこりゃあああああああああ!?』

　もちろん仰ぎよう天てんである。

『……は？　こ、ここはどこだ……？』

『夢かお!?　僕の嫁が画面から出てきたお!?』

　あれほど怒り狂った法律のことなど全すべて頭から吹き飛んだのは言うまでもない。

『はあ……？　嫁、だと？　何を申しておる！　ここはどこだ！　そなたは誰だ！』

『奇き跡せき！　僕の無限の愛がついに二次元の壁かべをぶち破った！　もうそれでいいお！　夢なら覚めるな！　覚めるくらいならもう殺せお！　いますぐ殺せ！』

『な、なにを……』

『愛してるおおおお！　エトワールゥゥゥゥ！』

『キャア!?　な、なんだ貴様は!?　どこを触さわっている!?』

『僕の！　僕の！　丸ごと僕のものだお！　うへへへへ！』

『こ、このっ、無礼ものがあああああ！』

『グハアッ！　ちょっ、なんで殴なぐ──ブフェッ！』

『色しき魔まめ！　死ぬがいい！』

『ギャアアアアアアアア！』

　奇くしくも、有あり明あけではコミックマーケット最終日の、夏の暑い日の出来事だった。

　が、現実は健太郎の思いを超えていく。

　夏の戦場を無事乗り越こえたオタクたちによる政府への大規模なデモは、健太郎とエトワールにたった一週間のラブコメしか許さなかったのだ。

　毎日のように殴り飛ばされ、風ふ呂ろあがりをニアミスして斬きり殺されかけた健太郎は『青少年育成保護新法』を思い出す。

　そう、『二次元媒体における商業商品への国の認にん可か検閲の義務化』ということは、『二次元キャラである黒姫エトワール』もその対象と言える……のかもしれない。

　戸こ籍せきや住民登録に明るくない単なる無知な子どもだった彼は、「ヤベエお！　このままじゃエトワールが国の管理下におかれちまうお！」と、デモの先頭に立つ事を決意。

　嫁キャラの為なら重課金どころか命すらかけられる炎のオタクとして、機動隊にぶっ飛ばされつつも、愛するエトワールの為に歯を食いしばって先頭に立ち続けた。

　ここから先を説明する前に、皆みな様さまへ謝らなければならないことがあります。

　大変申し訳ありません。十七年前の物語を語るにはページが冊単位で足りません。

　ですのでお叱しかりと苦情と打ち切りを覚かく悟ごし、思い切って説明を回かい避ひして流れを分かりやすく省略させてしまおうかと思います。

　十七年前の出来事を時系列順に並べると、




・日本政府による『青少年育成保護新法』制定。

・オタクがキレてデモ。ついでに考え足らずな当時の健太郎（十七歳）がエトワール（嫁）を守るためにデモの中心人物になる。

・機動隊にぶっ飛ばされる。

・嫁キレる。

・機動隊殲せん滅めつ。国会議事堂占拠。

・自衛隊が出動する事態へ発展する。

・しかし、健太郎のオタク仲間であったチャットメンバー四人も能力に目覚め、なんと総理大臣もろとも自衛隊の司令本部を制圧。

・パニクった日本政府による在日米軍への救きゆう援えん要よう請せい。

・ガチ内乱になるも、黒姫エトワールと四人の能力者、そして炎のカリスマ健太郎率いる二〇万人のオタクたちが沖おき縄なわ基地を制圧。

・日本政府の降こう伏ふく。

・まさかのクーデター成功により、東京都の半分の面積をぶんどりつつ秋葉原が自治区となる。

・アメリカ大統領と日本総理大臣が失神＆失禁し、責任を取り退たい陣じん。

・全世界が能力者の力に驚きよう愕がく。そして情報公開を求める。

・情報公開の見返りに、秋葉原が自治区である事を国連と理事国に認めさせる。

・そして能力者脅きよう威い論の発生。更さらに架空の人物に命を与あたえたアキバ王へ、神への冒ぼう瀆とくであると宗教家たちが激げき怒ど。

・更に二次元キャラであるエトワールの人権論争も過熱。しかし全世界のオタクたちによる擁よう護ごが凄すさまじい事に。

・アキバは世界の弾だん薬やく庫ことなった。




　と、こんな感じである。

　だいぶ間ま違ちがった根こん性じようを発揮し続けた結果、日本政府と世界に秋葉原自治区を認めさせ、二〇二〇年に正式な領主として君臨したのが『アキバ王』であり、統治する場所こそが『妄もう想そう都市秋葉原』なのだ。

「ともかく、十七年前に比べればぬるま湯のようなもの。二年前の戦いくさによって各国が被こうむったダメージは深刻だ。アキバが対処しきれぬ事態などそうそう起こりえまい」

「かもしれんけど……、各国なんてオブラートに包まないでくれるかお？　世界規模だお？　日本……というかアキバもダメージ負っておりますお？」

　激動の過去を懐なつかしむかのような楽観的過ぎるエトワールへ、健太郎は胡う乱ろんな視線を向けるしかない。

　所しよ詮せん高卒である己おのれが有能だなどと言うつもりはまったくないが、なんというか、皆自重しないのだ。

　いったんタガが外れると何をするか分からない。仲間たちの自重のなさに何度ドン引きさせられたことか。

　たとえば二年前の戦争時、『電子支配』と呼ばれる男がしたことはマジでシャレにならなかった。

『この神聖なる萌え王国を滅ほろぼしたいんですね、よーく分かりました……なら先にテメエらの国を滅ぼしてやんよぉ！』

　といきなりブチギレた瞬しゆん間かん、脳内でハッキング開始。

　ホワイトハウスをＤＤｏＳ攻こう撃げきし、同時に乗っ取ったアカウントから米国家安全保障局（ＮＳＡ）と米連れん邦ぽう捜そう査さ局（ＦＢＩ）経由で連合軍司令長官戦死の偽ぎ報ほうと、更に米大統領自殺という偽情報をマスコミ及びニューヨーク証券取引所へ発信する。

『くらえぇぇぇ！　疑ぎ似じバブル崩ほう壊かいぃぃぃ！』

　結果、Ｓ＆Ｐ５００（アメリカの上場銘めい柄がらから代表的な五〇〇銘柄を基もとに算出した株価指数）をたった二分で約二〇〇〇億ドルも下落させた。

　更に同様の手口で中国株式五〇〇銘柄をストップ安に叩たたき込み、市場安定を図はかる中国証券金きん融ゆう公司が投入した公的資金約四兆元（およそ六〇〇〇億ドル）をわずか三十秒で瞬またたく間に溶とかす。

『フハハハハハハハ！　アキバの敵は皆みな殺ごろしだあ！』

『ちょっ、やり過ぎぃぃぃ!?　日本まで崩壊しちゃうぅぅぅ！』

　金かねなんぞ萌えに比べればはるかに未熟な概がい念ねんだ、と言わんばかりの暴挙。

　そう、サイバーテロである。

　二大大国で同時に発生した経済的混乱はすぐさま全世界へと飛び火し、『電子支配』が乱らん舞ぶさせた総額は数千兆円とも言われており、日本の国家予算（一いつ般ぱん会計と特別会計を合わせた純計）が二四〇兆円程度である以上、多数の国が連れん鎖さ崩壊してもなんらおかしくなかったのだ。

　その余波が日本の一部である秋葉原にも襲おそい掛かかったのは当然として、二年たった現在でもダメージが回復したとは言い難がたい現状なのである。

「なに、アキバはもう問題なかろう。常温超ちよう伝でん導どうケーブルの生産も軌き道どうに乗った。日本とフランス政府への打だ診しんも良好。経済的には回復したと言ってよい」

　おっと、どうやら秋葉原だけは羽は振ぶりがいいらしい。

「で、次に台たい湾わん、北ほく欧おうか……。ほんとに世界を分断なんてできるのかお？　高卒の僕には火種としか思えねえお」

　しかも『常温超伝導ケーブル』とは、とんでもないものを作り上げたようだ。

　ちなみに実際の名めい称しようは室温超伝導が正しいのだが、語ご呂ろと通りがいいので常温超伝導と呼んでいる。

「当然火種であり、更に言うならいまさらだ。アキバを支え続けた『ハイパーソーラーシステム』。これを嗅かぎ付けられたからこその二年前の戦だろう？」

「それは、まあ……」

　というか、『妄想都市』の住人は未来に生きていた。

　ここでアキバの支柱たる超絶マシン、『ハイパーソーラーシステム』について軽く説明しておこう。

『トラの穴』の運営費は、もちろん秋葉原自治区民たちの税金で賄まかなわれている。

　その額約二兆円。前東京都の約三〇パーセントだ。

　元二十三区を含ふくめた半分の土地をぶんどってのこの額はいくらなんでも少なすぎるのでは？　と感じる方もいるでしょうが、日本政府との交こう渉しようの結果がこれなのである。

　結局は自治区である以上、司法立法行政に関してはノウハウや効率の面を考え政府の庇ひ護ご下へ置かれるしかない。

　外交や内政の経験などない当時のアキバ上層部が足元を見られるのは当然の結果であるし、それが十二年前に結ばれた秋葉原条約の真実とも言える。

　もちろんこれはただの不平等条約であり、日本の心臓とも言える中ちゆう枢すう部をたった三〇パーセントの予算で運営できるはずがないという、日本政府側の策略でもあったのだ。

　つまり、『どーせテメーらみてーなカスオタクどもに政治なんてできねーだろ？　とっとと頭冷やして泣きついてこいやボケが』という魂こん胆たんである。

　が、オタクに超能力が合わさるとどうなるか。

『予算足りなすぎワロタｗｗ』

『コストパフォーマンスとかいう虚むなしい言葉ｗｗ　誰だれか安価なミラクルエネルギーでも探してこいよｗｗ』

『税率倍に上げるしか手がねえｗｗ　暴動待ったなしｗｗ』

『ん～百年後くらいだと思うけど、なんか太陽光発電が主流みたいよ？』

『はえ？　マジで？』

『太陽光ｗｗ　変へん換かん効率一〇パー程度のクソエネルギーなんですけどｗｗ　……マジか？』

『マジ。予知夢で見たのそんな世界だった』

『ちょっ、お前もう一回見ろよ！　今度はテレパスで技術者一〇〇人ぐらい繫つなげるから！』

『いいけど、ならアイダーダックダウンの最高級布ふ団とん持ってこいｗｗ　ローマ法王とかが使ってる三〇〇マソくらいのやつｗｗ』

『ざけんな！　おいこのバカ縛しばり上げて簀す巻まきにしろ！　座布団の上にでも寝ねかせとけ！』

『ヤメロこのキモオタども！　私は正当な権利を──ッ！』

『テメエもキモオタだろが！』

　結果、技術者という名の機械オタクたちによるブレイクスルーに次ぐブレイクスルーが、エネルギー変換効率九〇パーセント超という夢の『ハイパーソーラーシステム』を生み出したのだ。

　まあ、こんなもん作ったのがバレたら電力会社やガス会社、更には石油会社とかが死にもの狂ぐるいで殺しに来るわけですが。

　そして未来の夢マシン開発に成功したアキバは、議事堂や都庁といった重要施し設せつへの使用料を政府から徴ちよう収しゆうしつつ急場をしのぐ。

『とりあえず誰にもバレないようにこっそり普ふ及きゆうさせるお。都市整備費、環かん境きよう費、産業労働費に予算を集中して、一刻も早くアキバ全体の力を底上げするお』

　このアキバ王の決定により五年も経たつころには五〇〇〇億キロワット時、現在では一兆キロワット時超という莫ばく大だいな電力の放出が可能となったのはどんな冗じよう談だんであろうか。

　原油に換かん算さんすると約二億四〇〇〇万キロリットル。

　太陽から降り注ぐ毎秒一七五兆キロワットのエネルギーを大気から少しずつかすめ取り、自治区どころか日本全土を賄えてしまう電力量こそが、『妄想都市秋葉原』を支える重要なエネルギー資源となったのだ。

　これがどういった意味を持つのか？

　アキバに暮らす住人たちはニートやオタクばかりではない。当然一般人はもっとたくさんいる。

　実は、彼らがアキバ王を領主として慕したい認めている理由は、アキバの光熱費が無料だからという現金なものが大半なのだった。

　自治区となっても税金が変わらないのに、なぜか電気は使いたい放題。

　となれば、

『よろしい、ならばＩＨクッキングヒーターだ』

『え？　ガス湯ゆ沸わかし器？　まだそんなの売ってる会社あるんですか？』

『オール電化って義務じゃなかったの？』

『電気代タダとかアキバ王マジ政界のファンタジスタ』

『日本史上最高の名君、それが俺たちのアキバ王だ！』

　だいたいこんなもんである。

　下手すると世界が変質しかねないシステムであっても、普ふ通つうに生きる人たちにとっては自分の生活が優先だ。

　理由とか難しい事はどうでもいい。電気代タダでしかも安全ならアキバ王を支持し続けるよ。と、アキバの住人は皆みなたくましかった。

「アキバが弾だん薬やく庫こであることは変わらぬ。ならば危険を冒おかしてでも未来への布石を打つは当然のこと」

「……リシェーラたんを囮おとりにしてまでかお？」

　妙みように陰いん謀ぼう臭くさい会話ではあるが、健太郎がまったく納なつ得とくしていないことは分かる。

　そんな恨うらめし気な夫の視線へ、妻は薄うすく笑って答えた。

「生き残るだけの力は与あたえた。ならばあとはあの者次し第だい」

「ちょっ、勘かん弁べんしてくれお。リシェーラたんが死ぬくらいなら世界なんて滅べばいいお」

　やたら厳しい事を言うお母さんと、もはやバカ親レベルのお父さん。

「すでに滅ぼしたのはそなたであろうが」

「いや、そうなんですけどね……」

　と思ったら、えらい物ぶつ騒そうなことを言うではないか。

「そう心配せずともよい。うれしい誤算も起きた。あの者には幸運の加護があるとしか思えぬよ」

「うれしい誤算……？」

　へこんだ旦だん那なを元気づけるべく、へこました嫁よめがそばまで近づいて慰なぐさめる。

　提示するのは、ついさっきパソコンへ送られてきた報告書の内容だ。

「『夢ゆめ予よ知ち』によれば、まだ予断を許さぬがようやくルート分ぶん岐きしたらしい」

「はあああ!?　二人を会わせても、もう未来は変わらないんじゃなかったのかお!?」

　その情報は黒姫に笑え顔がおを、アキバ王には驚きよう愕がくをもたらす。

「それについては情報部が満まん場じよう一いつ致ちの見解を出しておる。わたくしも同意見だ」

　なぜ分からないんだと馬ば鹿かにする視線を向けられたが、二年もの間ヒントすら摑つかむことのできなかった超難問なのだ。

　続きを話せと、無言で嫁へ訴うつたえかけるしかない。

「出会わせるのではなく、出会う。この違ちがいは運命が変わるほどに大きかろう」

「やだなにそれすごいロマンチック……、ってそうじゃねえお！　それじゃ最初から何もしなくても未来は変わってたってことになるお！」

　一いつ瞬しゆん乙女おとめ的思考で感動しそうになるも、二年間の苦く悩のうと労力を無む駄だにされた気がして納得いかない。

「いや、おそらく違う。知らぬうちに誰かが何かをしたのは間違いあるまい」

「へ？　何かってなんだお？」

　しかしその意見にエトワールは否いなを唱えた。

「分からぬから何かだ。でなければ、あの者がいきなり自分の意志で学校へ行きたいと言いだし、ピンポイントで第三を選んだ理由が説明つかぬ」

「……ん～、確かに偶ぐう然ぜんにしては出来過ぎだお。誰かがリシェーラたんに蒼蛇の居場所を教えた……？」

　アンタだよ。

　いや、まあ、盗ぬすみ聞きされただけなので、アキバ王に罪はないかもしれないが。

　しかもそれだけではない。




〝昨日ダメもとで影龍先生に『蒼蛇ってここの生徒ですか？』って聞いたら、『それを答える権限が私にはない。が、望めば必ず出会う運命ではあるだろう』って言ってたもの〟




　これだ。

　この会話があったからこそリシェーラは蒼蛇の存在を確信し、探し出す為ために動き始めたのだ。

　つまり、アキバ王、リシェーラ、厨ちゆう二に病びよう患かん者じや、そして蒼蛇の年ねん齢れいをこっそり教えた神魔十クロス字騎兵ナイツ団長、この四人によって未来が改変されたことになる。

　もちろん、意識的な介かい入にゆうでなければそれは未来改変へ繫がらないのではないかという疑問はあるだろう。

　しかしリシェーラの母であるエトワールからしてみれば、偶然だとか、二年間で皆ががんばり少しずつ改変したとか、そんな後付けの理由などどうでもいいのだ。

「もっとも、『二人の出会いは必然だった』という方が好みではあるな。そなたとわたくしのように」

　叶かなうならば、愛する娘むすめにも燃えるような恋こいを経験してもらいたい。

　最愛である旦那の首へ手をまわし、強ごう引いんに引き寄せ唇くちびるを奪うばう。

　エトワールは健太郎にメロメロなのだ。

「それと、『夢予知』からそなたへ警告がある。最重要らしいぞ？」

　唇を離はなし、黒姫が言う。

「警告？　最重要とは穏おだやかじゃねえお」

　いまだ首に手をまわされている状態だが、アキバ王は眼めを鋭するどくさせた。

「子ども同士の付き合いに親がちょっかいを出すな、だそうだ」

「……………………」

　しかし苦い顔で視線を逸そらすしかない。

「……もう二度としませんお」

　将来の娘むすめ婿むこに嫉しつ妬とし、人類滅めつ亡ぼうの未来を引き寄せてしまった自重しないお父さん。

　それもまたアキバ王だった。
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　お姫ひめ様さまが留学して三日目、木曜日。

　新しい朝であり、希望の朝だ。

「アンタなんてことしてくれたんすか！」

　しかし田でん作さくにとっては絶望の朝といったところか。

「朝から何をそんなに興奮している。まずは落ち着け、蒼ソウ蛇ジヤ」

「ああああああ！　もおおおおおお！」

　余よ裕ゆうのない田作は、大変失礼だがメールで影イン龍ロン先生を校舎裏へお呼び出し。

「その名前を出すなって言っただろうが！」

　悪夢にうなされ、うっすらと隈くまの浮うかんだ顔で怒ど鳴なりつける。

　これはいけない。

　倍近い年の先生に暴言を吐はくなど、いったいどんな教育を受けてきたのか。

「ねえ、嫌きらいなんすよね？　隊長は俺のこと嫌いだから嫌いやがらせしてるんすよね？　謝ります。本当に謝ります。だから勘弁してくださいよ！」

　だが許してやってほしい。

　もういっぱいいっぱいなのだ。

　影龍へ縋すがりつき、昔のように隊長と呼んでしまう少年の精神はすでに限界なのである。

　まずはこの頭のおかしな厨二病患者をどうにかしなければならないと、リシェーラたちから詰つまされる前に釘くぎを刺さす必要があった。

「なにを勘かん違ちがいしているのかは知らんが、教え子を嫌うほど腐くさっているつもりはない。手塩にかけた弟子でしならばなおさらだ」

　弟子とはいえ、男に縋りつかれた影龍は嫌そうに顔をしかめる。

　田作の顔面をつかんで引きはがそうとしているのだから、影龍にショタっ気がないのは間違いない。

「じゃあなんでここに俺がいること言ったんすか！」

　師の愛など微み塵じんも感じられない弟子は喚わめいてしまう。

「ふむ。なぜお前がここに存在するか、か……。随ずい分ぶんと成長したな、それを哲てつ学がくと言う」

「違ちっげえぇよ！　そうじゃねえよ！　思想も真理もどうでもいい！　単純に物理的な話だっつーの！」

　だが届かない。思いがどうしても届かないのだ。

「お姫様に余計なこと言ったらしいじゃないですか！　クラスの女子たち巻き込んで俺のこと探し回ってるんですよ！」

　だから一気に現状をまくし立てる。

「護衛にも支障が出ますから責任とってなんとかしてください！」

　事態の収しゆう拾しゆうを渇かつ望ぼうしていることもはっきりと言った。

「私が彼女に言っただと？　勘違いではないか？」

　弟子の状じよう況きようは理解したが、影龍としては困こん惑わくするしかない。

　まったく身に覚えがないのだから。

「他者の個人情報を話す権限など私にはない。故ゆえに肯こう定ていも否定もできず、できたのは助言だけだ」

「なんで助言すんだよおおおおおおお！」

　同じ生命体と話してる気がしない田作は叫さけぶしかなかった。

「仕方あるまい。私の教え子となったからには、姫の悩なやみや疑問を真しん剣けんに考えるのは当たり前のことだろう」

「うっ……」

　しかしこれには口ごもってしまう。

「教師である以上、特定の生徒を贔ひい屓きにするなどできんよ。当然、それは私の直弟子であるお前にも適用される」

「ううっ……」

　というか、普ふ通つうに正論だ。

「お前への多少の優ゆう遇ぐうは能力が故にだ。護衛の依い頼らいに関しても、こちらは対等に交こう渉しようし、正当な報ほう酬しゆうをすでに支し払はらっている。お前の言い分は筋違いだ」

「うううぅぅぅ……ッ」

　厳しい。

　田作にはとても厳しいお言葉。

　たとえ厨二病でも影龍先生は頭がいいので、子どもの駄だ々だなど正論で叩たたき潰つぶせてしまうのだ。

　しかも手を緩ゆるめるつもりはない。

「第一、私の助言など本来は気休め程度の重みしかない。お前の存在を確証するには弱すぎる。おそらく事前にお前が同年ねん齢れいであり、この学校へ通っているという二つの情報を取得していた可能性が高い」

「うううううううううう……ッ」

　鋭い。

　アキバ王と神魔十クロス字騎兵ナイツ団長から入手したと話すお姫様の姿を思い出し、田作にできたのは唸うなり続けることだけだった。

（厨ちゆう二に病のくせに……厨二病のくせに！　なんでこの人頭いいんだよお！　バカア！）

　いや、容よう赦しやしない大人からフルボッコにされても泣きながら反発することこそが、きっと子どもの特権なのだろう。

「情報の断だん片ぺんを集め、統合し、運を味方につけ、正しい答えへとたどり着き行動する。しかも個人の能力ではなく数の力に頼たよった。姫はなかなかに優ゆう秀しゆうなようだ」

「……………………」

　クク、と口の端はしを歪ゆがめる師の姿に心が折れそうだ。

　そこまで相手を褒ほめられたら唸ることもできないではないか。

「……『蒼蛇』って、機密事じ項こうじゃないんですか？」

　だから、嫌で嫌で仕方がない名前を口に出してでも確かく認にんする。

「違うな。事の顚てん末まつを知る上層部の暗あん黙もくの了りよう解かいというだけだ。誰だれが蒼蛇と会おうが構わんよ。お前が蒼蛇として行動したところでなんの問題もない」

「そんな……」

「でなければ、私たちがこうして気軽に話すことなどできんさ」

「……………………」

　そりゃそうだ。

　蒼蛇自身が機密ならば、たとえ教師・生徒という立場だったとしても、学校という公おおやけの場で『結界師』が田作に接せつ触しよくするなどありえまい。

「『アキバの守護神』が重要な札であることは認めよう。だが十四歳の子どもを戦場へ送った証あかしの札でもある。上層部がお前へ干かん渉しようしないのは、あるいはそんなところかもしれん」

「……………………」

　そして希望は絶たたれた。

　田作に残された唯ゆい一いつの勝算とは影龍だったのだ。

　蒼蛇を探すことは機密事項に抵てい触しよくする、もしくは蒼蛇などこの学校にはいないと、そうお姫様へ言ってもらうつもりだった。

「お前に残された選せん択たく肢しは、『捕つかまる』か『逃にげ切る』かのどちらかだけだ」

「……そっすか」

　絶望とはまさにこのこと。

　今の田作には、処しよ刑けいを待つ囚しゆう人じんの気持ちが理解できてしまう。

「ならば逃げ切ればいい。それほど難しいことか？」

　が、影龍は否いなを返した。

「……え？」

　うつむき、肩かたを落としていた田作は顔を上げる。

「女子に限らず、お前を除いた一組のニートたちはまだ雛ひなだ。読心、過去視、未来視、看破、探査、予測、直感、予知、念写、霊れい媒ばい、支配等、それら情報系の能力を持つ生徒たちも、今はまだ個人を特定できるだけの力などない」

　先ほど自身が言った通り、影龍先生は生徒を贔屓したりはしない。

「たった三日でたどり着くには、やはり時間が足らんだろう」

「お、おおぉぉ……、影龍隊長……ッ」

　悩む教え子がいるのなら、先生として助言くらいは与あたえるのだ。

　田作のレイプ目に光が戻もどっていく。

（ヤバイ、やっぱこの人カッケーよ。厨二病でさえなければだけど）

　少年ですらときめかせてしまう魅み力りよく溢あふれる大人の男。欠点は厨二病であることだけだ。

「問題は姫が退校しても継けい続ぞくしてしまう場合だが……」

「お、おうっ!?」

　それは考えてなかった。

　確かに残ったメンバーが調査を続行する可能性もある。

「姫という求心力がなくなれば、集団としての力も急速に失われる。力が弱まってきたら静かに噂うわさを流せばいい」

「噂っすか？　なんでそんなことするんです？　流すならどんな風にですかね？」

　なるほどなるほどとうんうんうなずきつつ、田作は疑問に思ったことを素す直なおに、そして迅じん速そくに、矢や継つぎ早に尋たずねるしかない。

　時間は有限であり、影龍先生がアドバイスする時間が無くなるなどあってはならないことだからだ。

「情報の確度を下げるためだ。流す噂としては、蒼蛇は教員である、確かに学生ではあるが来年入学してくる、第三高校ではなく第一もしくは第二の生徒である、教員や生徒ではないが学校関係者である等が有効だろう」

　あとは独り歩きして収拾などつかんよ、という締しめの言葉は、悪夢にうなされるほどナーバスになっていた少年の心を救った。

「さすがっす！　やっぱ隊長はすごいっすね！」

　心が二年前に戻ってしまうほど、影龍への尊敬の念はうなぎ登り。

「古典的であり初歩的ではあるが、流言はいまだ使われる情報かく乱の基本だ。覚えておけば生きるのが楽になる」

　策というほど大層なものでなくとも、すぐさま対策を立てられることが素す晴ばらしい。

「いやほんとすごいっすよ！　ありがとうございます！　おかげで助かりました、影龍隊長！」

　もう暴言を吐いた少年などどこにもいない。そこにいるのは、希望溢れる明日を信じて生きる普通の少年なのだ。

　そんなキラキラと目を輝かがやかせる姿に満足した影龍は踵きびすを返す。

「朝の職員会議まで時間もない。お前も早く教室へ行け」

「うっす！」

　そして振ふり返らぬまま軽く手を上げ、最後に重要なアドバイスで締めくくった。

「大事なのはいつもと変わらんよう行動することだ。焦あせりから挙動不ふ審しんな真ま似ねをすれば姫ひめに必ず捕まるぞ。気をつけろ」

「……………………」

　左足を庇かばいながらの多少ぎこちない歩みではあったが、厨二病を患わずらうその背中はなかなかにキマっている。

　見送る田作は無言だった。

「……………………」

　背中で語るとはこういうことだと言わんばかりのその様を、黙だまって見つめ続ける少年は何を思うのだろう。

「……鼻からラーメン」

　きっと一言では表せない多くのことに思いを馳はせているはずだ。

「オッパイダイブ……」

　師の助言を胸に、田作の戦いが始まる。




　　　　※




　朝のホームルームが終しゆう了りようし、皆みながワイワイガヤガヤとおしゃべりしながら授業の準備に取り掛かかっている。

（なにが必ず捕まるだ。そんなわけねえだろ。やっぱり隊長は当てにならねえ）

　とても恩知らずなことを思いつつ、田作もまた教科書やノートを取り出していた。

（絶対逃げ切ってやる。ああそうだよ、隊長が言った通りあと三日逃げ切れば俺の勝ちだ）

　十分当てにしてるじゃん。というツッコミは置いといて、昨日とは打って変わって闘とう志しを燃やす少年は、己おのれを追う狩人かりうどたちがまだ半人前だということに気づき絶望など退けたのだ。

　まあほぼ全すべて影龍先生のおかげなのは言うまでもない。

「ねーみんなー」

　とそこで上がるお姫様の声。

（来たかバカ姫！）

　ついに行動へ出るのかと、田作はビクリと体を強こわ張ばらせた。

「すぐ済むからアンケートに答えてほしいんだけど、協力してくれないかな？」

　視線を集中させる先。

　教きよう壇だんに立つのはリシェーラを中心とするアンケート用紙を持った女子六人だ。静しずかもそのメンバーである。

「丸つけるだけだからお願いね」

　手を合わせてお願いするかわいい留学生に、男子たちは（もちろん女子も）快く了りよう承しようする。

　リシェーラが右みぎ端はしの縦列へ次々に用紙を渡わたしていき、静たち五人もそれぞれの列へ手渡していった。

　そして六列六席へ全ていきわたる。

（アンケートだと？　何が狙ねらいだ！　俺は絶対に答えたりしねー……いや違ちがう！　落ち着け田作！　俺一人が白紙ってのはマズイ！　怪あやしすぎるだろ！　匂においを残すような真似はよせ！　まずは内容を確認するんだ！）

　もちろん田作の頭はフル回転だ。

　某ぼうＤノートに出てくる新世界の神ばりに思考を研とぎ澄すませるしかない。

「はい、どうぞ」

　そして女子から手渡された用紙を血走った目で凝ぎよう視しする。




・学校のカリキュラムに特に不満はない

・学生食堂のメニューに満足している

・勉強よりも体を動かす方が好きだ

・上級生がいないのはやっぱり寂さびしい

・修学旅行で選ぶなら京都一択たくだろう

・蒼蛇、あるいはアキバの守護神という言葉を聞いたことがある




　内容はたった六問であり、それぞれ『はい』『いいえ』が付け加えられていた。名前の記入欄らんすらない。

　これなら確かに時間もかからないだろう。

（チクショウ！　明らかに異い彩さいを放ってやがる！）

　しかし田作は心の中で罵ば倒とうした。

（最後の六問目だけ趣しゆ旨し違うじゃねーか！）

　確かにあからさま過ぎだった。

　罠わなだとしてもかなり頭の悪いアンケートと言えるだろう。

　が、

（クソッ！　この質問に何の意味がある！　どっちでもいいわこんなもん！）

　田作も別に頭がいいわけではないので、こんなんでも十分脅きよう威いとなってしまう。

　現に田作は迷っているのだから。

（つーかアキバに住んでりゃ全員知ってる言葉だろ!?　違うの!?　俺が自意識過か剰じようなだけで普ふ通つうは知らないのか!?　だいたい名前書く欄もないんだから誰だれが書いたかすら特定できないだろこれ!?）

　影龍からは、個人の特定などできない、と太たい鼓こ判ばんを押されている。

（ま、まさか強力なサイコメトリストが女子の中に……ッ!?　いや落ち着け！　隊長はそんなヤツいないって言ってた！）

　だから無記名のアンケートなど無意味なはず。

（なら純じゆん粋すいなメンタルチェック……もしくは、やはり罠か！）

　それが何の罠なのかまで思いつく頭はなかったが、体は子どもで頭脳は大人の名めい探たん偵てい並みに思考を加速させていく。

（おそらくこの二択には意味がある！　隠かくされた真実が！　どっちだ!?　『はい』か!?　『いいえ』か!?　どっちに丸つければいいんだよ!?）

　そんな、田作がガチの頭脳対決にテンパっている裏では。

（横よこ山やまさーん。もうみんなと繫つながってるのよねー？）

（大だい丈じよう夫ぶだよ、リシェーラちゃん。伝えたいことしか伝わらないから普通にしゃべる感じでオケ。だけどみんなにも聞こえてるってことを忘れちゃだめだよ？）

（あ、そうなの？　なんか電話してるのと似た感じなのね）

（アハハ。同時通話と変わらないから滅めつ多たに使わないんだ。ＬＩＮＥの方が便利だし、どっちかと言えばチャットの方が好きだしね）

（そっか）

　などと、女子たちが暗あん躍やくしていた。

（藤ふじ原わらさん、聞こえる？）

（聞こえてるよ～）

（男子たちの反応はどう？）

（ん～、みんな結構強い感情出してるかな～）

（あちゃー、全員かあ……。ならこの手は失敗かもね……）

　どうやらアンケートの回答に意味はなく、テレパシーで女子たちの意識を繫ぎ、リーディングにより男子たちの感情を読んでいるらしい。

　オーバーヒートしそうなほど頭を酷こく使ししている田作が知ったら憤ふん死しするだろう。

（山やま田だですが、よろしいですか？）

（ええどうぞ、静）

（蒼蛇に何らかの強い感情を抱いだいてしまうのは仕方ありません。ニートであるならなおさらです）

（うーん、確かにそうかもしれないわ）

（ですので、感情を限定します）

（限定……？　ああなるほど、絞しぼり込むのね。どんな感情がいいと思う？）

（おそらく困こん惑わく、不安、焦しよう燥そうのどれかだと思います。これだけあからさまな設問です。蒼蛇からしてみれば、これはいったいどういうことなんだと不審に思うでしょう）

（ハイ、採用！　というわけで藤原さんお願い）

　危ない。

　田作はまさしくそれらを全て足した状態だ。

　ピンポイントで看破する静には脱だつ帽ぼうするしかない。

　本当の能力は全然別であるのに、恐おそろしいほどの精度でプロファイリングする様はなるほど、伊達だてにお姫様の護衛役ではないということなのだろう。

　もはや田作の命は風前の灯ともし火びであり、絶体絶命とはこのことだ。

（え～っと？　喜き怒ど哀あい楽らくの内どれかな～？）

（え？　『哀』でしょ？）

（待ってください、『怒』ではありませんか？　不安など叩たたき潰つぶすものでしょう？）

（うまくいかないから人生は『楽』しいって、あたし聞いたことあるよ？）

　が、セーフ。

（単純な感情じゃないと分からないよ～。ごめんね～、機き微びまではちょっと～）

（あ、こっちこそごめんなさい。無理言っちゃったわ）

　まさに危き機き一いつ髪ぱつであろう。

　藤原さんの未熟な能力では、複雑である感情は強弱ぐらいしか読むことができないのだ。

（ここまでですね。時間切れです、リシェーラさん）

　ここで静からの終了の合図。

　たった六問のアンケートでは稼かせげて二、三分。

　しかしそのわずか二、三分で蒼蛇候補を絞り込もうとしたところに、リシェーラを含ふくめる女子たちの本気がうかがえた。

「そろそろいいかしら？」

　と壇だん上じようで声を上げるお姫ひめ様さま。

（待て！　まだだ！　もう五分……いや三分待ってくれ！）

　心の中で叫さけぶ田作。

「じゃあ後ろから前に渡していってね」

（チクショォォォ！）

　田作の懇こん願がんもむなしく、アンケート終しゆう了りようである。

（ダメだ！　いくら考えても深い意味があるとは思えねえ！　つまりこれはただの引っ掛かけ問題！　絶対にそうだ！　蒼お蛇れをハメる気なんだ！　なら、こっちだあああああああ！）

　脳が焼き切れんばかりに思考を加速させ、とりあえず『はい』に丸を付けると前の生徒へ渡す名探偵。

　ゼハァゼハァと、激しい疲ひ労ろうに苛さいなまれる姿がとても痛ましい。

「みんなありがとう」

　魅み力りよく的な笑え顔がおでお礼を言うリシェーラへ向きもせず、田作は机に突つっ伏ぷすしかなかった。

　全身全ぜん霊れいで見えない何かと戦った少年と、奮ふん闘とうむなしく何の成果もあげられなかった少女たち。

　互たがいの力は、まさに五分と五分だった。




　　　　※




「みんな、急いで！」

　四時限目の授業が終わり、昼休み。

　リシェーラの号令とともに、女子たちが一いつ斉せいに立ち上がる。

「次は五組よ！」

　そして全員飛び出していった。

「女子たちいったい何やってるんだろうね？」

「いや、だからアンケートだろ？」

「あれなんか意味あんの？」

「さあ？」

　クラスの男子たちは皆みな困こん惑わくである。

「つーか鬼き気き迫せまり過ぎてね？」

「リシェーラちゃんが楽しそうだしいいじゃん」

「ちょっ、おま（笑）」

「おいおい、お前なにリシェーラちゃんのことちゃん付けで呼んでんだよ？」

「お前もちゃん付けで呼んでるぞ」

「ッ!?　そ、そんなバカな……。なんで俺はリシェーラちゃんをちゃん付けで呼んでるんだ……？」

「わざとらしいよ。ちゃんとリシェーラちゃんって呼ばなきゃ……ッ!?」

「リシェーラちゃん……佐さ倉くらさん……リシェーラちゃん……、駄だ目めだ！　名前呼びだとなぜかさん付けできねえ！」

「佐倉さん……リシェーラちゃん……、ほ、ほんとだ！　どうなってんだこれ!?」

「馬ば鹿かだな、君たち。試ためしにものすごくかわいい小学生の女の子を想像してみなよ」

『？』

「その子の名前をさん付けで呼ぶわけ？」

『ッ!?』

「理解できた？」

「そ、そうか……ッ！　これが庇ひ護ご欲……ッ！」

「小さいものを守りたいという自然な欲求……ッ！」

「遺伝子に支配されるとはこういうことか……ッ！」

「ロリコンが正しいって生物学的に証明されちまったぞ!?」

「今なら断言できる！　ロリコンじゃないやつは人間じゃないってな！」

　まあ、身長一四七センチのちっちゃいお姫様に萌もえまくるアホな男子たちは置いといて、田作は現在、終始生きた心地ここちがしなかった。

　最終的に、たいして意味がないと判断したあのアンケート。

　リシェーラたちはなぜかそれを持って、休み時間になると他クラスへ突とつ撃げきするのだ。

（どういうことだよ……、あれってやっぱり意味あるのか？）

　顔面を蒼そう白はくにしつつ怯おびえるが、このまま手をこまねいているわけにもいくまい。

（意味があるなら確かく認にんしとかないとヤベエ……）

　田作はそっと立ち上がり、息を殺してドアから少しだけ顔を出した。

「おい、田た中なかがまた女子たち盗ぬすみ見てんぞ？　いいのかあれ？」

「う、うーん。ま、まあリシェーラちゃんかわいいし、多少は仕方ないよ」

　あくまで陰かげの護衛であるべく、気配を殺して静かに情報を集めようとする姿勢は素す晴ばらしい。もちろん周囲の雑音を完かん璧ぺきに遮しや断だんするその集中力も同様だ。

「多少っていうか、ずっと見てるんですけど……」

「リシェーラちゃんに襲おそいかかったりしないよな……？」

「いやいや、信じてやろうぜ。同じクラスの仲間だぞ」

「そりゃそうだけど……、あいつと親しいやつって誰かいるの？」

『……………………』

「あー、いや、田中ってちょっと濃こ過すぎるよな？」

「うん。具体的に言っちゃうと不気味というか……」

「怖こわいというか……」

「気持ち悪いというか……」

『……………………』

「いやいやいやいや、見かけで判断するのやめようぜ！　俺そういうのあんま好きじゃねーんだ！」

「お、おう、そうだな。見かけよりもしゃべり方がキモイけど、我が慢まんできないってほどじゃねえし」

「ま、まあ、イジメとかは俺も勘かん弁べんだな」

「信じてやろうぜ、同じニートじゃねえか」

「そだね。同じニートだし、田中はストーカーなんかじゃないよ」

『……………………』

　アホではあるがみんな気のいい子たちばかり。

　そんな男子たちの信しん頼らいを背に、田作は更さらに行動する。

（また二手に分かれたか……）

　五組に突とつ入にゆうしたのは、四組までと同じくリシェーラと静、そしてリーディング能力を持つ藤原さんと送信係の横山さんを含めた六人のみ。

（落ち着け、平常心だ。隊長に言われたように、自然にさりげなく行動しろ）

　残りの十一人は別行動らしい。

「フ、フヘヘ！　やっぱり新築の校舎は壁かべもキレイでござるな」

　何を思ったかいきなり棒読みでしゃべりだすと、素す早ばやく廊ろう下かの壁へ張り付く田作。

「この壁の滑なめらかさがなんとも悩なやましい」

　そしてそのままカニ歩きだ。

　どうやら田作は壁に性的興奮を覚える特とく殊しゆな性せい癖へきの持ち主であるらしい。

『……………………』

　ニョキニョキと五組へ近づいていく姿を微び妙みような表情で見守る男子たち。

　そんな彼らの視線に気づかず着実に目的地を目指す。

「痛いてっ」

「あたっ」

　しかし、四組に差し掛かったあたりで小さな悲鳴を聞き、ん？　と振ふり返った。

　田作が廊下側の窓から教室内へ目を向けると、二人の男子が後頭部をさすりながら外を見ている。いや、室内にいる大半の生徒たちが窓の外へ顔を向けていた。

「外から何か飛んできたぞ？」

「うん、これだね」

「ボール？」

「軟なん式しきテニスのゴムボールだよ」

「おいおい、どこでテニスなんかしてんだよ……」

　どうやらテラスとなっている外側の窓から二つ飛びこんできたらしい。

　数人の生徒が窓から顔を出し、キョロキョロと周囲を確認していた。

　ちなみにここは二階である。

　一階は職員や事務員用の部屋が集中しており、生徒たちが授業で使用する教室はそのほとんどが二階だ。

　まったく必要のない情報なのだが、コの字形で建てられた秋葉原第三高等学校は、採光の為ためにたくさんのガラスを用いた未来的外観をしている。

　中庭はオシャレなレンガ調のルーフテラスとして造られ、三階に体育館、室内プール、柔じゆう道どう場、剣けん道どう場やトレーニングルーム等が充じゆう実じつし、表のグラウンドはもちろん、更になんと地下にテニスコート、フットサルや陸上競技用の第二グラウンドまであるという超ちよう都市型学校なのだ。

（どうでもいいっつーの）

　一いつ瞬しゆん校舎の間取りとボールとの因果関係が頭をよぎるも、今はそんなことに構っちゃいられない。

　田作はニョキニョキと更に歩を進めた。

「おお、この部分の壁は特に艶なまめかしいですぞ」

　そしてついに目的地へたどり着く。

（ふー。スパイの真ま似ね事ごとってのも楽じゃねえな）

　おっと、どうやら壁に並々ならぬ興味があったわけではなく、リシェーラたちを監かん視しするための演技だったようだ。

　しゃがんで壁を調べるフリをしつつ窓からこっそりうかがうのだが、そんな彼を見み詰つめる者たちを忘れてはいけないだろう。

「田中って頭大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「なにも見えてないみたいだね」

「恋こいは病って聞いたことがある」

「確かに病気みたいだな、頭の」

「少しは隠かくす努力をしろよ」

　当然、遠くから眺ながめる男子たちは呆あきれ顔である。

　頭隠して尻しり隠さずどころではない。何も隠せていないのだ。

　田作に諜ちよう報ほう員としての適性は欠片かけらもなかった。

（やっぱ同じかぁ……。意味があるとは思えねえんだよなぁ……）

　二組、三組、四組。そして五組と、休み時間のたびに行われた女子の行動は一組のときとまったく同じ。

　田作は毎度毎度リシェーラの横顔を眺めつつ頭をひねる以外にすることがない。

「それじゃ回収するから、後ろから前へ渡わたしていってね。みんなありがとう」

　いや、全力でこの場を離り脱だつする以外にだ。

（っと、見つかるわけにはいかねぇ）

　リシェーラたちが出てくると判断した田作は大きく後ろへ跳とんだ。

　そして逆側の窓へと顔を出し、ガラガラとドアの開く音を聞いた瞬間、

「フヒヒ、今日もいい天気ね。お日様がまぶしいですぞ」

　と擬ぎ態たいする。

『……………………』

　そんな不ふ審しんすぎる少年を、女子六人は無言で凝ぎよう視しするしかない。

　しかし、彼女たちの視線をまともに浴びているのは重々承知しつつも、田作は普ふ段だんの自分らしく誰だれとも顔を合わせたりなどしなかった。

　このあまりにも徹てつ底ていした自分らしくは、影龍の忠言通り絶大な効果を発揮する。

（田中またいるんだけど……）

（これストーカーってやつじゃないの？）

（うわ、キモ……）

（背中越ごしでも～すごく強い感情がリシェーラちゃんに向いてるね～）

（ストーカーなど死ぬべきです。叩たたきのめしても構いませんか、リシェーラさん？）

（ア、アハハ……。ま、まあまだ実害ないし……、ストーカーだと決まったわけじゃないし……）

　ドン引きする女子たちの中に、田作と蒼蛇をイコールで結び付けられるものなどいないのだ。

　美化された蒼蛇というイメージと、あまりにも挙動不審な田作はまさに水と油。

（た、田中君のことはこの際目をつぶりましょう、時間もないし）

　リシェーラが慌あわてて皆みなを促うながす。

　これは心優やさしいお姫ひめ様さまが田作への理り不ふ尽じんな暴力を未然に防いだ、ということではもちろんなく、正直リシェーラも気持ち悪かったからに過ぎない。

（ほ、ほら、食堂でみんなが待ってるわ）

　ならばすぐさま離はなれるしかないだろう。

　リシェーラは静たちを引っ張るように走り出した。

（ふう。俺の隠おん形ぎようも捨てたもんじゃねえな）

　あっという間に去っていく女子たちを確認し、安あん堵どの息を漏もらした田作もまた走り出す。

（あれだけ接近しても気取られねえなら、もう少し大だい胆たんに動くか）

　心が少々蒼蛇時代に戻もどっている気もするが、ここは己おのれの全能力を使わねば明るい未来を手にすることなどできまい。

　敵の正確な情報を入手する為、田作はさらなる接近を試みる。

　舞ぶ台たいを学食へと移した情報戦はこの後すぐ。




　　　　※




　ガヤガヤとにぎやかな学生食堂。

「リシェーラちゃーん。こっちこっちー」

　リシェーラが視線を向ける先には、数名の女子たちが四つのテーブルを一まとめにして飲み物を準備している。

「ありがとう。使いっ走りみたいなことさせちゃってごめんね、みんな」

「構わないよ。食券買って料理運ぶだけだもん」

　更に数名が次々に料理を運んでいた。

「おーい、確かめてきたよー」

　と、これまた数名の女子たちが集まってくる。

　どうやら各おの々おのの役割を終えた一組女子たちによる作戦会議が始まるらしい。

　全員揃そろったところで『いただきます』だ。

　そんな素す晴ばらしく統とう率そつされた集団の姿に、田作はギリリと歯を嚙かみしめるしかない。

（チッ！　さすがアキバ王と黒くろ姫ひめの娘むすめ。たった三日で完全に掌しよう握あくしてやがる。統率力も並じゃねえってか？）

　食堂の一角で輪になり談だん笑しようする女子たちはすごく楽しそうだ。

　独りぼっちで戦う田作とは大おお違ちがいである。

（けど独りで目立たないからこそ、諜報戦は俺の方が有利だ）

　調理時間が学食中最速のかけそばはすでに手に入れた。

　ならばあとは、存在を察知されることなく、いかに諜報に適した席へ座れるかだけだ。

（あそこだ。うまい具合に一席だけ空いてやがる）

　どうやら運があったのだろう。

　片側三席のテーブルで一つだけポツンと空いた席は、もっともリシェーラたちと距きよ離りが近い。

　相席となってしまうが、混雑する食堂ではよくあることだ。

（いくぞ）

　目標を定めた田作は迅じん速そくに行動を開始。うつむくことで前まえ髪がみで顔を隠し、猫ねこ背ぜになって歩き出す。

　狙ねらうは大胆にもリシェーラの真後ろの席だ。

「フ、フヘヘ、失礼するでござる。ここ、相席いたしますぞ」

　後ろのお姫様たちに聞こえないよう、声を抑おさえて丁てい寧ねいにお願いした。

『……え？』

　了りよう解かいを得ずに強ごう引いんに着席すると、相席者たちがそろってポカーンとなる。

　六人掛がけのテーブルで、今の今までペチャクチャとお話ししていた女子の五人全員がだ。

『……………………え？』

　そう、田作が座ったのは友人同士であろう女子たちしかいないテーブル。

　しかも空いていた席はど真ん中であり、田作は両手に女子、対面三つも女子という、とんでもない席を選んだのだ。

　いくらなんでも大胆過ぎるだろう。

『……………………』

　呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす、いや座り尽くす女子たちを置き去りに、田作はズルズルとそばをすすった。

　しかしその耳は後ろの集団へ集中している。

　一言たりとも聞き逃のがすつもりはない。

「それで、四組の子はどうだった？」

　リシェーラの声に、四組？　と田作は怪け訝げん顔だ。

（五組じゃなくて？　別動隊が何かしたのか……あッ！　あのボールか!?）

　そして気づく。

　四組を通りすぎる際に、外から飛んできたボールだ。

「たぶん二人とも違うんじゃないかな」

「遠クレア視ボヤンスで表情まで観察したけど、無防備に当たった後も不思議そうに頭さすってたよ」

「ちょっと申し訳ないけど、痛くないようにぶつけたからＯＫってことで」

「いやいや、後でちゃんと謝りにいくからね？」

　どうやら二手に分かれた女子の内、四人が四組の男子へボールをぶつけた犯人らしい。

（だけどなんでそんなことすんの？）

　まあ当然の疑問を抱いだいたのだが、それに静が答える。

「やはりもう少し殺傷力のあるものにするべきではないですか？　拳こぶし大の石とか」

『いやいやいやいや』

「もちろんぶつけたりはしません。高速で頰ほおを掠かすめさせるのです」

『いやいやいやいやいやいやいやいや！』

「ですが、命の危機を感じさせるくらいでなければ反応しない可能性が……」

『命の危機ダメ！』

「そうですか……」

　結果、全員から駄だ目め出だしだ。

（ああ、昨日バカ姫が言ってた案か。一いつ般ぱんクラスで迂う闊かつに能力発動させりゃそいつが蒼蛇って？　いくらなんでも短たん絡らくすぎだろ）

　心の中で嘲あざ笑わらう。

（一人ひとり試ためしてる時間なんてあるわけねーじゃん。ま、俺にとっては好都合だからどんどんやってくれ）

　が、女子たちは田作より頭がいいことを忘れてはいけない。

「四組と五組のアンケートもリーディングし終わったよ～。やっぱりいないと思う～」

（え？）

「お疲つかれさま、藤原さん。五組が全員無反応なのは予想外だったけど、これで二組から五組に蒼蛇はいないってことでいいわね」

「決めつけは危険です。その可能性が高いという認にん識しきでいきましょう」

（え？　え？）

「もちろんよ、静」

（も、もう二組から五組の男子全部調べちゃったの!?　噓うそでしょ!?　まだ半日しか経たってませんよ!?）

　そう、包ほう囲い網もうは確実に狭せばまっていた。

（どどど、どうやって!?）

　田作はパニクるしかない。

　カタカタと震ふるえるドンブリを持つ手が、周囲に汁しるをまき散らしまくる状態だ。

　だが、相席していたはずの女子たちはすでにいなくなっている。

　まったく知らない男子がいきなり輪に入ってきたことにドン引きし、汚お物ぶつを見るような目で席を立っていたのは不幸中の幸いと言えるだろう。

「そういえば藤原さん、大だい丈じよう夫ぶ？　ずっとリーディングしっぱなしで疲れてない？」

「全然大丈夫だよ～。ウチ犬飼ってるからね～。その子とよくお話しするんだ～」

「アニマルトーキングまで使えるの？　サイコメトリーといい、あなたのリーディングは随ずい分ぶんと応用がきくのね。とても素晴らしいわ」

「そんなことないよ～。精神テレ感応パシーじゃないから真ま似ね事ごとだもん～。過去視なんて無理だし～物に焼き付いた感情をちょっとだけ読めるだけだから～」

「それでも大助かりよ。アンケートの最中にクラスごとリーディングして、用紙からも感情を読み取れるんだもの。あとから男子を一人ひとり確認できるならミスが減るわ」

　どうやら藤原さんが大だい活かつ躍やくのようだ。

（藤原さんが便利過ぎる！　これほんとに大丈夫なのかよ影龍隊長！）

　なんとなくアンケートのカラクリが見えてきて、田作は師を疑い始めていた。

（……いや、待てよ？）

　が、田作だって公務員を目指す高校生。話の矛む盾じゆんに気づく。

（無記名のアンケートでどうやって個人を割り出してんだ？）

　それにはリシェーラと静が答えよう。

「それに静もすごいわ。蒼蛇関連の設問だけ六種類作って、用紙と人物を一いつ致ちさせちゃうんだもの」

（は？　蒼蛇おれ関連だけ六種類？）

「簡単な手品のトリックです。どのクラスも生徒数が六列六席の最大三十六人。ならば出題する種類と順番を替かえるだけで回答者と用紙は一致しますので」

　なるほど、アンケートは同じで当たり前という盲もう点てんを突ついたわけだ。

　つまり、あのあからさまに浮ういていた蒼蛇の設問以外は単なる数合わせだということ。

　たとえば田作の場合、『・蒼蛇、あるいはアキバの守護神という言葉を聞いたことがある』という設問は六問目だった。しかし、前の席の生徒は五問目となる。更さらに前の席の生徒は当然四問目だ。

　まさかまったく同じアンケートが存在しないアンケートをさせられていたとは夢にも思わないだろう。

（んんん？　どういう意味？）

　説明されてもよく分からなかった田作はともかく、静もまた大活躍だったらしい。

「みんなも手伝ってくれてありがとう。順番替えるだけであんなに時間かかるとは思わなかったわ」

　面めん倒どうな手間を数の力で解決し、リシェーラは友人のありがたみを実感した。

　生おい立ち上ここにいるメンバーが初めての友達であり、礼を言う表情はまさしく輝かがやく笑え顔がおだ。

　女子たちも、いーよいーよと笑顔で応こたえ、とても美しい友情である。

「これで普ふ通つう科かのクラスはあと一つ。五限目の授業が終わったらお願いね、みんな」

『おー！』

（ひぃっ!?）

　気き炎えんを上げる女子たちの団結に、田作はビビるしかなかった。

（お、追い詰つめられている！　このバカ姫ひめ率いる狩人かりうどたちに、俺は確実に追い詰められているぞ!?）

　だからだろう、用心を怠おこたってしまったのは。

「でも～、これで六組にもいなかったらどうするの～？」

　水を差したいわけではないが、うまくいかなかったことを考え藤原さんが聞く。

　普通科全すべてにいないとなれば、蒼蛇はやはり一組にいる可能性が高い。

　かなり絞しぼられたとはいえそれでも能力科の男子は十九人。二、三日で特定できるのだろうか？

「その場合の手も考えてあるわ」

（ッ!?）

　聞き捨てならないお姫様の言葉に、蒼蛇（笑）は必死で耳をそばだてた。

　というか、聞き逃さないようかなり体を後ろへ反らしている。

「あまりやりたい手段じゃないけど……」

　と、少し言いにくそうな声は女子全員をググッと近づけさせた。

　もちろん田作も。

　真しん剣けんな顔を寄せてくる皆みなの雰ふん囲い気きにのまれ、リシェーラは小さな声で言う。

「最終日は能力科の特別授業があるじゃない？　だから……」

『あ』

　が、その言葉は遮さえぎられた。

　遮ったのはリシェーラの正面に座る数名の女子たち。

「ん？」

　遮られたお姫様は疑問の視線を向けるが、女子たちはポカンとしながら指さす。

　彼女の真後ろをだ。

「？」

　リシェーラが振ふり返ると、そこにあったのは、頭。

「ッ!?」

　まさしく目と鼻の先、五センチと離はなれていない場所に人の後ろ頭があるではないか。

　超ちようビックリである。

　そして田作は近づき過ぎだ。

「ふあああぁぁっ!?」

「ッ!?」

　驚おどろき過ぎたリシェーラが悲鳴を上げてバランスを崩くずし、限界まで体をのけ反らせていた田作も驚きで体が跳はねる。

「おわあ！」

「キャァ！」

　昨日の焼き直し。二人は互たがいを巻き込むようにすっ転んだ。

　セリフまでまったく同じなのだが、ただし、昨日とは決定的に違ちがうことがあった。

「むぐぐぐ……ッ!?」

「ひゃああ!?　ちょっ!?　えええ!?」

　技わざを繰くり出した側である。

　リシェーラは仰あお向むけになった田作のお腹なかに抱き着き、更に己おのれのスカートの中に田作の頭を突っ込ませているのだ。

　前回の仇かたきを討うつかのように、リシェーラの『落下式顔面窒ちつ息そくヒップ固め大好きホールド』が決まった。

「イ、イヤアアアアアアア！　手が抜ぬけないいいいいいいい！」

　絹を裂さくような少女の悲鳴。

　自身と田作の下した敷じきになった両手がビクともしない。どんなに暴れてもだ。

「むぐうぅぅぅ！　むぐうぅぅぅ！」

「やだあああああ！　息しないでよおおおおお！」

　無茶を言うお姫様。

　が、駄だ目めだ。これは完全にアウトだ。

　公開シックスナインなんていくらなんでも猥わい褻せつ過ぎる。

「オイやっちまったぞ田中のヤロウ!?」

「クソッ！　信じてたのに！」
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「何回ＴｏとＬＯらＶＥぶる気なの!?」

「どうして誰だれも止めなかったんだ！」

「しょうがねえだろ！　女子五人のテーブルに平然と座るんだぞ!?　こっちはボーゼンだっつーの！」

「まったくだぜ！　田中のやつすげえ精神力だ！」

「あんなタフガイ見たことねえよ！」

「待て、気がついた！　あいつの能力『ラッキースケベ』なんじゃねえの!?」

「マジで!?　なにそれ羨うらやましい！」

「俺の『水使い』と交こう換かんしてくれ！　いつでも水が飲める能力になんの意味がある！　コンビニ行くわ！」

「俺の『火使い』よりましだろ！　火ぃつけてどうすんだよ！　放火は殺人の次に罪が重いんだ！」

「ざまあ！　『風使い』の俺勝ち組！　スカートめくり放題！」

『それも犯罪だ！』

　女子を見張ってた田中を見張ってた男子も大おお慌あわてなのだから。

「クッ、この！」

　しかし、ここで冷静に対処する者が。

「セイッ！」

　もちろんお姫様の護衛たる静である。

「ひゃあ!?」

「ぷはあっ！」

　静は田作の体に腕うでを突っ込み、リシェーラごとてこの原理でひっくり返した。

　勢いよく転がり手が抜け、ようやく二人は自由を取り戻もどす。

「大丈夫ですかリシェーラさん！」

　静が慌てて護衛対象を助け起こそうとするも、

「あ、あ、ありがどう、じずがぁ……」

　涙なみだ目めで腰こしが抜けている被ひ害がい者しやの心まで助けることはできない。

「クッ……、私がついていながら……ッ」

　自身の不ふ甲斐がいなさに腹が立った静は、女の尊厳を踏ふみにじられて泣くリシェーラを女子たちに任せ、踏みにじったクズへ仁に王おうが如ごとき形相を向ける。

「ブハアッ！　ブハアッ！」

　しかし田作は気づかない。

　リシェーラのパンツ越ごしでしか呼吸を許されず、危あやうく窒息死しかけた酸欠状態の少年には、今から殺されることになど気づく余よ裕ゆうはなかったのだ。

「このストーカーがあ……」

　腹を見せて喘あえぐクズのそばで高々と右足を上げる静。

　黒いスパッツを穿はいてはいたが、長い脚あしと素す晴ばらしい柔じゆう軟なん性、そして桁けた違ちがいのボディーバランスが凄すさまじい美を表現している。

　わずかのブレもなくピタリと天頂で止まった瞬しゆん間かん、

「死んでくださいッ！」

　振り下ろした。

「グハアァッ！」

　大地を踏み割るが如き震しん脚きやくがどてっ腹に炸さく裂れつし、田作の体がくの字になる。

「……？」

　その時、静はかすかな違い和わ感かんを覚えた。

　が、今は目の前の変質者を殲せん滅めつするのが優先と、再びゆっくりと右足を持ち上げる。

　殺す気だ。

「おいおい!?　二発目ってヤバくね!?」

「ヤバイなんてもんじゃねーよ」

「つーか一発でもダメだろ」

「上うわ履ばきはただの靴くつだと何度言えば……」

「完全に殺しにきてるな」

「死人が出るのはさすがにマズい」

「そうだな。誰か止めてこい」

「君がいきなよ」

「い、いや、山田さんの前に出るのはちょっと……、おい、お前いけ」

「なんでだよ、お前いけ」

「じゃあ僕いこうか？」

「なら俺がいくわ」

「いや俺がいこう」

「お前らダチョウ好きなのな（笑）」

　役立たずの男子たちは放ほっといて、とどめを刺さされんとしていた田作。

　内臓どころか背骨ごと粉ふん砕さいされそうな彼を、意外な人物が救う。

「待って静！」

　当の性的被害者、リシェーラである。

　どうやら心優やさしきお姫ひめ様さまは、実際に自身が辱はずかしめられたというのにこれ以上の制裁を望まなかったようだ。

「こんな汚お物ぶつをまだ庇かばうのですか、あなたは……」

　まるで納なつ得とくがいかないのだろう。しかし静は優ゆう秀しゆうな護衛であり、護衛対象の意志を最大限尊重しなければならない。

　ムスリと顔をしかめつつ、攻こう撃げき態勢を解除した。

「ごめんね、静。でもあとは私に任せてちょうだい」

　申し訳なさそうに言うも、引き下がる気など微み塵じんも感じられない強い口調だ。

　先ほどまで泣いていた少女などどこにもいない。さすがはアキバ王と黒姫の娘むすめといったところか。

　リシェーラは腹を押さえてうずくまる田作へ近づき、ガシリと胸むな倉ぐらを摑つかみあげた。

「…………言うことは？」

　そして表情をなくした目でじっと見つめる。

「……………………」

　今度は田作が涙目である。

　シャレにならなかったはずの痛みなど吹ふき飛び、なぜこんなことになってしまったのかと自問自答するしかない。

（近づきすぎた……）

　そうだな。その通りだ。

　全すべての原因はそれだ。

「フ……」

「ふ？」

　ならば誰でもない自分のせいなのだから、潔いさぎよくごめんなさいするしかないだろう。

「フヒヒ……。サ、サーセン……、ほんと、サーセンした……」

「……………………」

　だが、もうどうにもならないと理解している頭はすでに考えることをやめている。

　涙目で出てきたのはいつもの口くち癖ぐせだけだった。

「……それだけでいいの？」

　そりゃ怒おこるわ。

　目が据すわってきたお姫様に、田作は頭が働かないながらも一いつ生しよう懸けん命めい言葉を探す。

　謝罪で足りないのなら、今度は褒ほめてみようか。

「シ、シマシマのパンツが可愛かわいらしくてよくお似合いかと……、フヘ、フヘヘ……」

　が、駄目。

　それは褒めてはいけないところだ。

「こ、の……ッ」

　グググ、とリシェーラの右手が高々と上がり、当然振ふり下ろされる。

「スケベッ！」

「ブヘエッ！」

　床ゆかに叩たたきつけられた田作へ、リシェーラは更さらに追い打ちをかけた。

「アンタ気持ち悪すぎじゃない!?　団長より気持ち悪いヤツ初めて見たわよ！」

「あなたはゴミなので早く死んだ方がいいと思います」

　どうやら神魔十クロス字騎兵ナイツ団長は気持ち悪いらしいが、今はどうでもいい情報だろう。

　リシェーラをキレさせ、静も便乗して罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせる。

　もちろんほかの女子たちも同様だ。

　口々にストーカー死ねと言われ、クラスの半分を完全に敵に回してしまった。

　もちろん今後リシェーラに近づけるわけもなく、これ以上の情報収集など夢のまた夢であることは想像に難かたくない。

　キモイキモイと言いながら女子たちが去っていく。

　田作はハラハラと涙を流し、怒って出ていく女子たちを眺ながめるしかなかった。

　薄はく情じようにも男子たちもである。

　超ちよう絶ぜつ美少女率いるクラスの全女子とキモイ男、どちらを選ぶかと問われても、それはただの一択たく問題なので仕方ない。

　しかし。

「……………………」

　呆ぼう然ぜんとし続ける田作の視界に、去ったはずの女子が一人映る。

「…………？」

　ひょっこりと顔を出して室内を、というよりこちらを見み詰つめているのはどういうことだろう。

　怪け訝げんに思っていると、テテテと近づいてきた。

「ん～？」

　そしてそのまま目を覗のぞき込まれた瞬間、マズイ！　と感じ、田作はフイッと顔を逸そらす。

「ダメ～。ちゃんとこっち見て～」

　だが駄だ目めだった。

　両りよう頰ほほを挟はさまれ、唇くちびるが触ふれ合ってしまいそうなほど接近されてしまう。

「……………………」

　あまりの近さに田作は金かな縛しばりだ。

　妙みように甘い匂においが心臓を激しく刺し激げきする。

「ん？　ん～？　やっぱり違うのかな～？」

　と言って手を放した藤原さん。

「えへへ、ごめんね～。違ったみたい～」

　そう笑うと、ポカンとする田作を置き去りに今度こそさよならである。

「田中君も～あんまりえっちぃのはダメだよ～？」

　その言葉を残し走り去っていく背中を見て田作は、

「あ、あっぶねぇ……。藤原さんヤバ過ぎだろ……」

　と精せい根こん尽つき果てたのだった。

　思春期特有の病、『男子は女子とお話しするだけですぐドキドキしちゃうの』に罹り患かんしていなければ終わっていたところである。
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「範はん囲いを絞しぼりこめたのはいいけど、それでも対象が多いわね」

　時間をすっ飛ばし金曜、三時限目後の休み時間。

「やはり可能性が高いのは私たちのクラスですか、藤ふじ原わらさん？」

「普ふ通つう科かの子たちよりは強い想おもいばっかりだよ～。みんな複雑な感情だけど～純じゆん粋すいな好意の方が珍めずらしいからね～」

　時間を飛ばしすぎな気もするが、昨日の性的暴行未み遂すい（未遂？）によりもう田でん作さくには何もすることがなかった。

　女子が何か行動したところでついていくことなど許されるはずもなく、女子たち、特に静しずかの警けい戒かい度がハンパではない。

　リシェーラに近づいた瞬しゆん間かんフルボッコにされるのは間ま違ちがいないだろう。

　護衛に警戒される護衛など、日本語として成立しているのか甚はなはだ疑問ではあるが、もはやできることなど祈いのることくらいなのである。

「十九人……いや十八人もの男子が対象ですと、まともなやり方では時間が足りませんね」

　だからこそ、静がナチュラルに己おのれをディスったところで地蔵のように固まり続けるしかないのだ。

「そうね。一人除外できたのは幸いだったけど、それでももう時間がないわ」

　三つ隣となりの席からたくさんの恐おそろしい視線を感じても振り向いてはいけない。

　これがきっと罰ばつなのだから。

　そんな風に何もかもを諦あきらめていると、ポンと肩かたを叩たたかれた。

「田た中なか……」

　左隣の児こ玉だま君だ。

「確かにお前は間違っちまったけど、すげえ勇気だったと俺は思うぜ……」

「児玉氏……」

　どうやらこんな性犯罪者を慰なぐさめてくれるらしい。

「それにあれは事故だ、たぶん事故だった……ように俺には見えた気がする」

　ちょっと自信はないみたいだが、田作が意図したわけではないので確かに事故ではある。

　まあ、過失だろうと罪は罪なのでどうしようもないのだが。

「あとな、男子はそれほど深刻に思っちゃいねえよ。さすがに女子に申し訳ねえから、表だって擁よう護ごもできねえけどな」

「こ、児玉氏……ッ」

　女子に聞こえないよう声をひそめて言う児玉君は随ずい分ぶんといい男のようだ。

　嗚お咽えつが漏もれてはいけないと、田作は必死に口を押さえるしかない。

「山やま田ださ……女子たちの怒いかりが治まるまでの辛しん抱ぼうだ。がんばれよ」

「ありがてえ……ッ、ありがてえ……ッ」

　友人などいらんと豪ごう語ごしていたはずなのに、目から溢あふれる熱い何かを否定することはできなかった。

　そんな田作の姿を見て、児玉君が鼻をこすりながらヘッと笑う。

　古き良きガキ大将を彷ほう彿ふつとさせつつ田作の好感度をガンガン稼かせいでいるのだが、それはそれだけの話であり、ボーイズラブ的な何かは決して起こらないので勘かん違ちがいはしないでほしい。

「あ、影イン龍ロン先生来たよ～」

　とりあえず、話がおかしな方向へ行く前に四時限目のチャイムが鳴った。

　リシェーラの周りに集まっていた女子たちはワラワラと己の席へ戻もどり、田作もまた涙なみだを拭ふいて授業に備える。

「日直の生徒、号令を」

　教きよう壇だんに立った影龍が指示を出し、

「起立」

　礼、着席と、日本の様式美が炸さく裂れつしつつ四時限目の授業は開始された。

　教科は『特とく殊しゆ能力基き礎そ理論』だ。

「まずは前回分も合わせて今回の範囲を順番に朗読してもらう。せっかくだ、留学生の佐さ倉くらから開始しよう。立て、佐倉」

「はい」

　と、なかなかの教師ぶりを発揮し、教科書のページ番号をリシェーラへ伝える。

　ここだけの話だが実は影龍、教員免めん許きよを持っていなかった。というか高校卒業と同時に引きこもり生活へと突とつ入にゆうしたので大学すら出ていないのだ。

　秋葉原第三高等学校の闇やみは深い。

「前述の通り、四つの大別された特殊な能力は個人の資質に影えい響きようされず──」

　朗読する内容を会話文で描びよう写しやするなど、紙が何枚あっても足りない上に退たい屈くつ極きわまりないので簡単に説明させていただく。

　能力者ニートと呼ばれる者たちが登場して十七年、一いつ般ぱん人には行使できない特殊な能力はきちんと系統だてられていた。

　超ちよう能のう力りよく系・魔ま法ほう系・異能系・技能系の四系統である。

　しかしこれは別に優ゆう劣れつを意味しない。

　本当にただ種類分けしたにすぎず、どんな能力があるのか気になった人が暇ひまつぶしに仕分けしたというだけだ。

　つまり意味しないどころか意味そのものがない。

　いったい何のためにこんなものを作ったのか不思議である。

「よし、そこまで。これより説明に入る」

　本日の範囲内を五人に朗読させた影龍先生。

　彼の講義はここからが本格スタートだ。

「事例として超能力系統が挙げられているが、それは脳科学的に超感Ｅ覚的Ｓ知覚Ｐが説明しやすいというだけにすぎん」

　超能力とは超心理学に分類され、もともとは心しん霊れい的現象としてＥＳＰとＰＫ（念力）の二つに分類されていた。

　現在では情報に関するものとそれ以外、という形で区分されている。

　まあ、学校の授業でオカルトパワーの説明をしていることに大変な違い和わ感かんを覚えているとは思いますが、筆者も同じ気持ちですのでご安心ください。

「極限までの意識の集中により脳波がガンマ領域を超過し一〇〇ヘルツへ到とう達たつする、もしくは通常の覚かく醒せい状態で四ヘルツ以下というデルタ波を発生させる。これらが能力発現のカギというのが昨今の定説だ」

　と思ったら、意外と科学的な授業をするではないか。

「しかしこれは新説というわけでもない。中国の仙せん道どうには『六通』と呼ばれる到達点があり、科学的に解かい釈しやくすれば大脳新皮質の活動に連動するベータ領域を抑よく制せいし、デルタ領域への到達とともに個我意識を滅めつ却きやくするという趣しゆ旨しだ。つまり解げ脱だつという形での説明だな」

　もっとも、影龍先生は厨ちゆう二に病なので、高卒でもこの手の話はお手のものなのだろう。

「結論を言おう」

　だが、真の厨二病とはこういうことではないのだ。

「馬ば鹿か馬ば鹿かしいにも程ほどがある」

　いきなり教科書を全否定する影龍先生に、生徒たちは皆みなギョッとなってしまった。

「脳内ホルモンや欲望消去など能力とは何の関係もない。言葉としてはおかしいが、あるからある、使えるから使える、が正しいだろう」

　そう、これこそが厨二病の醍だい醐ご味み。

「人間は目がなければ見えない、だから人間には目がある。と言えば分かりやすいか？　生命として環かん境きように適応した結果だ」

　通説を否定した上での、誰だれにも理解されない謎なぞの『俺理論』である。

　頭のいい厨二病患かん者じやほどこの症しよう状じようを発症しやすく、またいちいちカッコイイ言葉を使うのでうっかり納なつ得とくしそうになるのだ。

　現に、実際に特殊な能力を使える生徒たちの大半は、ほ～と感心しているのだから。

　もちろんリシェーラも例外ではない。

　例外は田作と静を含ふくめた数人だけである。

　兄である影龍へあまりいい感情を持っていない妹はムッツリと、師の頭がかなり痛い事を知っている弟子でしは胡う乱ろんな目を向けていた。

「影龍先生。質問いいですか？」

　とそこで手を挙げる男子。

　隣の席の児玉君だ。

「構わん。立て、児玉」

　クソ偉えらそうである。

　いや、先生だからもちろん偉いのだが、それでもあえてもう一度言おう。クソ偉そうである。

「あるからあるってことは、俺たちの能力って動物の牙きばや爪つめと同じってことですよね？」

「その通りだ。鳥になぜ飛べるのかと問うことに等しい」

「なら俺たちって訓練しても意味なくないですか？」

「ん？　どういうことだ？」

　児玉君の言っていることが分からない。

　しかし次の言葉に影龍先生は薄うすく笑えみを浮うかべた。

「ライオンは練習なんかしないじゃないですか。でも強い。さっきのって、強いやつは最初から決まってるって意味でしょ？」

　どうやらガキ大将体質の児玉君は、強いということにこだわりがあるらしい。

　少々不ふ貞て腐くされているのがその証しよう拠こだろう。

「違うな、それは間違った情報だ。ライオンだろうがトラだろうが練習はする」

「そうなのか!?」

　そしてビックリ。

　思わず敬語を忘れるほど驚おどろいてしまった。

「彼らは親から狩かりの仕方を教わる、それも赤子の頃ころから実戦形式でだ」

「マ、マジっすか？」

「獲え物ものが獲とれなければ死ぬしかないという環境では怠なまけることなど許されん。彼らは皆みな英才教育を施ほどこされたプロフェッショナルであり、日々命がけで牙を研といでいるのだよ」

「そ、そっか……、ライオンも練習するのか……」

　影龍先生のしゃべり方はかなり痛々しくはあるだろう。しかしいい話であることもまた事実である。

　だが、本当のいい話はここからだった。

「何を考えているのかおおよその予想はつくが、児玉」

「は、はい？」

「強さと戦せん闘とう力をイコールで結ぶのは誤りだ。力のカテゴリーは無限だと認にん識しきを正せ」

「……ぇ？」

「武力を極限まで上げるのではなく、能力の細さい緻ちを極きわめる。獣けものは所しよ詮せん獣であり、猛もう獣じゆうなど目指したところで強者へ至ることなどできん」

「……………………」

　強くなりたいと願うのは子どもの特権で間違いあるまい。

　強さへの憧あこがれ、そして焦あせり。それらを見み抜ぬいた影龍先生は、自らの生徒を厳しく諭さとす。

　もちろん諭されたのは児玉君だけでなく、この場にいる全員だ。おっと、田作と静以外の全員だ。

「己おのが能力を己おのれ自身が識しり、そして制せい御ぎよする。自らを完かん璧ぺきに御すことが極みへの第一歩なのだと理解しろ」

　真しん剣けんな目で大きくうなずく児玉君。

　その姿に満足した影龍先生は、口の端はしを吊つり上げると両手を広げて言う。

「君達に『裏返っアンダた論理ーコード』を教育しよう」

　厨二病先生の授業はいつも絶好調だ。

　この後は精神論的な『俺理論』ばかりであり、正直一般人には意味不明な言葉の羅ら列れつとなってしまうので省略させていただく。

「今現在に限って言えば、科学で能力を理解する行こう為いは害悪だ。科学とは真理の一いつ端たんを担になっているに過ぎず、万ばん能のうたるには幼過ぎる」

　とか。

「イデオロギーからの解放ではなく、新たな構築。一見能力開発には関係ないようにも見えるが、これこそがニートの根幹であることは間違いあるまい」

　とか。

「反証可能性を欠く疑ぎ似じ科学だとしても精せい神しん分ぶん析せき学を切り捨てるのは早計だ。集合的無意識、同様に仏教の基き礎そ概がい念ねんである唯ゆい識しきは、能力の強化拡大への重要な足あし掛がかりとなる」

　とか。

「一にして全、全にして一。などと無茶なことを言うつもりはない。また、個が世界を認にん識しきするなど無む駄だなこと。世界がアプローチしやすいよう自己をかき鳴らせばそれでいい」

　とか。

「己の能力は己だけのものだ。ならばその論理もまた己のもの。常識に囚とらわれるのは愚ぐ行こうであり、逆に常識を捉とらえなければならん」

　とか、どう考えても何を言っているのかサッパリなので、詳くわしく描写する意味などまるでないのだ。

　いんろんせんせいはふつうにじゅぎょうをしました、で締しめさせてもらいたい。

「今日はここまでだ。各自復習しておけ」

　そして終しゆう了りようのチャイム。

「それから、田中。お前は生徒指導室へ来い」

「……え？」

　みんなは昼休みに入るのだが、田作の昼食は少しばかり遅おそくなることが確定していた。

「昨日の食堂での騒そう動どうは耳にしている。少々説教をさせてもらうぞ」

「うぐっ……」

　思わぬ事態に口ごもるしかない。

　しかし当たり前のことだろう。

　公衆の面前で女子のスカートに頭を突つっ込んだらマズイに決まっている。

　通報されなかっただけマシだ。

「わ、分かりました……」

「田中……」

　ガクリと肩かたを落として観念した犯人を心配そうに見る児玉君。あと男子たち。

　しかし、そんな顔をしているものがもう一人いた。

「あ、あの！　影龍先生！」

　リシェーラである。

「なんだ、佐倉？」

「え、えーと……」

　思わず大きな声で呼んでしまったのだが、リシェーラの中でもいまいち考えがまとまっていない。

　気持ち悪い変態など死ね、というのが正直な感想であるのに、いざ実際に破は滅めつするかもしれないとなれば哀あわれに思ってしまう。

「い、一応田中君には罰ばつを与あたえたんですけど……」

　影龍だけでなく教室全すべての視線を集め、困り顔で頰ほおをかいた。

「ふむ、それで？」

　先を促うながされた以上は覚かく悟ごを決めるしかないだろう。

「また後日私自身が処罰しますので、退学や停学などの過度な処分は無用です」

　素す晴ばらしい。

「ッ!?」

『お～』

　犯罪者を無条件で許すことなどしないが、厳しすぎる罰など与えるつもりはないとはっきり言った。

　田作は驚き、みんなはパチパチと感かん嘆たんの拍はく手しゆだ。

「得え難がたい資質だ。救う、あるいは護まもるという性質を母親から受け継ついだのかもしれんな」

「うぇっ!?」

　しかし、姫ひめ騎き士したる母親のことを出されたら焦るしかない。

　厨ちゆう二に病とは誰にでも心臓に悪いことを言う生き物なのである。

「だが、自身に咎とががないと思っているのなら間ま違ちがいだ」

　こんな風に。

「……へ？」

　ポカンとして間ま抜ぬけな声を出すリシェーラ。

「あくまでも私自身からの厳重注意であり、もともと学校側からの処分などない」

「そ、そうなんですか？」

　自身のパンツの価値が思ったほどではなかったことに、乙女おとめとして少し落らく胆たんしてしまう。

　が、本当の驚きはこれからだった。

「当然だ。騒さわぎを起こしたのは田中だが、女子たちが普ふ通つう科かを巻き込み妙みようなことをしていることもこちらは把は握あくしている。能力を普通科の生徒へ行使するなど冗じよう談だん事ではすまん」

『うっ……』

　リシェーラだけでなく、女子全員が呻うめくしかない。

　確かに駄だ目めだ。超ちよう能のう力りよくを悪用しちゃダメ絶対。

「学校側は今回の騒動を、その延長線上で起きたことだと判断した。故ゆえに、田中を処罰すれば女子全員も処罰の対象となる為ため、個人的な厳重注意にとどまったというわけだ」

『……………………』

　厳しい。

　とても厳しいことを言われ、女子たちは皆みな頭こうべを垂れた。

　だがまあ、高いモラルがなければ普通人との共存などできるわけがないので、これくらい厳しくなるのも仕方ないのかもしれない。

「女子へは担任の水みず木き先生が対処することになっている」

『ッ!?』

　そしてビックリ。

　水木先生の恐おそろしさを知らないリシェーラ以外が驚きよう愕がくする。

「先ほど教頭先生へ必死に謝罪していた。たとえ拳こぶしが砕くだけようとも女子十七人全員の頭へゲンコツを落とすから許してあげてほしい、と。水木先生への感謝を忘れるな」

『……………………』

　もはや何も言えない。

　砕けるのはこっちの頭だと思いつつ、みんなの顔は土気色だ。

　リシェーラはリシェーラで、自身のお願いでみんなが罰を受けることが申し訳なくて仕方なかった。

　もちろんその認識がいかに甘かったのかを知るのは、申し訳ないではすまない威い力りよくのゲンコツを放課後にくらい、「ぶぎゃっ！」とはしたない声を出したときである。

　どれだけ優やさしく優ゆう秀しゆうだったとしても、みんなまだまだ子どもなのだ。

「では田中、ついてこい」

「は、はい……」

　お通つ夜やのような女子たちを後にし、田作は売られる子牛のように影龍へついていく。

　トボトボと肩を落とし、引きずるように重い足取りではあったが仕方なかろう。悪いのは田作自身である。

　そして、生徒指導室へ入った瞬しゆん間かん説教開始だ。

「迂う闊かつな真ま似ねはするなと言ったはずだが？」

　テーブルをはさみ、呆あきれを隠かくさず影龍は言った。

「……すみません」

　迂闊という次元ではないので、田作は素す直なおに謝る。

「姫ひめへの猥わい褻せつ行こう為い云うん々ぬんではなく、女子の後をつけまわすのはお前の日常的な行動ではあるまい」

　というか、誰だれであっても日常的な行動にしてはいけないだろう。

「……その通りです」

　自身の行動と結果があまりにもアレ過ぎて、もはやどんなに罵ののしられようとも謝罪する以外に道はなかった。

「……………………」

「……………………」

　恐ろしく縮こまっている田作へ一つため息を漏もらすと、影龍は話を切り替かえる。

「馬ば鹿かなことをした自覚があるならそれでいい。姫自身も再度処罰すると言っていた。ならば示談は成立したと言えるだろう」

「……本当にすみませんでした」

　なぜならば彼の主義的に、起きてしまったことへ執しゆう着ちやくするなど馬鹿馬鹿しかったからである。過去にそれで失敗したのだから。

「それよりもだ。今現在、自身が姫の護衛であることを理解しているか？」

「……はい」

　そうなのだ。田作は明日までの護衛任務を請うけ負っており、嫌きらわれたから側そばで守れませんでしたでは困るのだ。

「多少距きよ離りが離はなれていようともお前ならどうとでもするとは思うが……」

　あまりにもアホなことをした弟子でしへ、信しん頼らい度どがガクンと落ちたのだろう。

　その視線は確実に疑いのまなざしである。

「あ、あの、ちゃんとやりますんで……」

　田作は泣きそうだった。

　厨二病の痛い人ではあるのだが、別に嫌いというわけではない。というか好きだ。

　もちろん恋れん愛あい的な意味ではなく、師として、兄として、父としてである。

　実は田作、六歳から十二歳までを養護施し設せつで過ごしていた。

　出会いのきっかけは十二歳のときに行われた身体測定であり、平均値の倍を叩たたき出した田作を影龍が引き取ったのである。

　養よう子し縁えん組ぐみではなく後見人としてではあったが、それでも当時非常に内向的だった少年を救ったのは彼の厨二病で間違いあるまい。

　当然、田作のおかしなコミュニケーション力を形作った元げん凶きようという意味でもある。

　まあ、よくありがちな『主人公の辛つらい過去』という設定以上の意味はないので、どうでもいい話ではあった。

「その、来るわけないですけど、たとえテロリストとかが襲おそってきてもなんとかしますから……」

　どちらにせよあらゆる面で恩人であり感謝すべき人なのは変わらない。

　怒おこられるだけならまだしも失望されるなど御ご免めんだ。

　普ふ段だんは思春期の反はん抗こう期ばりに反発する田作も、今は正統派王道ヒロインのようにツンデレるしかなかった。

「戦せん闘とう能力の面では心配などしていない。予想外の事態が起きたとき、冷静に対処できるのかと言っている」

「うっ……」

　できないからこうなっているわけで、影龍の心配は至し極ごく当然だと言わざるを得ない。

「最終日は能力科のみの特別授業。もし私が敵ならその日を狙ねらう」

「……へ？」

「姫の拉ら致ち、もしくは殺害を計画する上で、無む軌き道どうに動く一七〇人以上もの一いつ般ぱん学生など邪じや魔までしかないからだ」

「……………………」

　縁えん起ぎでもないこと言うんじゃねーよ！　と、喉のどから飛び出しそうになるのを堪こらえつつ黙だまって聞く。

　何度も言うが今は説教中であり、大変なご迷めい惑わくをかけたのは田作なのだ。

「お前の身バレなど私の関知するところではないが、お前が保険だからこそ、私が自由に動けるのだと自覚しろ」

　が、ツンデレという意味では影龍もなかなかのもの。

「イ、影龍隊長……ッ」

　あとを任せるほど認めているのだと言われたに等しいので、不安でいっぱいの田作には効果抜ばつ群ぐんだった。

　落としてから持ち上げる師の手口は、きっとホストやヤクザ屋さんたちも使っているに違いない。

「しかし、若さ故の精神的な脆もろさは私も懸け念ねんしていたことではある」

　しかもどうやらフォローまでしてくれるようだ。

　影龍は、部屋の隅すみに置いてあったさして大きくない手て提さげバッグをテーブルへと載のせた。

「そこでこれを用意した」

「なんすか、これ？」

　怪け訝げんに思いつつジッパーを開けようとするも、

「まだ開けるな」

　結構強い口調で制止されてしまう。

「これは本来なら私が用意する必要のないものであり、これに頼たよるのは想像以上にお前が未熟ということだ」

「うっ、そ、そうなんですか……」

　これ以上期待を裏切りたくない少年は手を引っ込めるしかなかった。

「だが、どうにもならない事態になったのなら迷わず使え。姫の身はお前の矜きよう持じなどよりもはるかに優先される」

　なにやら切り札的なものらしく、万が一のとき用に用意したのは明白だ。

　かなり厳しいことを言っているのも、やはり弟子の身を案じてのことだろう。

「わ、分かりました」

　もちろん、未熟だなどと思われたくない田作は絶対に使わないと心に決める。

　何かが起こったところで対処する自信もあるし、きっとそんなことは起こらないのだから。

「私がフォローできるのはここまでだ。今日の夜には日本を発たつ」

　時差七時間の約十三時間飛行である。

　影龍は無茶苦茶忙いそがしいのだ。

「あとは頼たのんだぞ？」

「は、はい！　大だい丈じよう夫ぶっす！」

　バッグを渡わたされた田作は元気よく返事した。

　なんでもない仕事であろうと、師から頼られれば純じゆん粋すいにうれしい。

　あとは正体を暴あばかれることなく無事に最終日を乗り越こえるだけである。




　　　　※




　そして次の日。最終日、土曜。

　昨日のリシェーラたちは、まったくと言っていいほど活動しなかった。いや、できなかった。

　担任水木への対策会議を急きょ行ったのだが、昼休みを丸々使ったところでどうにもならず、放課後は女子全員仲良くゲンコツである。

　リシェーラを含ふくめ皆みな撃げき沈ちんするという事態は、蒼ソウ蛇ジヤの捜そう索さくをひどく困難にさせたのだ。

「いだいよ～いだいよ～」

　カチ割れるとはこういうことだ、と言わんばかりの激しい痛みにギャン泣きする女子が続出するも、

「痛いのは私の財さい布ふです！　監かん督とく不行き届きで今月のお給料五パーセントカットされました！　あれほどはしゃぐなと言ったでしょう！」

　それ以上に泣く水木先生の姿が痛々しい。

　結局全員（水木含む）、心を折られて泣きながら帰ったという次し第だい。

　田作にとっては追い風だった。

　そんなこんなで迎むかえた土曜日。

　本日はリシェーラの留学最終日にして月に一度の能力科特別授業の日である。

　普ふ通つう科かの生徒は完全週休二日であり、能力科のクラスだけが登校していた。

　特別授業と名はついているものの、実際それほど特別なことをしているわけではない。

　基本的に、特とく殊しゆな能力など日常生活では使う機会がないのだ。

　特に、戦闘に特化した能力の場合戦闘自体がまず起きない。

　どちらかといえば、月に一回記録を付けつつ思う存分能力を行使させてやろう、くらいの趣しゆ旨しであり、いわばニートのストレス発散なのである。

　というか、発表会的な側面もあるので、生徒たちからしてみたらビックリ能力見学会に近いのかもしれない。

　最初の二時限で超感Ｅ覚的Ｓ知覚Ｐや精神へ作用する静的能力の評定を行い、昼までの残り二時限で身体強化や物質操作等の動的能力の実測を行う。

　計測さえ終われば能力者同士で試ためしあう、または模も擬ぎ戦せんを行うなんてのもありだ。

「ついに来たわ、このときが」

　屋内で行われた前半の評定も終わり、屋外であらかた全員分の実測も終わった三時限目終しゆう盤ばん。

　体操服と黒いブルマに身を包んでいるリシェーラは、グラウンドで気き炎えんを上げていた。

　だが、文章が少しだけおかしいことにお気づきだろうか。

　そう、『ブルマ』である。

　ブルセラなどという低てい俗ぞくな社会問題の深刻化により、歴史の闇やみへと葬ほうむり去られたはずのブルマ。

　そんな遺物が存在しているのはいくらなんでもおかしいだろう。

　しかし、この学校の出資団体である秋葉原上層部の認にん識しきでは、正しい女子用運動着とは頑がんとしてブルマだったのだ。

　ならば仕方のないことである。

　なお、一部の女性高位ニートたちによる猛もう烈れつな拒きよ否ひ反応も無論あったのだが、それに関する『漢おとこたちのブルマ復活大だい決けつ闘とう』は話が長くなりすぎるので割かつ愛あいする。

「あの、リシェーラさん……」

　同様の格好で隣となりに控ひかえている静が、珍めずらしく言いにくそうな声で確認した。

　おっと、同様の格好という言葉は語ご弊へいがある。

　静は能力の関係上、ウエストポーチとローラーブレードを身に着けていた。

「その、本気でやるつもりですか……？」

　うかがうような視線は、どうやら護衛として承服しかねるような事態になっているらしい。

「もちろんよ。さっきまでの授業で、直接的な戦闘能力を持ってる男子は九人だって判明したもの。田中田作を除けば八人だわ」

　おやおや、いつのまにか田作を呼び捨てで呼んでいるではありませんか。

　どうやら二人の距離は意外と縮まっているのかもしれない。

「確かに、あの愚おろか者を除外した八人の中にいるかもしれませんが……」

　静の好感度はやや低いようなので、もうちょっとがんばる必要があるだろう。

「ここまで絞しぼり込めたのなら、あとはこの身を以もつて全員確かめるまで」

「でも男子とケンカするなんて危ないよ～」

　グッと拳こぶしを握にぎるリシェーラに、藤原さんが心配そうな声を出す。

「そうだよ。しかも八人全員と決闘するなんてリシェーラちゃん怪け我がしちゃうって」

　横よこ山やまさんもだ。

　二人の目、というか全員の目からは、ちっちゃい女の子が無茶をしようとしているようにしか見えない。

　ほかの女子たちも口々にやめたほうがいいと宥なだめている。

「大丈夫。私結構強いから」

　しかしお姫ひめ様さまの意志は固い。

「それにここで断念したらみんなの苦労と犠ぎ牲せいが無む駄だになるわ。そんなの申し訳なさすぎるもの」

　これまで協力してくれて、更さらにはボーリングの球で殴なぐられたと錯さつ覚かくするほどのゲンコツまでくらわせてしまったのだ。

　このまま引き下がるわけにはいかない。

「藤原さん、私が戦ってるとき相手が本気でやってるのか観察してほしいの。横山さんはそれを私へ送信して」

　自身のわがままでみんなに迷惑をかけてしまったのだから、何としても結果を残してみせる。

「『アキバの守護神』なら私よりもはるかに強いはず。でもきっと力を隠かくしてる。だから勝敗じゃなく、余力の大きさで見み極きわめるわ」

　ということらしい。

　最後の最後で無茶というか、蒼蛇が交じっている確証もないのにえらく脳筋な作戦だった。

　まあ、女子には便利な藤原さんがいるので、こんな頭の悪い作戦でもうまくいくかもしれないが。

『……………………』

　女子たちは皆みな一様に渋しぶい顔だ。

　能力科専用授業なので、能力を使っても水木先生から怒おこられることはないだろうが、そういうことではなく純粋に心配なのだ。

　あまりにもリシェーラの負担がでかすぎて、了りよう承しようしていいものだろうか。

「……私からもお願いします」

　しかしそこで援えん護ご射しや撃げきが入った。

　なんと静である。

「リシェーラさんがこの学校へ通うのは今日まで。ならば最後は好きにさせてあげたいと思います」

　彼女自身は正直、この作戦で蒼蛇を特定できる可能性は低いとみており、護衛としても危ない真ま似ねは慎つつしんでもらいたいのだが、

「成功しても失敗しても、きっとここにいる全員の心に残るでしょう」

　というわけだ。

　護衛として正しいかどうかは分からないが、友人としては花丸だろう。

「そうだね～。リシェーラちゃんとの思い出だね～」

「最後まで協力しますか」

　静の感動的なお話に、皆がうんうんと頷うなずいている。

「ありがとう、みんな」

　もちろんお姫様だって感動だ。

「静には助けられてばかりね、本当にありがとう」

「気にする必要はありません。私の意志でやっていることです」

　みんなにお礼を言い、静へは両手を握って頭を下げた。

「よし！」

　そして顔を上げると気合いの声を出す。

「順番に対戦してくるから、みんな頼むわよ！」

『おー！』

　リシェーラ率いる女子軍団の、最後の戦いである。

「まずは田中田作！　みんなの仇かたきと私への狼ろう藉ぜき、もはや腹に据すえかねたわ！　あなたからいかせてもらう！」

　田作へだけは趣旨が違ちがうらしい。




　　　　※




「へ？」

　本日は正しよう真しん正しよう銘めいの護衛役の為ため、体操着姿で遠くからリシェーラを眺ながめていた田作。

　いきなり大声で指さされたことに面めん食くらう。

「ヒッ!?」

　そして直後に悲鳴を上げた。

　なぜなら、怒いかり心しん頭とうの女子たちが一いつ斉せいに田作へ向かってくるのだから。

「ゲンコツをもらったのは自じ業ごう自得だってことくらい分かってるの」

　目の前にきた途と端たん、据わった目でいきなり口上を垂れ出しましたが何事ですか？

　そんな表情では美少女が台無しですよ？

「それでもあなたにだって責任がある。そうでしょ？」

「フ、フヘヘ……。み、皆さん何か御ご用ようでも……？」

　必死で現実逃とう避ひするのだが、お姫様たちは見み逃のがす気などないらしい。

「水木先生の拳は、笑って許せるほど軽い拳じゃなかったわ」

『そーだそーだ、あんたもくらいなさいよ』と女子たちも一いつ斉せいに唱和してくる。

　ならば謝るしかないだろう。

「そ、その節は大変なご迷めい惑わくをおかけしてしま──」

「謝罪はいらない。そんなもので流せる痛みじゃない」

　が、駄だ目め。

　最後まで言わせてもくれない。

　つまりは聞く耳持たんというわけだ。

　いったい水木はどれだけの力で殴ったというのか。

「だから決闘よ。ついてきなさい」

「はい……」

　涙なみだ目めの謝罪ですら不要と断じられ、あとはもう流れに身を任せるしかなかった。

　そしてトボトボと連行された先は、

「水木先生」

　水木先生の前である。

「はい？　どうしました、皆さん？」

　本来なら特別授業の監かん督とく役も影龍なのだが、今日はいないので担任の水木が代役だ。

　今はボード片手に、ちょうど最後の生徒の計測を終えたところである。

「戦せん闘とう訓練の許可をもらいに来ました。私と田中君です」

　リシェーラは気合いのこもった声で言うも、訓練じゃなく制裁の間違いでは？　と田作の口が滑すべりそうになる。

「分かりました。では私が審しん判ぱんをしますから、怪我をしないようくれぐれも危険な攻こう撃げきは控えてくださいね」

「はい！」

「はい……」

　まったく同じ二文字の返事だったのに、なぜこれほどまでに違う言葉に聞こえてしまうのだろう。

　二人は隔かく絶ぜつしたやる気を見せつつ、グラウンドの中央へと歩いていく。

　そしてリシェーラは、静に用意させたものを田作へと渡わたした。

「これ使って」

「なにこれ……」

　渡されたのは竹刀しない。

　特別授業では生徒たちがインスピレーションを受けやすいように、これモノボケのセットですか？　と思ってしまうほど雑多なアイテムがいろいろと用意されているのだ。

「私剣けん術じゆつ使うの。あなたは身体強化だって聞いたけど、丸まる腰ごしの相手へ剣を叩たたき込むなんてできないわ」

「……………………」

　どうやら笑え顔がおのお姫様は叩っ斬きるつもりらしい。

　これには田作も顔を青くさせるしかなかった。

「あ、大だい丈じよう夫ぶよ？　ちゃんと刃は引びきしとくから」

　それのどこが大丈夫だというのだろう。

　まだ何も持っていないようだが、刃引きということは金属の棒で殴りかかるという意味ではないのか？

　竹の棒を抱だきしめる田作には甚はなはだ疑問である。

「それでは、制限時間五分。どちらかが有効打を当てるまで。怪我をしないよう威い力りよくだけは抑おさえてください」

　審判水木の注意を聞き、半円を描えがくようにギャラリーを背負った二人が対たい峙じする。

　片方は意い気き軒けん高こう、もう片方は戦意喪そう失しつ。

　すでに結果の見えている勝負が、

「始め！」

　開始した。

「ハアッ！」

　初手はリシェーラ。裂れつ帛ぱくの声を上げた瞬しゆん間かんいきなり純白の鎧よろいに包まれる。

　手にした剣の柄つかも美しい拵こしらえだ。

「えええっ!?」

『おおおおおお!?』

　凛り々りしいちびっ子の姿に全員驚きよう愕がくである。

　リシェーラの能力は、母親たる黒くろ姫ひめエトワールと同じ『姫ひめ騎き士し』。

『姫騎士』とはゲーム『姫騎士乱舞』に登場するヒロインたちが持つ称しよう号ごうのこと。

　序じよ盤ばんは一兵士でしかない彼女たちは、自らの意志力を現実へ具現化できて初めて『姫騎士』と呼ばれ、そしてようやく軍を率いる資格を持つに至るのだ。

　己おのれの覚かく悟ごたる剣、騎士の誓ちかいたる鎧、それらを強きよう靭じんな意志の宿る肉体が操あやつる様は、まさしく一いつ騎き当とう千せん。

　という設定になっております。

　分かりやすく言うと剣と鎧がどこからともなく現れて、なぜかすごく肉体が強化されます。

　まあ世にあふれるマンガやゲームからしてみれば、たいして珍めずらしくもない能力ですね。

「え、なにあれすげえ。物質トランス瞬間ポーテ移動ーシヨンってやつ？」

「着てる状態で現れたし物質再アポ構築ーツとかじゃない？」

「でも剣と鎧って……銃じゆうとボディーアーマーの方が使い勝手よくないか？　それに厨ちゆう二に病すぎるというか……」

「馬ば鹿か」

「アホ」

「マヌケ」

「なんでだよ!?」

「剣と鎧だからいいんだろ」

「鎧姿の美少女否定するなんて正気か？」

「剣を構えた鎧付きロリブルマという、この完成されたエロスがなんで理解できないの？」

　それでもギャラリーたちは大興奮だ。

「いくわよ！　田中田作！」

　いくら刃引き状態とはいえ容易に人を撲ぼく殺さつしうる凶きよう器きを片手に、リシェーラはまっすぐ突つっ込む。

「速っ!?」

　一瞬で間合いを詰つめられた田作は悲鳴を上げるしかない。

　全力を出すわけにもいかないのだから当然だろう。

「私たちの痛みを知りなさい！」

「ヒィッ!?」

　上段から脳天へと振ふり下ろされる金属の塊かたまりに対たい抗こうすべく、田作は竹刀で頭上をガードした。

　が。

「それは残像よ」

　後ろから聞こえてくる死神の声。

「ッ!?」

　その声へ反応する間もなく、神速で回り込んだリシェーラの振り子打法はすでに腰こしが回っていた。

「やあぁっ！」

　そのまま剣の平でフルスイング。

「～～～～ッ!?」

　無防備な尻しりを金属の棒で叩かれた田作は、声なき悲鳴を上げつつ二メートルほど空を舞まう。

　そして落ちた。

「…………？」

　微び妙みような違い和わ感かんにリシェーラが己の剣へと視線を落としたのだが、田作にとってはそれどころじゃない。

　尻から脳天へと一直線に突き抜ぬけるこの激痛は何事だ。

　くらう瞬間剣の『重さ』を減らしていなければ、尻の命がなかった可能性すらある。

「ア、ア、アアア……ア──ッ！」

　もちろん、尻を押さえて悲痛な声を上げることしかできない。

　しかし勘かん違ちがいしないでほしいのは、リシェーラもまた十分に手を抜いていたということ。

　騎士とは民たみを守る存在であり、決して尻の命を奪うばう存在ではないのだ。

　人体でもっとも防ぼう御ぎよ力の高い尻へと攻撃したことがなによりの証あかしだろう。

「た、田中君!?　大丈夫ですか!?」

　訓練開始直後に生徒の尻が爆ばく発はつしてしまい、呆ぼう然ぜんとなるしかなかった水木先生。

　女子の皆みなとハイタッチしている勝者になど一いち瞥べつもくれず、大おお慌あわてで田作のもとへと駆かけ寄る。

「し、尻とれた……フヘ……フヘヘヘヘヘ……」

「安心しなさい！　あなたのお尻はちゃんとくっついていますよ！」

　そしてあまりの痛みに笑う生徒を一いつ生しよう懸けん命めい励はげました。

　そのとき。

〝コン〟

　と、田作と水木の真横に降ってきた何か。

『ん？』

　その一五センチほどの物体へ二人同時に顔を向けるも、正しく認にん識しきできたのは田作一人だけだ。

（ＭＫ３ッ!?）

　瞬間、体は痛みなど無視して勝手に跳はね上がる。

「水木先生！」

　そのまま撥はね飛ばすように体当たりし、

「へ？」

　同時に能力を全速発動。

　背後の手しゆ榴りゆう弾だんを一瞬で押し潰つぶした。

　八ミリメートル。

　田作が押し潰すことに成功した数値である。

　グラウンドに爆発音が響ひびき渡った。




　　　　※




　某ぼう所しよ。二人の男女の会話。

「そろそろ状じよう況きようが開始された頃ころかね？」

「はい。あと五分ほどでこちらも仕し掛かける予定です」

「うまくいってほしいものだが……、正直勝算は薄うすいのだろう？」

「長官も情報局の威い信しんにかけてと息巻いておりましたが、やはり一度のアタックでは厳しいかと」

「まったく、予算分の働きはしてもらいたいのだがね」

「『電子支配』の防御を突とつ破ぱするのは容易ではありません。今回は底を見ることができれば上出来でしょう」

「採算がまるで合わんよ」

「仕方がありません。初期投資とはどうしても高くつくものです」

「それは分かっているつもりだが……、少々金を使い過ぎた」

「装備、車両、輸送、セーフハウス。全すべて集たかられましたね」

「したたかというか何というか、足元を見るのは国民性かな」

「そうでなければ生き残れないとも言えます。それに、信しん仰こうの前にはあらゆることが肯こう定ていされます。死にもの狂ぐるいでお姫ひめ様さまを拉ら致ちするでしょう」

「殺すの間違いではないのかね？」

「まずは画面の前で貶おとしめる。神敵の末路を世界へ認識させるのは義務であり、更さらにアキハバラから金を引き出せれば文句なしということなのでは？」

「呆あきれた話だ。暴走と何が違うのか理解できんよ」

「実際に暴走するのは確実です。あの程度の物資で落とせるわけもありません」

「確かに。彼らにはコミックヒーローたちの理り不ふ尽じんさがよく分からないようだ」

「常温超ちよう伝でん導どうケーブルですか？」

「試算させたところ、日本は原子力発電所十基分のコストダウンが可能らしいね。いや、原発自体が不要になる。景気のいいことだ」

「ハイパーソーラーシステムと組み合わされば、文字通り世界が変わります」

「エネルギー変へん換かん効率が九〇パーセントを超こえるとは恐おそれ入った。ノーベル賞がダース単位で必要になる」

「まさに人類にとっての福ふく音いんでしょう」

「私たちにとってもそうだとは限らんさ」

「はい。ただでさえ失業率に歯止めがかかりません。わが国だけでなく、エネルギー産業に革命でも起きれば世界が崩ほう壊かいします」

「困った連中だ。他国などどうでもいいが、私はこの国を誰だれよりも愛している。万が一彼らが神に愛されているのだとしても、この国に逆らうのであれば必ず根絶やしにしてみせるよ」

「よろしいかと思います。大統領」

　なにやら話がでかくなってきた気がする。
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　リシェーラ、そして静しずかは見た。

　跳ね起きた田でん作さくが、いきなり水みず木きへ飛びかかる姿を。

　そして更に見た。

　この変態が！　と思った瞬しゆん間かん爆ばく発はつする光景を。

『キャアアア！』

　激しい音と爆風で周りから悲鳴が上がる。

　あるいは自分も上げていたかもしれない。

　しかし、クラスメイト達がそこかしこで尻もちをついていようとも、そんなのに構っていられる時間などなかった。

「リシェーラさん！」

　先ほど田作と水木を吹ふっ飛ばしたものと同じ手榴弾が近くに転がっている。

　殺傷能力の高いパイナップル型ではなく、爆ばく轟ごう効果のみで加害半径が狭せまい衝しよう撃げき手榴弾だ。

　その殺傷距きよ離りは約二メートルであり問答無用で即そく殺さつする気はないようだが、普ふ通つうに爆死してもおかしくはない。

「全員伏ふせて！」

　静はリシェーラへ飛びつくと、ありったけの声を張り上げて叫さけんだ。

　直後、轟音。

　更に二度爆発音が響く。

　どうやら計四個の手榴弾が投げ込まれていたらしい。

　空気中では音などすぐ拡散してしまう為ために鼓こ膜まくを傷つけたものなどいなかったが、それでも爆発音と大量の煙けむり、そして発生した衝撃波が皆から思考力を奪ってしまう。

「な、なんだこりゃ……」

　激しい耳鳴りに呆然と呟つぶやく男子。

　いや、地に伏した全員が呆然だ。

　運がよかったのだろう。気絶したものも何人かいたようだが全員無事であり、無傷ではなくとも大きな怪け我がをしたものもいない。

　一発目の爆発による驚おどろきと衝撃波で、なだれ込むように倒たおれたのが功を奏したようだ。

　爆発のエネルギーが地面から三十度の角度で流れることを知っていたのは、この場では静だけである。

　しかし、呆ぼう然ぜんとしている暇ひまなどなかった。

　これは敵てき襲しゆうなのだから。

　スポンスポンと、間ま抜ぬけな音とともに新たな物体が飛来する。

『ッ!?』

　状況がまったく飲み込めない生徒たちの周辺へ着ちやく弾だんした。

「催さい涙るい弾だん!?」

　唯ゆい一いつ気づいた静が、能力行使の為に腰こしのポーチへと手を伸のばすも遅おそい。

　広こう範はん囲いにばら撒まかれた催涙弾の数は三十。

　その全てがすでに大量の煙をふき出しているのだ。

「くっ！」

　呻うめいたところでどうにもならず、視界が一瞬にして白くなる。

「うわあああああああ!?」

「キャアアアアアアア!?」

　ようやく皆みなに思考が戻もどってきたものの、それは最悪の展開と言わざるを得ないだろう。

「何が起きてんだ!?」

「何も見えない!?」

「痛っ……ッ」

「え、なにこれ痛い!?」

「痛いって！　目が開けられねえ！」

　阿あ鼻び叫きよう喚かんとはこのことだ。

　ばら撒かれたクロロアセトフェノンはＣＮガスとも呼ばれ、後こう遺い症しようはないが目の激痛により涙なみだや鼻水が止まらなくなる。

　更にせきやくしゃみによる行動不能は、一年一組を瞬またたく間にパニックへと陥おとしいれた。

（横よこ山やまさん！）

（聞こえていますか！）

　しかし、これで決着がついてしまう物語に意味などあるのだろうか？

　不思議パワー溢あふれる世界なのだから当然話は続く。

　黒くろ姫ひめエトワールの娘むすめであるお姫様と、結界師影イン龍ロンの妹にして彼女の護衛。

　強力なヒロイン属性を持つ二人だけはパニックから免まぬがれていたのだ。

　みんなと同じくべちゃべちゃな顔でうずくまりつつも、状況を打破しようと思考はフル回転である。

（う、え!?）

　蒼ソウ蛇ジヤを調べる作戦上、女子全員と繫つながっていた横山さん。

（リ、リシェーラちゃん！　山やま田ださん！　痛い！　目が痛いよお！）

　もちろんパニック中だ。

（落ち着いて！）

（落ち着きなさい！）

　まあ、パニックになった人間を落ち着かせることなどかなり難しいので、二人の一言にはあまり意味もないだろう。

　しかし状じよう況きようは逼ひつ迫ぱくしているのだ。

　悠ゆう長ちように話している時間などない。

（男子も全員繫いじゃって！）

（この場にいる全員の力が必要です！）

（え!?　え!?）

　催涙弾のせいで視界が利きかないどころか息をするのも辛つらく、こんな状態では何もできずに全ぜん滅めつしてしまう。

（（早く！））

（は、はいぃぃ！）

　危機的状況なのはみんな一いつ緒しよ。

　余よ裕ゆうのない二人から同時に怒ど鳴なられ、パニック状態の横山さんでもここは全力で従わざるを得なかった。

（つ、繫げました！）

　なぜ敬語なのかはこの際問題ではない。

　リシェーラは特大の意志力を以もつて叩たたきつける。

（全員ッ！　落ち着けええええええええええッ！）

『ッ!?』

　気絶したものを除き、男女関係なく超ちようビックリ。

　いきなり叩き込まれた強力な思念で思考どころか体の動きも停止する。

（これは横山さんの思念テレ伝達パシーよ。誰かこの煙を吹き飛ばせる人いない？）

　そして努めて冷静に言う。

（風か遠隔物テレキ体移動ネシスの能力があれば状況を打破できます）

　静も乗っかった。

　本当は無茶苦茶焦あせっているのだが、こんな状況はまったく問題ないのだと態度で示す。

　それが功を奏したのか、

（お、俺、『風使い』だけど、風速一〇メートルくらいでもいけるよな？）

　男子の中から該がい当とう者が出てくる。

　念動力をもつ女子もいるのだが、残念ながら気絶中だ。

（十分よ！）

　リシェーラの歓かん喜きはみんなにも伝わった。

（よ、よし、じゃあいくぞ！）

（ちょっと待ってください！）

　しかし静は、気合いを入れた男子を慌あわてて制止する。

（水です！　水が必要になります！　確か水関係の男子もいたはず！）

（俺だ！　俺が『水使い』だ！）

　気き炎えんを上げる男子の存在にホッと胸を撫なで下ろすしかない。

　気絶組の中にいたら詰つんでいたところである。

（なんだ！　飲むのか！　俺の水をみんなが飲むのか！）

（飲みません！）

　どうやら自身のショボイ能力を必要とされ、『水使い』は相当テンションが上がっているらしい。

　ため息を吐つきつつ説明する。

（これはおそらく暴徒鎮ちん圧あつ用のＣＮガスです。水で洗い流さなければいけません）

（おおう、なるほど。確かにめっちゃ目が痛いてえ）

　実際の体は呻きの声を上げているが、みんなもうんうんと頷うなずく思念だ。

　全員意外とたくましい。

（それだけではありません。一瞬視界に入った敵の装備がランチャー付きのＭ４に見えました）

　なにそれ？

　こちらも皆さん同じ思念である。

（アサルトライフルです。有効射程が三〇〇メートル以上ありますので、下手をすると全員ハチの巣でしょう）

『ッ!?』

　静の残ざん酷こくな予想に全員の体が強こわ張ばった。

　何の前まえ触ぶれもなくいきなり殺されかけている現実もそうだが、なんでそんなことを知っている？

　一いつ介かいの女子高校生がそんな血なまぐさい情報に精通しているなど、もしや裏の世界の人間なのではないのか？

　リシェーラ含ふくめ、みんな仲良くドン引きだ。

　ミリタリーオタクである静と通じ合えるものなどどこにもいなかった。

（安心してください、対策はあります。時間がありませんのでよく聞いてください）

　しかし心強いのも確か。

　リシェーラが意志、静が頭脳を司つかさどり、一年一組の反はん撃げきが始まる。




　　　　※




「うっ……」

　一いつ瞬しゆん気を失っていたらしい。

（……なにが起こった？）

　田作は朦もう朧ろうとする意識をなんとか繫ぎ止め、混乱した思考を正常に働かせる。

「うおっ!?」

　そしてビックリだ。

　担任の水木と折り重なるように倒れていたのだが、なんとまたもや胸に顔を埋うずめてしまっているではないか。

　水木が気絶していたのは幸いだろう。

「ま、まあ水木先生は貧乳だしセーフセーフ」

　などと、もし起きていたらメガトンパンチをくらいかねない暴言を吐きつつ周囲に視線を向ける。

「潰つぶれる前に爆発しちまったのか……」

　どうやら手しゆ榴りゆう弾だんを潰すのは間に合わなかったらしい。

　しかし幸運にも、水木を抱かかえて全力で跳とんだことと爆ばく風ふうが重なり、グラウンド端はしの植木へ突つっ込んだようだ。

　擦すり傷だらけだが二人とも無事である。

「おいおい、マジかよ!?」

　そして真後ろから立ち上る大量の煙けむり。

　田作は水木を抱え両足に力を込めると、全力で上へ落ちた。

「どういうこと!?　ほんとにテロリストでもきちゃったわけ!?」

　んな馬ば鹿かな！　と叫さけびつつ一瞬で屋上のフェンスへと足を載のせる。

　水木を抱だきかかえたまま身を乗り出して確かく認にんしたところ、グラウンドの両サイド、学校敷しき地ちを囲う塀へいの上から銃じゆう口こうを向けているチームと、校舎の両りよう端はしの陰かげからゆっくりと進み出るチームの、計四チームがいるようだった。

「セキュリティーどうなってんの!?」

　田作は叫ぶしかない。

　まあ、ここ秋葉原第三高等学校は、学校関係者以外が許可なく入ると警報が鳴ったりする。

　影龍先生を除けば、悪意へ敏びん感かんに反応する数学教師とか、魔ま法ほう少女が大好きで自らも魔法少女になってしまった国語教師（三十二歳）とか、普ふ通つうに気功波が撃うてる用務員の八はつ極きよく拳けん士しとかがいるのだ。

　正直言って、この学校を襲おそうくらいならヤクザの事務所へ殴なぐりこんだ方がよっぽど安全なのである。

「いったい何が起こってんだよ！」

　混乱する頭で吐き捨てるように言う。が、時間がない。

　フェンスから屋上へ着地した田作は水木をそっと寝ねかすと、出入り口へ向かって走った。

「オラァ！」

　そのまま壁を砕くだく。

　そして手ごろな大きさのコンクリート片へんを両手に二つ持ち、その場でまたも上へと落下した。

「丸見えだぜ」

　屋上から二〇メートルほど上空で静止し、右手に持つ石を校舎の陰からジリジリ進しん攻こうする一チームめがけ、

「いっけえ！」

　ぶん投げた。

　リリースの瞬間、重量を五〇キログラムに、重力加速度をＭＡＸまで引き上げられたコンクリート片が集団の真横へ着ちやく弾だんする。

　少々距きよ離りが足らなかったが、摩ま擦さつやら抵てい抗こうやらストークスの法則やらそんなよく分からん諸もろ々もろを無視して加速させた結果、着弾する直前の速度は音速へと到とう達たつし二八九〇〇〇〇ジュールという運動エネルギーが発生。衝しよう撃げき波はにより二十人の武装集団を吹ふき飛ばす。

　長々と説明したが簡単に言うと、武装集団のすぐそばにたくさんのダンプカーが高速で降ってきたくらいの威い力りよくというわけだ。

　つまり、田作の能力は『重力操作』。

　はっきり言ってめっちゃ強いのである。

「もういっちょ！」

　同様の手口で逆側の校舎陰チームもなぎ倒たおす。

　そして見た。

　クラスメイト達を覆おおっていた煙が渦うずを巻き、上空へと吹き飛んでいく様を。

「うおぉ!?　や、やべ……ッ！」

　田作は慌てて屋上へと着地する。

　自身の能力を『身体強化』だと偽いつわっている以上、浮ふ遊ゆうしている姿など絶対見られるわけにはいかない。どんなに体を鍛きたえても空を飛べるわけがないのだから。

　そんなのはどこぞの鶴つる仙せん流だけである。

　そこそこ強い風により催さい涙るいガスが吹き飛んだ瞬間、うずくまっている生徒たちの頭上から大量の水が降り注いだ。

　全員がじゃぶじゃぶと顔を洗う。

「次よ！」

　そしてリシェーラの声がグラウンドに響ひびくと、何人もの生徒が気絶したもののもとへ向かった。

　高速で移動しているので、おそらくは身体強化系の生徒たちだろう。

　同時に集団を覆っていく水。

「何するつもりだ？」

　高さ三メートル、厚さ三〇センチほどの水の壁が円えん筒とう形に展開された。

　田作はクラスメイト達の奮ふん闘とうに困こん惑わくし、そしてその直後、いくつもの銃じゆう声せいが響く。

「あっ!?」

　と、すっかりグラウンド両サイドの塀の二チームを忘れていたマヌケが声を出すも、それらの銃弾は一発も水の壁を抜ぬけることができない。

　連続で轟とどろく銃声の中、平然とみんなが一か所に固まる様を見て、

「え、噓うそ？　鉄てつ砲ぽうの弾たまってあんな薄うすい水で防げるの？」

　と啞あ然ぜんとなってしまった。

　しかしこれは微び妙みように勘かん違ちがいだ。

　もしこれがハンドガンの弾ならたやすく貫かん通つうしてしまう。

　通常、ハンドガンとアサルトライフルではライフルの方がはるかに威力が高い。にもかかわらず貫通しないのは、実は威力が高すぎるからなのだ。

　速すぎる弾速と速すぎる回転が水へ着弾したときの衝撃力を倍加させ、三〇センチも進むころには弾丸が砕けてしまうのだから面おも白しろい。

　静の頭脳の勝利、いやミリタリーオタクの知識も馬鹿にはできんということだろう。

「次！」

「行きます！」

　そして水の壁を突き破って飛び出してくる一つの影かげ。

「おいおい！　大だい丈じよう夫ぶなのか!?」

　敵にサンドイッチされている塀と平行に、つまり敵の視線からは真横へ移動するのは静だ。

　彼女の足にはローラーブレードが装着され、とんでもない速度で加速していく。

「ラスト！」

　リシェーラの力強い叫びのあと、バレーボール大の火の玉が二つ、大きく山なりとなってそれぞれの敵チームへと飛んでいく。

　こちらは大した速度ではない。

　時速二〇〇キロで疾しつ走そうする静に比べれば止まっているようなものだ。

　しかし、これはただの囮おとりである。もちろん静も。

　弾丸のように飛び出した横移動から、リシェーラの大声と縦移動する派手な火の玉で視線を集中させたに過ぎない。

「ふっ！」

　敵の真正面へ、まっすぐ水の壁から飛び出したリシェーラは、約一〇〇メートルの距離を二秒とかからず潰す。

　そして囮の静は、逆側の塀へ大きくジャンプし、腰こしのポーチからモデルガンを抜いた。

　日本のおもちゃメーカーがオリジナルで開発したハイキャパ４・３。コンパクトで高い命中精度を誇ほこるそのモデルガンが、彼女の能力で信じられない性能へと変化する。

「死んでください！」

　能力名は『付与術師』。

　劇的に性能を上げられて撃ち出されたＢＢ弾は、時速一三〇〇キロという速度で全すべての敵へ吸い込まれた。

　いかなＢＢ弾だろうとも、その速度から繰くり出されればたやすく骨を砕くのだ。

　同様に、塀を飛び越こえたリシェーラも瞬またたく間に敵を打ち倒してしまった。

「な、なんとかなったわね……」

　はふう、と大きく息を吐はき、肩かたの力を抜いてグラウンドへと舞まい戻もどると、水の壁のそばで静が大きく手を振ふっていた。

　どうやら向こうも終わったらしいことを確信した彼女は、満面の笑えみで戻る。

　そして開口一番こう言うのだ。

「し、静？　その、あ、あなた、殺してないわよね？」

　引きつった笑顔がとても痛々しい。

「当たり前です。人を殺さつ人じん鬼きのように言ってもらっては困ります」

　眉まゆ根ねにしわを寄せて否定してくるのだが、余計眼光が鋭するどくなるのでやめてほしかった。

「いや、でもね？　さっき死んでくださいって……」

「死んでほしいという願望であって、殺すという意味ではありませんが？」

　どちらも殺意を持っているという点では変わりないだろう。

「そ、そっか。ただの願望だったんだ」

　もうアハハハと、乾かわいた笑いで誤ご魔ま化かす以外にできることはなかった。

　もちろんみんなもだ。

　能力を行使し過ぎてへたり込んでいる『水使い』の男子までそうなのだから、全員静が恐おそろしくて仕方ないのかもしれない。

「すっげ……、やるじゃんあいつら」

[image: ]

　そんな彼らを屋上から見ていた田作はポツリと漏もらす。

　護衛としてそれはどうなんだと思わなくもないが、催涙ガスが吹き飛んでから戦せん闘とう終しゆう了りようまであっという間だったのだ。

　間違いなく三十秒とかかってはいまい。

「ちょっと己うぬ惚ぼれてたな……」

　自身が何とかしなければと考えていたのが少し恥はずかしい。

　おそらく己おのれが何もしなくとも、クラスメイトたちはどうとでもしていたはずだ。

　だから本音が出てしまう。

「ほれみろ、やっぱ蒼蛇なんていらねえじゃん」

　やはり自分は正しかったとますます確信を強めた。

　ニートの仕事なんてやりたいやつがやればいいんだ。俺は絶対公務員になって安定した生活を送る。

　と、その精神に揺ゆらぎはない。

　そして、田作が空を見上げながら将来に思いを馳はせていたとき、

「あっ!?」

　気づいた。

「どうやってみんなと合流すりゃいいんだ？」

　真っ青になる。

　まさか屋上まで飛び上がって避ひ難なんしてました、なんて言うわけにもいかない。

　偽っている己の『身体強化』は倍率三倍くらいなのだ。

　元の体でがんばって八〇センチ跳とべたとしても、三倍程度ではさすがに屋上まで届かないだろう。

　しかも水木先生を抱かかえながらだ。

　下手な言い訳をすると身バレする可能性が高い。

「ああもう、どうすっかなぁ……」

　思い切って水木先生と一いつ緒しよにここで寝ねてようかな、などと現実逃とう避ひし始めた裏では、

「あ！　水木先生は!?」

「そういえばあの変質者も見当たりません」

　リシェーラと静がようやく気づいていた。

『あ!?』

　当然みんなもハッとなる。

　だいぶ薄はく情じような気もするが、危ないからとりあえず鉄砲だけでも回収しておこうということになり、その作業で皆みなすっかり忘れていたのだ。

「も、もしかして攫さらわれちゃったとか？」

『ッ!?』

　横山さんの不ふ吉きつな発言に全員の顔が青くなる。

「たぶん大丈夫だよ～」

　が、藤ふじ原わらさんはのんきな声で否定した。

「なぜか校舎のところにもいっぱい人が倒れてたでしょ～？」

『ふむふむ』

「きっと先生か用務員さんがやっつけたんだよ～」

『なるほど』

「二人とも保護されてるか～連れていかれたとしても追いかけてるよきっと～」

『おー』

　藤原さんの名（迷？）推理にみんなが脱だつ帽ぼうだ。

「ならばなぜこちらへ応おう援えんに来ないのかという疑問も残りますが……リーディングの結果ですか？」

　静の確かく認にんにも、

「そうだよ～。侵しん入にゆうした人数と倒れてる人数の痕こん跡せきも一いつ致ちしてるから～」

　恐ろしく便利な答えを返す。

　でもまあこれくらいならコ○ン君や金○一君にも余よ裕ゆうでできることだから、反則能力アリならそう理り不ふ尽じんでもあるまい。

「ならもう私たちにできるのは通報することだけね」

「保健室へも行きましょう、気絶しているものたちを運ばなければ。擦すり傷とはいえ私たちにも消毒が必要です」

　事態が完全に収束し、気が抜けたのだろう。

　リシェーラたちの会話に何人もの生徒たちがへたり込む。

　それでも全員笑顔だった。

「おい、お前ら気づいてるか？」

「ああ、もちろんだ」

「笑顔を崩くずすな。下げ卑びた顔は死を招くぞ」

「いや、でも、言った方がよくないか？」

「馬ば鹿かか。俺たちは死の危険でまったく気づかなかった、それでいいんだ」

「まさか俺の能力にこんな可能性があったとはな」

「正直無限の可能性だと言わざるを得ない」

「さすが『水使い』だぜ」

「もう『水の支配者』と名乗れよ」

「影龍先生の言葉は正しかった。戦闘力なんぞ可能性の一部でしかない」

「そうだな、この理想郷に比べれば屁へみたいなもんだ」

「これを拝めなかった気絶組へ哀あい悼とうの意を捧ささげよう。エイメン」

『エイメン』

　白い体操着がびしょ濡ぬれの女子たちを盗ぬすみ見る、下卑た顔の男子たちももちろん笑顔だ。

　鎧よろい姿のリシェーラはともかく、下着が透すけて見えていることに気づいた女子たちによって助すけ平べいどもの生傷が増えたのは余談だろう。

「……あれ？」

　とそんなとき、またも藤原さんが気づいた。

「音……？」

　耳鳴りのような低い音が聞こえてくる。

「…………ぇ」

　そう、事態はまだ収束などしていない。

「に……」

　むしろこれからだ。

「にげ……」

　主役が未登場で終わるわけがないのだから。

「逃にげてみんな！　早くう！」

　鬼き気き迫せまる叫さけび。

『……へ？』

　突とつ然ぜん別人になってしまったかのような姿に全員啞あ然ぜんとなる。

　しかしもう一秒の猶ゆう予よもない。というかすでに足りない。

「いいから早く逃げて！　できるだけ遠くへ！」

「ど、どうしたの、藤原さん？」

　リシェーラもまた困こん惑わくするのだが、

「何がありました？　簡潔に言ってください」

　静は視線を鋭くさせた。

　ニートとして恐ろしく有能な少女が正体をなくすほど混乱している。ならばそれは非常事態なのだ。

「空！」

　藤原さんが指さす方角へ全員の視線が向く。

「ここにまっすぐ落ちてくるよ！　だから早く！」

『は？』

　皆の目には豆まめ粒つぶ大の飛行機が。

　一いつ瞬しゆん何を言われたのか分からず思考が停止してしまう。

　藤原さんは自身の能力を呪のろった。

　なぜ分かりたくないものまで分かってしまうのか。

　まだ一〇キロほどの距きよ離りに見えるあの飛行機は、このグラウンドへ激げき突とつしてから校舎へと突つっ込むコースを取っている。

　あとは爆ばく発はつして周囲一帯が火の海だ。逃げ場などない。

「もう五十秒もないよお！」

　ボーイング７７７の平均時速は八五〇キロ。

　四十五秒後には全員死ぬ。

　藤原さんは泣きながら叫ぶしかなかった。

『……………………』

　全員呆ぼう然ぜんだ。

　いや、何人かは思考をフル回転させているのだが、考えがまったくまとまらない。

（……駄だ目めです。気絶している人数が七人。ほとんどのものも放心している。どう考えても全員脱だつ出しゆつはできない。なら身体強化系のものたちと、そしてアキバの姫ひめであるリシェーラさんだけでも──）

　思考の止まっていない静でもこのありさまだ。

　大半のクラスメイトを見捨てて全速力でこの場を離り脱だつするしかない。今すぐ。

「藤原さん、落ちてくる場所はここでいいの？」

「え!?」

　だが、静が恨うらまれるのを覚かく悟ごで出した結論は日の目を見なかった。

　その前にリシェーラが打開策を思いついたからだ。

　藤原さんだけでなく、みんなも驚おどろきの顔を向ける。

「機首が接地する正確な場所は分かる？」

「……う、うん。このままならリシェーラさんのもう七歩右、五歩前だと思う……たぶん……」

　藤原さんは諦あきらめた。

　もう三十秒もない。もとより助からなかったが、これで即そく死しが確定した以上は最後までみんなと一緒にいよう。

　しかし。

「ごめんね、みんな」

　だんだんと大きくなる機き影えいから目を離はなさないリシェーラの謝罪に、意味が分からずキョトンとなった。

『？』

　みんなもだ。

「私のパパってアキバ王なの。お母様は黒姫」

『ッ!?』

　その言葉は静以外の驚きよう愕がくを呼ぶ。

「だからね、きっと私がここに来たからこんなことになっちゃったんだと思う。本当にごめんなさい」

『……………………』

　今度は静もみんなと同じ表情だ。

　罪は襲おそってくる側にあるのであってあなたのせいではない、と言いたいが、リシェーラの言葉もまた事実の一面を持っている。

　第一、この状じよう況きようで慰なぐさめてほしいなどと言うような少女でもないだろう。

　ここは黙だまって聞くのが正解だ。

「でも大だい丈じよう夫ぶよ」

『姫ひめ騎き士し』たるアキバのお姫様は、右手の剣けんを逆手に持ち、剣先を地面へ向けて体の前に出した。

　そして左手を剣先の腹に添そえる。

「みんなの力があれば何とかなるわ」

『……え？』

　まさか受け止めるつもりなのだろうか。

「私が受け流して少しでも力を分散させるから、みんなは風でも水でも何でも使って爆発と衝しよう撃げきを防ぐのよ」

『は？』

　振ふり返り、満面の笑えみで言う姿は、どうやら本気のようだ。

「全員私の後ろにいなさい！　あとはできることを臨機応変に頼たのむわ！」

『噓うそお!?』

　無茶苦茶言ってやがる。

　気合いの入った命令に、みんなもう悲鳴を上げるしかない。

　が、反論してる暇ひまもためらってる暇もないので全員が即そく座ざに動いた。

　腰こしが抜ぬけているものや気絶しているものを移動させていく。

「おい、おまえの風でブレーキかけられねえの？」

「最大風速一〇メートルだけど、ブレーキになるか？」

「もう少しがんばれ。ちっと足りん」

「どれぐらいよ？」

「たしか旅りよ客かく機きって、時速九〇〇キロくらいって聞いたことあるよ」

「なら風速二五〇メートルもあればいけんじゃね？」

「なんだ、あとたった二四〇メートルか。じゃあやれるよな？」

「二十五倍がんばるだけだもんな。頼むぜ？」

「できるわけねえだろ！」

　残り十秒。

　男子も気合い十分だ。

「手伝います、リシェーラさん」

　みるみる大きくなる死神の姿に臆おくすることなく、背後から手をまわした『付与術師』が剣の柄つかへ触ふれる。

「触れてさえいれば十倍まで性能を上げられますので」

「なにそのチート能力。どう考えても高レベルニートじゃない」

　呆あきれた声を出すも、リシェーラは満面の笑みだ。

「文明がある限り、私は誰だれにも負けません」

　ちょっと言い過ぎだが、静も薄うすく笑った。

　残り五秒。

　そしてリシェーラの左ひだり肩かたに置かれる手。

「下がっていいぜ。あとは俺がやる」

　あまりにも自然過ぎて、前へ出るものの顔を見ることはできなかった。

「…………ぇ？」

　三歩前にある後ろ姿は、中肉中背、黒いコートを身に纏まとう男子。

　太陽の光を反射した金きん髪ぱつがキラキラと輝かがやいている。

　静が目を見開き、リシェーラは呟つぶやく。

「……そう……じゃ？」

　迫せまりくる死神の前で悠ゆう然ぜんと佇たたずむ様は、涙なみだが零こぼれるほど力強かった。




　　　　※




　藤原さんが取り乱して叫んだ直後、田作は慌あわてた。超ちよう慌てた。

「おかしいだろ!?　学校来たらジャンボジェットが突っ込んできましたとか俺の日常どうなってんの!?」

　いったい何が起こっているというのか。

「神魔十クロス字騎兵ナイツはどうした!?　アキバ警備隊は!?　学校どころか町のセキュリティーまでガバガバなんですけど!?」

　狂くるったように頭をかきむしるしかない。

「あんなの落ちたらここら辺全部火事になる！　被ひ害がいがシャレじゃすまねー！」

　ということは何とかするしかないのだが、果たしてクラスメイトたちにまかせても大丈夫なのだろうか？

　田作は眼下へ目を向けながら高速で思考した。

（うん、無理。みんなボーゼンとなってるもん。そりゃそうだ。人間相手ならどうにかなっても飛行機は無理だよね、きっと）

　そしてまたも、あーっと頭をかきむしる。

（チクショウ、考えろ。俺が蒼蛇だとバレないように飛行機をなんとかするんだ）

　かなりテンパっているらしい。

（苦手な遠えん隔かく操作じゃ重量増やすくらいしかできねえ。しかも範はん囲いは一メートルちょい。近くの敵は殴なぐって、遠くの敵へ石投げてりゃ勝てる能力）

　随ずい分ぶんと原始的である。

（ああ、あと空も飛べるな。じゃあ近づいて見えないところから持ち上げればいいのか？）

　まさしくスーパーマンだ。

（バカバカバカ！　女子の中に遠クレア視ボヤンスいたじゃん！　一発でバレるっつーの！）

　超能力が厄やつ介かい過ぎる。

　しかも思考する時間すらない。

　すでに十五秒が経過し、残り三十秒でいったいどうしろというのか。

（ヒィィィ!?　いやだいやだいやだ！　バレるのは絶対嫌いやだあ！）

　それでも、幸せになる為ためには思考し続けなければならなかった。

（バレずに助ける方法を考えるんだよお！）

　脳のシナプスを全力全開過去最大に迸ほとばしらせ、最後まであがく。

（児こ玉だま君に救われた！　今度は俺が手を貸す番だ！）




〝男子はそれほど深刻に思っちゃいねえよ。さすがに女子に申し訳ねえから、表だって擁よう護ごもできねえけどな〟




　蘇よみがえる左ひだり隣どなりの児玉君の姿。

（護衛ってのを抜きにしてもなんとかしなきゃ駄だ目めだろ！）




〝また後日私自身が処しよ罰ばつしますので、退学や停学などの過度な処分は無用です〟




　庇かばってくれたバカ姫の姿も蘇る。

（ああああああああ！　助けて隊長おおおおおおおお！）




〝どうにもならない事態になったのなら迷わず使え〟




　そして師の言葉は天てん啓けいだった。

「それだあああ！」

　歓かん喜きの声を上げ、グラウンドとは逆側へすっ飛んでいく田作。

　一年一組は中庭をはさんだ反対の校舎だ。

　開いた窓から直接教室へとマッハで突とつ入にゆうし、ガッと件くだんのバッグを摑つかむ。

「すんません隊長！　俺はまだまだ未熟者でした！」

　バッグの中身に頼たよるのは未熟の証あかしと言われたが、この際未熟でも全然かまわないので謝罪しながらジッパーを開けるしかない。

　そして切り札である中身をぶちまけた田作は、

「クソッタレがあああああああああああ！」

　世界を呪のろうかのような魂たましいの叫さけびである。

　なんとバッグの中身は、金のかつら、足首まで隠かくせる黒いロングコート、指ぬきグローブ、最後に金と赤のコンタクトが入ったカプセルという、蒼蛇四点セットだったのだ。

　残り二十五秒。

「チクショウ！」

　田作は泣いた。

　泣いてコートを羽織り、前を留めた。

「チクショウ！」

　時間がないのだ。

　ないから両手に指ぬきグローブをはめるしかないのだ。

「チクショウ！」

　すでにジェットエンジンの爆ばく音おんが轟とどろいている。

　だから金のかつらをかぶる。

「チックショウ！」

　みんなを救うためなら、金と赤のコンタクトレンズくらいしてみせる。

「あの厨ちゆう二に病がああああああああああ！」

　指ぬきグローブと黒いコートを身に纏まとい、金と赤のオッドアイを持つ金髪のニート。

『蒼蛇』爆誕。

「ふざけんなああああああああああ！」

　激しい咆ほう哮こうとともに、蒼そらを翔かける龍を夢見た蛇へびが窓から跳はねる。

　一度屋上のフェンスへ着地し、間かん髪はつ容いれずに地上へと身を躍おどらせた。

『ッ!?』

　激げき突とつ七秒前。

　トンと右足で軽く着地した場所は、リシェーラと静の背後だ。

　それ以外の生徒たちはいきなり現れた背中に驚おどろくしかない。

　轟ごう音おんの中一歩踏ふみ出すと、

「下がっていいぜ。あとは俺がやる」

　リシェーラの肩かたを右手で摑み下がらせた。

　戸と惑まどう気配が後ろから漂ただよってきたが、眼前へ迫る二〇〇トン以上もの巨きよ大だい質量をどうにかするのが先だろう。

　右手を突つき出し、そして残り時間はゼロだ。

『……………………』

　時が止まる世界。

『……………………』

　ジェットエンジンの爆音も、クラスメイトたちの声も、リシェーラと静の声も消えた。

　蒼蛇の手へ触れた瞬しゆん間かん、質量も慣性も衝しよう撃げきも、その他一いつ切さい何もかもを無視して旅客機は停止する。

「な、なに、それ……」

　呟いたのは誰なのか。

　しかし特定する意味もないだろう。

　ゴクリと喉のどを鳴らす全員の心情なのだから。

「重さを消した。だからこの飛行機のエネルギーはゼロだ」

　いや違ちがう。おかしい。

　それは重量であって質量ではない。

　重量とは質量に重力加速度をかけたもの。質量はもともと物体が持っている量のことであり、不変である。

　エネルギーがゼロになるなどありえない。衝しよう突とつ時の衝撃だけで体はバラバラになるはずだ。

　しかしならばなぜ蒼蛇は消し飛んでいないのだろうか？

　どうやらまだまだ謎なぞだらけのようだ。

『……………………』

　皆みなが放心しているのをいいことに、右手が触ふれた機体ごとゆっくり浮ふ上じようしていく。

　一メートルほど上じよう昇しようした姿に、リシェーラはハッと我に返った。

「あ、あの！」

[image: ]

「……………………」

　一瞬無視しようかとも思ったが、自身も言いたいことがあったので停止する蒼蛇。

「た、助けてくれてありがとう！」

　振ふり向くことなどできないが、いつものように満面の笑えみなのだろうということはすぐ想像できた。

「礼はいらねえよ。こんなの落ちたら俺だって困る」

　かなりぶっきらぼうになってしまったが仕方あるまい。

　蒼蛇は思うことが多々あるのだ。

「あ、あと、私リシェーラっていうの。あなたは蒼蛇よね？」

「……………………」

　そしてカチンときてしまう。

　分かる。分かっている。

　このお姫ひめ様さまは純じゆん粋すいに会いたかっただけなのだということは十分に分かっている。

　けれどそれを許容できるかと言えば、絶対にＮＯ！　なのだ。

　他人の黒歴史を掘ほり返そうとするんじゃない。

「蒼蛇は死んだんだよ。そんなやつはもうどこにもいねえ」

　だから師し匠しようにも、アキバ王にも言ったセリフを繰くり返す。

「……え？」

　そして左の肩口からわずかに覗のぞかせた赤い目で睨にらみつけつつ、

「おいバカ姫。大勢でちょろちょろしやがって……俺を探すんじゃねーよ」

　言った。

「……………………」

　相当きつい言い方だが、しかし、五日間で味わったストレスのことを考えて皆さんだけは許してあげてほしい。

　じわじわと追い詰つめられた挙句、頭を蹴けられ、腹を蹴られ、ストーカーの変質者と言われてしまったのだから。

　まあ、自じ業ごう自得ではあるのだけれど。

「これ以上は潰つぶすぜ」

「……………………」

　というか、かなり言い過ぎだった。

　しかし実はこれ、蒼蛇は分かって言っている。

（こんだけ言えば幻げん滅めつすんだろ。俺はイケメンでもないし王子様でもありませんからね？　だから蒼蛇なんていう痛いキャラはもう忘れてください、お願いします。みんなもだよ？　ほんと何でもするんでお願いします）

　嫌きらわれようとしているのだ。

　そして啞あ然ぜんとしている空気を察知し、今度こそ上昇する。

「じゃあな」

　その一言を残し、蒼蛇は飛行機ごと真上に落下した。

　そのまま凄すさまじい速度で進路を変えていく。

　目指すは東京湾わんだ。

　邪じや魔まな鉄くずは海へポイである。

　あとは上層部が何とかすんだろと、軽い気持ちで空をすっ飛んでいった。

『……………………』

　あとに残るのは無言のクラスメイトたちだけ。

　リシェーラも含ふくめ、皆が遠ざかっていく蒼蛇を眺ながめていた。

　しかしその中で声を出すものが一人。

「あ、あの、リシェーラさん」

　静だ。

　静はリシェーラの目的を知っている。

　リシェーラからしてみれば蒼蛇とは婚こん約やく者に等しいのだろう。

　それがあんなにきついことを言われたのだ。

　憧あこがれや、もしかしたらあったかもしれない恋こい心ごころは粉々に砕くだけ散ったのではあるまいか。

「その、だ、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　恋れん愛あい経験どころか友情経験すら乏とぼしい少女は、何と言って慰なぐさめればいいのか分からなかった。

　しかしそんな心配など不要。

　アキバの姫はこの程度で折れるような、そんな惰だ弱じやくな精神など持っていないのだ。

「ワ、ワル系かぁ……」

「は、はい？」

　頰ほおを染めるお姫様に面めん食くらう護衛。

「守護神なんて呼ばれてるから優等生タイプだと思ってたのに、まさかの不良タイプって……王道過ぎよね……」

「……………………」

　うつむいて指をモジモジさせるちびっ子は超ちようかわいかった。

　リシェーラ・Ｗ・佐さ倉くら。一いつ緒しよに遊ぶ友達など一人もいなかった彼女は、日々の暇ひまを潰すために少女マンガへと傾けい倒とうしている。

　少女マンガに登場する不良ワル率は非常に高い。しかも高確率でヒロインの恋人候補なのだ。

　優やさしい優等生とハイスペックな不良との三角関係が、きっと世の少女たちの理想なのだろう。

　御ご多た分ぶんに漏もれず、少女マンガをこよなく愛するリシェーラもまた、美形で背が高くて頭が良くてケンカが強くてお金持ちでぶっきらぼうだけどヒロインにだけは優しい不良が大好きだった。

「み、みんなでちょろちょろするなって言ってたわね。じゃ、じゃあ一人で探さなくっちゃ」

「……………………」

　静にできたのは、記き憶おくを自分の都合のいいように改変するリシェーラを見てため息を吐つくことだけである。

　いろいろあったお姫様の短期留学、これにて終しゆう了りよう。

　あとは伏ふく線せんの回収だけだ。

　それでは皆さん、エピローグへどうぞ。
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　あっという間に東京湾へ到とう着ちやくし、海面へ不時着させたあとでパイロットたちをふんじばる。

　テロリスト兼けん大量殺人未み遂すい犯兼ハイジャック犯に情けは無用と、有う無むを言わせず簀す巻まきにして放置した。

　溺おぼれる前に助け出されるかは時の運となるだろう。

　いったいどうやってこんなものをかっぱらえたのかは疑問だったが、乗客がいなかったのは幸いである。

　そんなこんなで全速力で戻もどった田でん作さくは、皆にバレないように蒼ソウ蛇ジヤ四点セットをバッグへしまう。

　そのまま屋上の水みず木き先生を起こしに行き、金きん髪ぱつのニートが助けてくれたと証言すれば、後は野となれ山となれだ。

　そして二時間後。

　神魔十クロス字騎兵ナイツのメンバーと、アキバ警備隊の隊員たちがなんやかやと全すべてを片付けた学校には現在、生徒はたった一人しかいない。

「おかしいと思ったんですよ」

　正門で待ち伏ぶせしていた田作は、目当ての相手を見つけると開口一番にそう言った。

「やっぱり日本にいたんですね、影イン龍ロン隊長」

　そう、フランスへ出張していたはずの影龍である。

「ああ。フランスへは明日の便になる」

　杜ず撰さんなセキュリティーと一年一組しかいない状じよう況きよう、そしてまったくこなかった応おう援えんは、今回の件が最初から仕組まれていたからだ。

「何考えてるんですか！　お姫様どころか全員死ぬかもしれなかったんすよ！」

　そりゃ激げつ昂こうする。

「まさか。誰だれも死なない事はすでに確定していた」

「はあ？」

　しかし暖簾のれんに腕うで押おしだ。

　厨ちゆう二に病びよう患かん者じやと会話するのは不可能なのかと、田作は違ちがうことを聞く。

「……じゃあ、あいつらなんだったんですか？　わざわざ招くような真ま似ねまでして潰さなきゃならない敵だったんすか？」

「いや？　たんなる過激な中東の宗教団体であって、彼らも某ぼう大国に踊おどらされた囮おとりにすぎん。本命は『トラの穴』へのハッキングだ」

　ここだけの話だが、韓かん国こく籍せきの旅りよ客かく機きなのでそちらの政府も一枚かんでいた。

　同情の余地などないとしても、暴走が前提で利用された襲しゆう撃げき者たちはピエロである。

「ええ!?　それ大丈夫だったんすか!?」

　そしてビックリ仰ぎよう天てんだ。

　実際は秋葉原中ちゆう枢すうへの襲撃だったと聞かされれば驚おどろくなという方が無理だろう。

「問題ない。一対一〇〇〇の戦力差だろうと、『電子支配』を突とつ破ぱすることなどできんよ」

「そ、そうですか。化けもんっすね……」

　あまりといえばあまりの理り不ふ尽じんへ素す直なおに感かん嘆たんするしかない。

「お前が使う『都合のいい重力』と変わらん程度にはな」

「ぐっ……」

　しかしこの言いぐさはひどいと思う。

　仕方がないではないか、どんなに勉強しても『本当の重力』は意味が分からないのだから。

　どうやら田作は物理が苦手らしい。

　というか、そんな理由でおかしな重力を使えていたのか？　と驚きよう愕がくの事実であるが、超ちよう能のう力りよくがある時点で物理法則などねじ曲がっているのだろう。

「でも、それならなんでこんなに無防備だったんです？　わざわざお姫ひめ様さまを危険に晒さらす意味なんてないじゃないっすか」

　拗すねるような口調。

　だが仕方あるまい。それだけ大変だったのだ。

　正直ギリギリだったと言わざるを得ない。

　旅客機を別にしても、下手をすればしょっぱなの襲撃でハチの巣になっていた可能性もあった。

「姫も囮だ」

「はあ!?　何言ってんの!?」

　簡潔過ぎて叫さけぶしかない。

　本当に何を言っているんだこの人は。

「アキバで生まれた技術の海外流出がもうすぐ始まる」

　あー超ちよう伝でん導どうなんちゃらだっけ？　などと頭をひねりつつ黙だまって聞く。

　頭のいい厨二病は、質問すると喜々として説明しだすので大変なのだ。

「上層部は敵の目を分散させたいらしい」

「敵の目を分散？」

「当然それだけではない。敵の反応の度合い、流れ、手段、状況等の、確度の高い情報を得る為ためだ」

　もちろんそれはアキバ側だけの話ではない。

　旅客機自体が米国の思おも惑わくに便乗した隣りん国ごくの差し金であり、襄ヤン陽ヤン国際空港からと偽いつわった江カン陵ヌン軍用飛行場発の機体だ。

　民間機とはいえやすやすと領空侵しん犯ぱんを許した防衛省からも分かる通り、現状日本も様々な思惑が複雑に絡からみ合っている。

　日本、そして領内にある秋葉原。この二つの今後の反応に、無数の国が目を光らせていた。

「……あの、敵って誰ですか？」

　もっとも、田作にはチンプンカンプンな話である。

「世界だ」

「……………………」

　やっぱり何を言っているのか分からない。

　が、それでも女の子をわざと危険に晒している事だけは分かった。

「世界に対して本当にそれが必要なことだったとしても、女の子を囮にしていいわけないっすよ」

　だから憮ぶ然ぜんとして言う。

「違うな。認にん識しきが間違っている」

「は？」

　しかしどうやら違うらしい。

「『トラの穴』も囮だ」

「へ？」

　なんじゃそりゃ。じゃあ本命はなんなんだと、田作の混乱は増すばかりだ。

「ああ、言い方が悪かった。アキバ全体が囮であり本命になる」

「……………………」

「もちろんお前もだ」

「……………………」

「いや、プランとしてはお前が再び上位の本命かもしれん。こればかりはいまだ揺ゆらぎが大きく不確定らしい」

「すんません。ほんと何言ってるか分からないっす」

　田作は諦あきらめた。

　土台厨二病の話をまともに聞こうとしたこと自体が間違っていたのだ。

「要約すれば、世界を変えるという話だ」

　いや、本当に意味不明である。

　世界とか、闇やみとか、神しん威いとか、隊長そういう字じ面づらすきだよなぁと、逆に感心してしまった。

「恥はずかしい話だが、私も昔挑ちよう戦せんしたことがある」

　それは確かに恥ずかしいですね。

「十七の時だ。完かん璧ぺきで理想の官かん僚りようを志した。一つのミスもなく世の中を変えていこうと思っていた」

　おっと、影龍隊長。自分語りも相当恥ずいっすよ。というかこっちまで恥ずかしくなってきました。

　もう田作は愛あい想そ笑いを浮うかべるしかない。

「しかし最初の一歩目でつまずいた。まさか本試験、そして再試験まで受けることすらかなわんとは……」

　実は超優等生だった高校時代の影龍は、センター試験をインフルエンザと盲もう腸ちようで落としていたのだ。

　稀まれに見る不運と言うしかないのだが、挫ざ折せつを味わったことのなかった少年影龍は一いち撃げきで折られてしまう。

　結果、七年間自宅警備員への就職と相成ったのである。

　メンタル弱すぎんだろ、という感想もあるのだろうが、だからこそ、現在はどこに出しても恥ずかしくない厨二病として最強のメンタルを保持していた。

「隊長、いつまで思春期気分なんすか……」

　あまりの痛々しさにたまらず漏もれてしまう。

　もうすぐ三十路みそじなのだから地に足をつけて生きてほしい。

　これは馬ば鹿かにしているのではなく、大恩ある師へ弟子でしからの贈おくり物と言えるだろう。

　しかし師は聞いちゃいない。

　誠実に、そして真面目まじめに自分の想おもいを弟子へ伝えている。

　だから影龍は、

「故ゆえに、私は違うやり方で世界を変えようと思う」

　本気の目で言った。

「アキバが世界を征せい服ふくする」




　　　　※




　月曜日の朝、自身の席でホームルームを待つ田作は、師し匠しようとの会話を思い返していた。

「……おそるべし厨二病」

　妄もう想そうもあそこまでいけば大したものだと軽く戦せん慄りつする。

「まさに死に至る病だわ……」

　とそこへ、水木先生とともに教室へ入ってくる一人の女子生徒。

「……は？」

　あっけにとられた瞬しゆん間かんチャイムが鳴り、ホームルームが開始される。

　そんな田作などお構いなしに、少女は満面の笑えみを浮かべて言った。

「このクラスへ転校してきたリシェーラ・Ｗ・佐さ倉くらよ。みんなよろしくお願いするわ」

　沸わきあがる歓かん声せいの中、田作はため息を吐つくしかない。

「まさか護衛延長とかないだろうな……」

　少年少女が織りなす表おもて舞ぶ台たい、大人たちが暗あん躍やくする裏舞台。

　世界を巻き込んだ物語が幕を開ける。







　あとがき







　まずは皆みな様さま、『アキバ戦記』を手に取ってくださりありがとうございます。

　あとがきで何を書けばいいのかいろいろと迷いましたが、せっかく世に出せたことですし、この作品の執しつ筆ぴつ動機を書こうと思います。

　さて今作の『アキバ戦記』。ジャンルとしては学園バトル物に属するかと思います。

　前回異世界ファンタジー物を書かせていただきました。なので、現代学園物を書こうと思いました。

　終わりです。

「なので、」の部分がまるで繫つながっていないと兵へい保ほ自身も思いますが、なぜか「ファンタジーの次は学園だ！　理由はよく分からないけど学園と超ちよう能のう力りよくだ！」と魂たましいが吠ほえたのです。

　兵保の内から迸ほとばしる熱い何かを、皆様どうか応おう援えんしてください。

　最後に、イラストレーターの檜ひ坂さかはざら様と、この作品を出版する為ためにがんばってくれた多くの方々に感謝いたします。ありがとうございました。
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